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一話　アルフは俺おれの嫁！





　セレブの心は突撃！

　夏休みのドキドキイベントは「打倒ヘロデ王！　レッツ大遠征！」で決まり、よねっ！



　……という、いろいろまちがった方向性をかかえつつ、春はる紗しや学園高等部一年・座ざ堂どうシエラは、ヘロデ王の墓所があるイスラエルへ「夏休みを利用して」行くことにした。

　大金持ちの座堂家が購入したヘリコプターに乗って、勇ましく日本を出発したはずが。

「わーん！」

　なぜか今、シエラは、黄色い砂が吹きすさぶ茫ぼう漠ばくたる荒野にへたりこんでいた。

　雲ひとつ無い青空から、ぎらぎらとした七月の太陽が、突き刺すような光を乾いた大地に浴びせている。ここは中国。悠久の大地……とか言ってる場合じゃなさそうな雰囲気。

「ありえない！　どうしてセレブのわたしがこんな目に！」

　白いレースのワンピースを着、かかとの高いきゃしゃなサンダルをはいたシエラは、砂にまみれたサラサラロングヘアをかきむしった。

　見渡すかぎり何もない大地の果てに赤く燃えあがるヘリコプターの残ざん骸がい、ぼうぼうと天高く上がる黒煙。これ以上ないというほど、思いっきり破壊されている。

「夏休みの宿題が燃える！　燃えちゃうー！」

「シエラ。おまえという娘は、ヘリコプターが墜落し、砂漠の真ん中に放ほうりだされたこの状況で、なお宿題が最優先課題なのかね」

　シエラの父……ピエールというのも呼びにくいので、便宜上「シエラパパ」で統一するが……砂漠なのにタキシード姿の彼が、嘆いているシエラにツッコミを入れる。

「だって、わたしは一学期、赤点で留年決定しかけて理事長に目をつけられてるのよ？」

「娘よ。自分の使命を、ちょっとでいいから考えてみようではないか」

「夏休みの宿題をきちんと提出しなくちゃ、また留年説が浮上するじゃない！」

「んーとね。ヘロデ王を倒さないといけないわけなのだよ。なぜかというと、そのド悪党が、あらゆるものを封印し世界を支配する権力を持つ『聖櫃アーク』を盗んだからなんだよね」

「『ソロモンの指ゆび環わ』が無ければ使えないんでしょ？　じゃあ放っといたって大丈夫かも、っていうか放っといて、裏庭のプールで水泳でも楽しむか、クーラーのガンガンきいた部屋でメアリーが淹いれてくれたロイヤルミルクティーを飲みながら、クラシックの室内交響楽の生演奏でも聴きながら、おうちで宿題しておけばよかったーわーん！」

　ソロモンの指環は聖櫃アークの鍵かぎで、クラスメイトの新あら木き陣じんが持っている。陣もまた、塩の柱に変えられた親友・宇う多た田だ夕ゆう也やや陣の母親ナオミらを救うため、ヘロデ王の墓所ヘロディオンめざしてシエラとともに旅立った。

　その他ほか、シエラとともに旅立ったのは、学園の裏のペルシャ料理の食堂の看板娘アルフ。シエラの父・座ざ堂どう冷ピエールと執事のニコライ・パブロフ。陣の父で考古学者の新木大だい胡ご、そして学園の図書委員で中等部三年生の本ほん田だ聡さと子こ。そしてシエラの携帯電話にくっついている、陶器化した小さなゴーレム「トーレム」である。

　中高生と考古学者とセレブと執事と食堂の娘と携帯ストラップ、という、どう考えても勝つ気のないパーティであるが、やっぱりあっさり旅路はお先真っ暗となった。

「忘れているようだが、娘よ。おまえの親友の毒どく呂ろさんが好きな宇多田くんを助けるためにも、ヘロディオンに行かないといけないのではなかったかね？　そもそも夏休みは、ふだんできない『目標』を達成したりするべきだろう？」

「プールで二十五メートル泳げるようになるとか？」

「早く魔法書の再発行をすませて、魔神レベルを最高まで上げるとか」

　シエラパパが人差し指を立てて、にこやかに言った。

　座堂家は代々「ランプの魔神」の家系である。今はシエラが継ぎ、ランプの持ち主である陣に「感謝」されることでゲージが上がり、レベルが上がる。レベルが上がれば魔法書の魔法が増えていくわけだが、現在、魔法書は盗まれ、新しい魔法書が「再発行中」だ。

「魔神レベルを上げたら宿題ができるようになる？」

「本ほん田だ聡さと子こくんがけっこう最強だよな、娘よ」

「彼女の正体、聖櫃の妖魔アークダイモンだもの」

「おまえはまだ『再発行中』のレベル０魔神だから魔法を使えないが、ランプの魔神が最高レベルになったときの魔法はあんなもんじゃないんだぞ」

「へー」

「先祖代々伝わった魔法書は全部埋まっていたわけではないから、わしも最高レベルがどれぐらいのものかは知らんのだが、じいさんによれば、なんかすごいらしいという話だ」

「宿題を一瞬で解けるとか？」

「宿題は無理だが、ヘロデ王ぐらいなら瞬殺できるだろう」

「宿題ができない以上、ぜんぜん役立たずじゃない」

「いやいや、宿題は自力でできるから！　つまり、おまえは塩の柱にされた人々を救うため、そして世界を邪悪な意思を持つ者どもから守るため、ヘロディオンに着くまでに、ヘロデ王に勝てるだけの魔神レベルをばっちり上げておかねばならんのだよ」

「夏休みが終わるまでに、宿題をばっちり終わらせないといけないんだけど」

「ＲＰＧでも、ラスボスと戦う力をつけるため、旅の中でいっしょうけんめいレベルを上げるのではないかね？」

「“〝ゆうていみやおうき……”〟」

「いやいやいやいや、いっしょうけんめいレベル上げましょうよシエラさん！　いきなり最強レベルから始まる裏技の復活の呪じゆ文もんとか使っちゃダメだから！」

　ちなみにこの呪文は、ゲーム「ドラゴンクエス○ピⅡ」の初代のもの。当時のゲームにはセーブ機能が無かったため、復活の呪文という文字列を入力していたのだ。

「なんで涙目なのよ、パパ。とにかく、宿題より大事なものなんてこの世に無いわけなのよ」

「大人になっても宿題忘れた夢見てうなされるタイプだな、娘よ」

「学園中のあこがれの、セレブで可愛かわいくて優等生のわたしが留年なんて許されないわ！」

「おまえはそういう無理な猫をかぶってるから、ややこしいのだよ」

「そんな恥をかくぐらいなら死んだほうがましよわーん！」

「その点は大丈夫だ、娘よ。ここに三日もいれば、みんな仲良くミイラになるし」

「ミイラっ？　この可愛いわたしが、しわしわのミイラっ？　そんな姿で発見されるぐらいなら死んだほうがましよわーんわーん！」

「いや、たぶんその状態だともう死んでるし」

　シエラたちはあいかわらず脱線しまくっているが、とりあえず説明をつづけよう。

　ヘロデ王は、聖書に記された暴虐の王である。その正体は、神が人間に与えた「十じつ戒かい」の石版に封印された、十の悪徳のひとつ「唯一神の否定」の聖櫃の妖魔アークダイモンだ。今はまだ、聖櫃アークに閉じこめられたときに全すべての『気』を吸いとられた状態のまま完全復活できず、墓所の中にひそんでいる。彼の使徒サロメが、復活のための『気』をヘロデに与えるために、陣じんの母をふくむ人々を塩の柱に変えたのだ。

　さいわい夕ゆう也やに関しては「夏休みのあいだ、陣といっしょに軽音楽部の合宿をしている」ということで周囲を納得させることができた。すなわち、夏休みが終わるまえにこの「冒険」を終えて夕也をもとに戻さないと、家出だ誘拐だと大変なことになるわけだ。

　なのに、きのう日本を出発したところで、あっさり旅がストップである。ヘリコプターは飛行機に比べて航続距離が短いので途中何度か給油したのだが、ちょうど燃料を満タンにした直後に墜落したので、ありえないぐらいよく燃える。脱出装置をつけていなければ、一行はここで丸焼きになって、いきなり『ぷいぷい！　完！』になっていただろう。

「まあそう嘆くな。ニコライたちが助けを呼びに行ってるからミイラにはならんだろう」

「でも宿題は燃えちゃったもん、わーん！」

「まだ宿題の話か、娘よ。われわれは、この世界を救うための冒険に出ているんだぞ。留年なんて、ちーさいちーさい」

　シエラパパはのんきな顔で岩に腰かけてワインの栓を抜き、深い緑色のグラスにコポコポとそそいで飲んだ。シエラは砂の上にへたりこんだまま、両手で顔を押さえて嘆く。

「ああ、数学のプリント……ヘリコプターの中で酔いそうになりながら、やっと三角関数が解けたのに……しくしくしく……」

　シエラパパは無視して、ワインをもう一杯、グラスにそそいだ。緑色の石を削って作られた「夜や光こう杯はい」と呼ばれるこのグラスは、この中国中部・黄こう土ど高原の特産品である。

　ふと、シエラは顔を上げた。

「あっ、そうだわ。このまま世界が滅びれば、宿題を提出しなくても」

「はいはい、『すごく名案じゃね？』みたいな澄んだ瞳ひとみでこっちを見ない」

「でも、台風とか来たらふと胸をよぎるわよね。このまま学校が吹きとばされてしまえば、しばらく休校だわ、とか……」

「まーパパも、とくにマラソン大会の前の日など、その妄想が顕著だったがね」

「なるほど。こういう学校に行きたくない人の念が集まって、世界を滅ぼすアークダイモンが生まれたんだわ。きっとそうよ」

　ぽん、とシエラが手をたたく。

「もし本当にそうだとしたら、ずいぶん器のちっちぇーアークダイモンではないかね」

「ということは、数学のプリント亡き今、ヘロデ王が復活して世界なんか滅びちゃえば良いのねそうよね」

「おいこら、そこの暗黒面に落ちかけてるランプの魔神。世界の存亡のみならず、おまえの友達やわしの愛する妻の命がかかっとるということを、なんですぐ忘れるかな」

　そう言いながら、サンドベージュ色の探検服の腰につるはしをさし、背中にリュックサックを背負った考古学者、新あら木き大だい胡ごがやってくる。シエラパパが、夜や光こう杯はいを上げて陽気に声をかけた。すでに少しばかりできあがりはじめているようだ。

「おや、新木さん。どうですかな、わしの衛星携帯電話は見つかりましたかな」

「うむ。いちおう燃えるヘリコプターの中から、わしの『ソロモンの判決』で取りよせてはみたんじゃがな」

　大胡は銅の巻物カツパースクロールをくるくると開く。地下通路でソロモン王の神殿とつながったヘロディオンの地下で見つけたもので、ソロモン王の名裁判の記録が記された判例集である。ヨーヨーのように伸縮し、「悪を裁く」ことで敵を倒す強大な魔力を持つにもかかわらず、ちょくちょく便利なマジックハンドがわりに使われているようで、ありがたみ半減である。

　巻物の中から、真っ黒に炭化した、かつて携帯電話だったものが現れた。

「おやおや、やはりニコライたちが救援を呼んでくるのを待つしかなさそうですなあ。しかしまあ、こういうトラブルがあってこそ旅のロマンというやつですな」

　と、シエラパパはあまり残念そうなようすもなく、夜光杯のワインを一気に飲みほす。

「ふぅ～む、美味美味」

「っていうか、パパ！　ワインを持ちだすひまがあったなら、どうして衛星携帯電話を持ちださなかったのよっ！」

　シエラはかみつくが、シエラパパはどこ吹く風で聞き流す。

「わしは一度でいいから、中国の砂漠でワインを飲むのにあこがれていたのだよ。『葡萄ぶどうの美び酒しゆ、夜光杯やこうのはい』という漢かん詩しがあってなあ」

「おお、王おう翰かんの名詩じゃな。戦いにのぞむ兵士の詩じゃ。かつてこのへんの土地は中国の西の辺境にあたり、『西さい域いき』と呼ばれる西方の国々との戦いが繰り返されておったのじゃ。その詩の最後がまた良いのじゃよ。『酔臥沙場よいてさじようにふす、君莫笑きみわらうことなかれ。古こ来らい征せい戦せん、幾人回いくにんかかえる』……酔って砂の上で寝ている俺おれを笑わないでくれ。昔から戦いに出た兵士が、何人帰ってきたことだろうか、という意味じゃ。まさに今、ヘロディオンに向かうわしらのようではないか」

「まあ、とっても演技でもない」

　シエラが凍りついた眼で微笑む。

「男のロマンがわからん小娘じゃのう。どれ座ざ堂どうさん、わしにも一杯もらえるかの？」

　大胡がシエラパパのグラスに手をのばす。シエラが信じられないように首を横に振った。

「よく、思いっきり遭難してる状態でのん気に意気投合してられるわね！　ニコライと本ほん田ださんが、最寄りの町を探すって言って出発して、もう何時間も経たってるのよっ？　もし二人が助けを呼んでこられなかったら、わたしたちミイラになるのよ？」

「まー大丈夫だろ。聡さと子こくんがいるんだから、何とかなるさ」

　本ほん田だ聡さと子こは春はる紗しや学園中等部三年生の長髪眼鏡っ娘こで、中高共用図書館の図書委員でもある。その正体は、モーゼの「十じつ戒かい」の中に封印された十体の「聖櫃の妖魔アークダイモン」の一人、「偶像崇拝」である。図書館の本を全すべて読みきってしまったというだけあって、聡子の頭の中には辞書が格納されており、どんな言語でも理解できる。ニコライも数ヶ国語ぐらいは堪たん能のうではあるが、念のため聡子も通訳として、彼についていったのだ。

「で、わたしの宿題はどうなるの？」

「アサガオの観察日記でも書いてりゃいんじゃね？」

「パパっ、ひとごとだと思ってーっ！」

　シエラを無視して、シエラパパは大だい胡ごにグラスを渡し、なみなみとワインをそそいだ。

「大人の男のロマンがわかんないお子ちゃまはほっといて、どうぞどうぞ、新あら木きさん。さすがは考古学者、唐とう詩にもくわしいのですな」

「うむ、このワインは何というベルベットのような、柔らかく濃厚な味と芳ほう醇じゆんな香りじゃ」

「シャトーペトリュス、世界で最も高価なワインですからな。中でもこの一九六一年物は評価が高く、二百万円は下りません」

「それはそれは。さすがセレブの味がするのう」

「二人で思いっきり無視しないでよっ！」

　緑の石で作った夜や光こう杯はいでのんきにワインに舌つづみを打つ二人に、シエラはかみついた。

「そもそも、どうしてヘリコプターが墜落したわけ？」

「なんか地対空ミサイル飛んできたからじゃね？」

「そういう意味じゃなくて。どうしてわたしたちが、領空侵犯あつかいされたのかって聞いてるんだけど」

「細かいことを気にするな、シエラ。ニコライの操縦のおかげで直撃はまぬがれたのだから、結果オーライじゃないか」

　ニコライはシエラの通学車の運転手もしているが、車の国際運転免許だけでなく、ＫＧＢの友達に飛行機とヘリコプターと電車と潜水艦の操縦の仕方を教えてもらったらしい。ちなみにＫＧＢは旧ソ連の『国家保安委員会』ではなく、『今日も元気に冒険だの会』の略である。ほんとにほんとである。

「砂漠に撃墜されて結果オーライって思えるほど、わたしはプラス志向じゃないわ」

「ははは。シエラは悲観主義者だなあ」

「この状況のどこを楽観視しろと！　だいたい、撃墜されないように、パパがちゃんと上空を通過する国には話を通してるんじゃなかったのっ？」

「うむ。セレブに似つかわしくなく、賄わい賂ろをケチりすぎたようだ」

「賄賂をケチったーっ？　そりゃ撃ち落されるわよっ、どうしてそんなことを！」

「ワインがちょびっと高かったのでな」

「ワイン要らないでしょ！　ヘリコプターが落ちたとき、ワインのかわりに携帯電話を持って逃げてれば今ごろとっくに助けを呼んで、涼しいホテルの部屋でトロピカルドリンクでも飲んでいるところだったのにー！」

「いやいやシエラ、食べ物をムダにするのは良くないぞ」

「命をムダにするのは、もっと良くないわよっ！」

「ああ言えばこう言う。だいたい、おまえだって携帯を持ってたじゃないか」

「わたしの携帯の衛星契約は、うちが貧乏になるかもってときに解約したのよ！」

　かつて座ざ堂どう家はシエラパパが魔法の力で富を生みだしていたが、シエラがランプの魔神を継いだことでシエラパパは魔法の力を失い、貧乏の危機をむかえていた。それでシエラも、倹約なんてセレブのプライドが傷つくものの、使用人の給料が払えなくなるのはプライドにかけてもっと許せないことなので、高額の衛星電話をこっそり解約していたのだ。

　今はシエラの母・座堂踊オードリーが実業家として大成功したため、座堂家は元どおりリッチになっているが、陣じんの魔神じゃなくなりそうになるとか学生寮がサロメに攻撃されるとかゴタゴタしていて、携帯電話ショップに行くひまがなかったのである。

「ああー、こんなことならさっさと再契約しておけばよかった！」

「まあまあ。ニコライは『今日も元気に冒険だの会』のサバイバル訓練で砂漠の行軍は慣れとるだろうし、聡さと子こくんの魔法もあるし、楽勝でそのへんの町を見つけて車で迎えにきてくれるってばさ。シエラもカリカリせずに、ワインでも楽しみなさい」

「パパのその態度がわたしをカリカリさせるんだってば！　こんな遭難寸前の状況だっていうのに、あの考古学オタクはずっとあの調子だし！」

　シエラが指さした先には大だい胡ごの息子、三度の飯および楔くさび形がた文字が大好きな陣がいた。

　物語が始まってからずいぶん経たつのに、いつもは真っ先にシエラと漫才を繰り広げるはずの陣の存在感がぜんぜん無いのを、不審に思った読者の方も多いだろう。

　別に書き忘れていたわけではない。陣はヘリコプターが墜落した直後からずーっと、砂の上に両手を広げてうつ伏せ、大地を抱きしめながらすりすりと頬ほおずりしていたのだ。

「ああ……黄こう河が文明……世界四大文明のひとつ……甲骨文字……うっとり」

「イッちゃってる！　甲骨文字でイッちゃってる！」

　世界四大文明とは、メソポタミア文明・黄河文明・エジプト文明・インダス文明のことである。陣の大好きな楔形文字を生んだのはメソポタミア文明（紀元前九千年）。甲骨文字は黄河文明（紀元前五千年）、象形文字ヒエログリフはエジプト文明（紀元前三千年）、インダス文字はインダス文明（紀元前二千五百年）。最近は数多くの旧文明が見つかっているため、四大文明という言いかたはあまりされない。まめちしき。

「ははーん。さてはシエラ、おまえがカリカリしているのは、砂漠に墜落したせいではなく、新あら木きくんが自分をほったらかしで甲骨文字にラブラブしているからだな」

「どう考えても、砂漠に墜落したせいですよねー？」

　シエラは笑顔を浮かべるが、こめかみには血管が浮いていた。シエラパパは目を細め、含みのあるようすでシエラの顔をのぞきこんでくる。

「ほおおおお、ほんとかね？　甲骨文字に嫉しつ妬としてないと言えるのかね？」

「べっ、別に庶民が何文字にラブラブしてたって、わたしには関係ないんだからっ！」

　シエラは真っ赤になって、反論する。

「そ、それに、庶民が身も心もささげてるのは楔くさび形がた文字だから！　甲骨文字に浮気するなんて、それはちょっと楔形文字マニアとしてどうなのかと、ふつう思わないっ？」

「ふつう思わない」

「なおざりにされてるメソポタミア文明の気持ちもわかってあげるべきじゃないっ？」

「それ以前に、わしはおまえが何を言ってるのかがわからんのだが」

　堅い目をしているシエラパパを無視して、シエラは陣じんを砂から引き起こし、すぱぱぱぱんっと頬ほおを張った。

「というわけで庶民っ、いいかげん戻ってらっしゃいったら！　わたしの宿題が燃えちゃったのよ、どうにかしなさいよっ！」

　陣は目の焦点が合わないまま、中国の古代王朝の名をつぶやく。

「夏か、殷いん、周しゆう……」

「戻ってこない！　これじゃなかなか現代まで戻ってこないわ、庶民のバカーっ！」

　嘆いているシエラのもとに、アルフが駆けてきた。

「おーい、シエラー」

　浅黒い肌と青い目、長い金髪のツインテールが快活そうなアルフは、わくわくしたようすだ。陣はシエラに胸ぐらをつかまれたまま「春しゆん秋じゆう、戦せん国ごく……」とつぶやきつづけている。まだ心は紀元前にいるらしい。シエラは陣を放ほうっておいて、アルフのほうへ歩み寄った。

「アルフ？　どこ行ってたの？」

「あたしの携帯探してたんだ。脱出のときに落としたみたいでさ」

「アルフの携帯って、衛星携帯電話じゃないわよね？」

「んーまあ。でも、陣の声が着信音で入ってるからさ……いちおう、宝物なんだけど」

　言いながら、アルフはシエラに水びたしの携帯電話を見せた。

「落ちたところが悪かったみたい。完全にアウト」

「あら、パパの携帯は火あぶりでアルフの携帯は水責め？　っていうか、どうして砂漠で携帯が水没するわけ？」

「それそれ、それなんだよ。まあまあ、来てごらん」

　アルフはうずうずしながら、シエラの手を引っぱる。

「三さん国ごく、秦しん、南なん北ぼく朝ちよう……」

　陣じんはまだ、古代の夢にひたって帰ってこないようだった。



　アルフはシエラの手を引いて、ごつごつした岩場のあいだをすり抜けた。

「ちょ、ちょっと、そんなに引っぱらないで。このサンダル、歩きにくいんだから」

「もう少し先だから、がんばりな。ほら、そこだよ」

　アルフが指さした先……そこには、豊かな泉があった。澄んだ水があふれ、岸辺にはナツメヤシやザクロがたわわに実っていた。シエラは両手を胸の前で組み、きらきらと目をかがやかせる。

「わあ！　すごい、オアシスだわ！　よく見つけたわね！」

「あたしは湿気に敏感なんだよ。なんかこう、体がサビるような感じがするんだ」

　アルフは剣の魔神だ。今は魔神レベルが上がって、陣の手をかりなくても自律して戦えるようになったが、まだ剣に変身していた時代の感触が抜けきらないらしい。

「これでニコライたちの帰りが少々遅くなっても、ミイラにならずにすむわ。さっそく、庶民たちを呼んできて……」

「待ちなっ！」

　陣たちのもとへ戻ろうとしたシエラのえり首を、アルフがガシッとつかんで止める。

「ばっかだねー、なんであんただけ呼んだと思ってるんだよ」

「『ちょっと体育館の裏まで顔貸せや』ってこと？」

「じゃなくてっ！」

　と、アルフは勢い良く上着を脱ぎ捨てる。果てしない地平線と照りつける太陽の下、小麦色の肌がつややかに輝いた。女同士とはいえ、あまりにもあけすけなアルフにびっくりして、シエラは色白の顔を真っ赤に染め、両手で目をふさぐ。

「ア、アルフ！　な、何やってるの！」

「水浴びだよ、決まってるじゃん」

「えっ……？　水浴びって、こんな外でっ？」

「大丈夫大丈夫、まわりに誰だれもいないじゃん。砂が肌にまとわりついて、ジャリジャリ気持ち悪かったんだよねぇ」

　アルフは思い切り良くスカートと下着も脱ぎ捨て、陣にもらった真珠の髪飾り以外に何も着けていない姿で、冷たい泉の水にちゃぷんと爪つま先さきをひたした。

「うーん、冷たい！　シエラもサンダル脱ぎなよ。裸足はだしになったら、気持ちいいよ」

　鏡のような静かな水みな面もにゆっくりと波紋が広がる。アルフの体は、平均的な同年代の少女よりもずっと発育が良いが、剣術とペルシャ武術ズルハネで鍛えた体は、引き締まるところがすっきりと引き締まっている。

　砂漠の真っ青な空を映した真っ青な泉に、つややかな小麦色の肌ときらめく金髪をひたしたアルフの姿。シエラの視線が自分に釘くぎ付づけになっていることに気づいて、アルフはふふんと鼻で笑った。

「何？　あたしに見とれてるの？　負けを認める？」

「まっ、負けって何のことよっ！」

「まあまあ、そう悲観しなさんな。シエラだって、あたしの次ぐらいには可愛かわいいやね」

「つ、次って何よ、次って。このセレブのわたしが誰だれかの後こう塵じんを拝するなんて、ありえないんだからっ！」

「はいはい、まあ何とでも強がってな」

　アルフは水辺にひじをつき、うつ伏せになって体を浮かせた。すらりとした足でぱしゃぱしゃと水面をたたくと、水しぶきがダイヤモンドのようにきらきらと輝いた。腕を伸ばして水辺に垂れたザクロの枝から真っ赤にうれてはじけたザクロの実をひとつもぎ、おいしそうに食べはじめる。

「んー、最高！　砂漠の暑さがすうっとひくねえ。黄土の砂漠で、ザクロが生えてるってことは、ここは西安シーアンの近くだろうね。で、シエラはニコライたちが戻ってきたら、そのグチャドロのカッコで大都会の西安を歩くわけだ」

　はっ、とシエラは砂で汚れた自分の服を見おろす。アルフはからかうように笑った。

「じゃ、そろそろ上がって陣じんたちを呼んできてやろうかな」

「まっ、待って！　待ってアルフっ！」

　水から上がろうとしたアルフを、あわててシエラは制止する。

　誰もいないとはいえ、こんな開けっぴろげなところで裸になるのは恥ずかしかった。けれども、衆人環視の中でドロドロの姿をさらすほうが、セレブとして恥ずかしい。

「わ……わたしも入るわ」

　シエラは赤くなっているのをごまかすため、少し怒ったような顔をして、白いワンピースを脱いだ。ポケットの中から、携帯電話のストラップとしてくっついていた小さな陶器のゴーレム……『トーレム』が、こんな顔をして転がり出てくる。

　シエラが服を脱いでいるのを見て、トーレムの目がに変わった。

『ぷきゅー！　ぷきゅきゅーっ！』

　恥ずかしくて目をおおいながら、トーレムはぐるぐると走り回った。

「何してるの、トーレム。庶民たちが来ないように、あっちで見張っててちょうだい」

　シエラは今自分たちがやってきた岩場のほうを指さしながら、トーレムに命じた。

『ぷきゅっ』

　命令されてトコトコッと走るが、シエラのヌードにちょっと後ろ髪を引かれて振り返る。

『……ぷきゅっ？』

「振り返らない！」

『ぷきゃーっ！』

　あわててトーレムは岩場のほうへ姿を消した。



　シエラは白い体をゆっくりと、清らかな泉の水にひたした。

「あー……気持ちいいー……」

「だろだろっ？　あたしに感謝した？」

　水の中で華きや奢しやな手足をのびのびと伸ばしているシエラに、アルフはウインクする。

　汚れた服も洗って、ザクロの枝にかけておいた。

　シエラはぷくっと水の中にもぐり、ざばっと顔を上げた。長い髪に、真珠のような水滴が転がり落ちる。

「髪が洗えてほんとによかった。生き返ったわ」

「へへっ。『共通の敵』がいる以上、陣じんの取りあいっこは中止して助けあわなきゃね」

「だだだだだ誰だれが庶民のことを取りあいっこなんてしてませんでござるわよっ？」

「シエラ。語尾変だよ」

　混乱して真っ赤な顔で目をグルグル回しているシエラに、アルフがツッコミを入れる。

　陣の『ソロモンの指ゆび環わ』は『鍵かぎ』の役目をするから、『ランプ』から魔神（シエラ）を出したり、剣の魔神（アルフ）の魔力を解放して変身させる能力も持っている。『ソロモンの指環』にはいくつかの『合あい鍵かぎ』が存在するが、その『鍵』を成長させられるだけの知恵を持つ『ソロモンの知恵者』は今のところ陣しかいない。

　指環が陣の『知力』すなわち精神力を消費している以上、陣を独占したほうがどんどん魔神レベルが上がるわけだ。アルフは最初こそシエラを出し抜いて陣を独占しようとしていたが、最近はどうも陣とシエラの距離が近づきつつあるようなので、作戦を変えてきた。

（今のところ、くやしいけれどシエラが有利。あたしがあまり積極的に出て、刺激されたシエラがあせって陣にアプローチしたりしたら、勝ち目はない。ここは休戦してるフリで、油断させないとね……）

　剣の達人であるアルフは、そういう勝負も抜け目なく作戦を立てる。というか、恋する乙女は常に臨戦態勢である。

「シエラ様、お背中流しましょうか」

「何、その顔の筋肉の力だけで笑ってる作り笑いはっ？」

　にじにじと近づいてくるアルフに不気味なものを感じて、シエラは思わず後ずさる。

　ふと、アルフの胸にシエラの視線が釘くぎづけになった。アルフは首をかしげる。

「何？」

「……浮いてる」

「え？」

　シエラの視線を目でたどって、アルフはそれが自分の胸に向いていることに気づいた。シエラの指摘のとおり、小麦色のふたつの胸がプカプカと浮いている。

「何か珍しい？　脂肪は水より軽いんだから、おっぱいだって当然浮くじゃん」

「と、当然浮くの？」

「念のため言っておくと、ちっぱいは浮かないよ」

「ち、ちっちゃくなんかないわよっ！　毒どく呂ろさんよりは！」

　シエラは焦って、ばしゃばしゃばしゃっとアルフに水をかけた。

「ちょっと、やめろって！　ついでに、友達裏切っちゃだめだろ」

　毒呂説せつ子こは、誘拐を恐れて修学旅行などに参加した経験のないセレブのシエラにとって、数少ない「いっしょにお風ふ呂ろに入ったことのある友人」である。アルフもシエラに反撃して、思いっきり水をぶっかけた。

「それそれそれっ！」

「きゃーきゃーきゃー！」

　シエラとアルフの、ちょっと楽しそうな水のかけっこを、トーレムは遠目に眺めていた。

『ぷきゅー……』

　見張りのくせに、ちょっと背のびをして手を目の上にかざし、シエラたちのほうを見ようとしている。オアシスの木々がじゃまして、よく見えない。ぴょんぴょん跳んでみる。



    

  
    
      



    

  
    
      　そのとき、トーレムの背後で「カチャン、カチャン」と音がした。食器棚にお皿を片付けているときの音に似ていた。砂漠の真ん中では、発しえない音だった。

　トーレムは振りかえる。背の高い男が立っていた。肩より長い黄おう金ごんの髪をひとふさ、頭の上でまげに結い、シニヨンカバーのように布で縛ってある。身にまとっている赤茶けた鎧よろいは、小さな板を何枚もつづったものだ。その板は、通常革や金属でできているものだが、男のそれは陶片のようである。金髪なのに、鎧のデザインは中国風だ。砂漠の日ざしをよけるため、長いマントを鎧の上にはおり、腰には細身の刀をさしている。肩幅が広く、ほっそりとした筋肉質の体つきで、戦士のように見える。

『ぷっ、ぷきゃーっ！』

　びっくりして逃げ出そうとしたトーレムは、籠こ手てをつけた手で掴つかまれてしまう。男はトーレムを顔に近づけ、不思議そうに首をかしげた。ざんばらに乱れた長い髪は赤土に汚れ、顔も赤茶けていた。しかし青い目は涼しげで、面ざしは「作り物のように」端整だった。

　奇妙だったのは、彼の胸に「割れたような」穴が開いていたことだ。穴から全身にひびが走り、動くたびにパリパリと音を立ててひびが広がる。そこから、何か光の粉のようなものが血のようにこぼれていた。

『なんだこりゃ……？』

　男はトーレムをなでた。なでた所から、彼の胸の穴からこぼれているのと同じ光の粉がこぼれ出す。男の目が、はっと大きく見開かれた。

『この土人形……俺おれと同じ〈力〉で動いてんのか？』

『ぷきゅきゅ！　ぷきゅー！』

　トーレムは嫌な予感がして手足をじたばたさせ、男の手から逃れようとしたが、男の胸の穴に携帯電話ごと押しこまれてしまう。押しこまれる瞬間、トーレムは男の体の中が「植木鉢のように」からっぽであることに気づいた。

『ぷきゃああああ……！』

　まるでジグソーパズルのピースのように、トーレムは男の胸の穴にはまりこんだ。携帯電話やトーレムのボディの部分は男の体内に入り、四角い顔だけが表面に出て、鎧を構成する小さな陶片の一枚となる。突然のことに混乱してこんな目になっていたトーレムだったが、魔法力を男に吸収されるにしたがい目は光を失い、最終的にこのような完全停止の状態になってしまった。

　トーレムをつめこんで男の胸の穴は完全にふさがり、こぼれていた光の粉も止まった。

『ふぅ、どうにかなったみたいだな。少し〈陵りよう墓ぼ〉を離れすぎたのか、危ねえ危ねえ。昔はこのへんは緑の森だったと〈神しん聖せい皇こう帝てい〉に聞いてるが……荒野じゃあどれぐらい離れたか、距離感がつかめねえんだな』

　男は、上品な見た目ににあわず、野卑なことばづかいでつぶやいた。頭をボリボリかきながら視線を向けた先には、岩場の間にごろごろと、砕けた陶器の破片が転がっていた。どれも赤茶けていて、男の鎧よろいによく似た色をしていた。

『やれやれ、生き残ったのは俺おれだけかい。でもま、一人でも哨しよう戒かいを続けるしかねっか。人影がいたのはこっちのほうだっけかな？』

　鎧の男は、ゆっくりとオアシスのほうに歩いていく。シエラとアルフはまだ水のかけあいをしていたが、はっとして、シエラが手を止めた。

「……あら？　トーレムは？」

「あんたが見張りにやったんじゃないか」

「じゃなくて、そこの岩の上にいたのにいないのよ。携帯電話をくっつけたままで行かせちゃったから、もしかしてバランスを崩して落ちたとか……」

「え！　あんな岩場で落っこちたらあいつ、割れちゃうじゃん！　様子、見に行く？」

「ええ。大丈夫かしら……」

　水から上がり、服を着ようとしていた二人の前に、ザクロの茂みをガサッとかき分けて、鎧の男が歩み出てきた。二人はぎょっとして、あわてて服で胸をかくす。

「きゃーっ！」

「だっ、誰だれだいあんたは！」

　シエラは裸を見られてパニックを起こしているが、アルフは気丈に男を指さしてどなる。鎧の男は、アルフを見て青い目をぱちくりとした。

『……綺き麗れいな娘だ』

「えっ？　……あ、あたしのことっ？」

　アルフはびっくりして自分を指さす。パニックを起こしていたはずのシエラが、聞き捨てならないそのセリフに、かみついた。

「ちょっと待って！　このセレブのわたしがいるのに、どうしてアルフのほうがいいのよ！　あなた視力いくつなのっ？」

「シエラシエラ。この状況でそのキレ方向は不適切だよ」

『アルフ……千という意味か、綺麗な名だな。俺の名はナガシュだ』

「アラビア語を知ってるのかい？　そう言えば、ナガシュってのは西方の名だね。なんで中国にいるの？」

『本当に綺麗な名だ。俺が今まで聞いた中で一番綺麗なことばだぜ、〈アルフ〉』

「ちなみにわたしの名前は座ざ堂どうシエラなんだからねっ！」

「シエラシエラ。だから、この状況で張りあってどうするんだよ」

『アルフ、たぶん俺はおめえみたいな女を待ってたんだ。二千と二百年の長い時を、砂の底で待ってたんだぜえ！』

　粗野な、だが少年のように無邪気ともとれる笑顔を浮かべてそう言うと、ナガシュはいきなりマントを脱いでアルフをくるむと、お姫様抱っこで抱きあげた。

「えっ……な、何をするんだよっ、放しなっ！」

　突然のことで混乱しながらも、アルフは気丈にナガシュの頬ほおをひっぱたく。ところが、ナガシュの頬はひどく硬く、手が砕けそうにびりびりと痛んだ。

「つぅっ！　な、何だっ、でかい花瓶をたたいたみたいな感じ……」

『はは。それぐらい気が強い女じゃなきゃあ、俺おれの嫁はつとまらねえぜ』

「……今、何がつとまらんって言った？」

『予定変更だ。馬を呼ぶぜ』

　ぴゅう、とナガシュは口笛を吹いた。アルフは、ぐらっと地面が大きく揺れたのを感じた。ナガシュの足もとの砂の中から、赤茶けた馬が現れたのだ。馬はナガシュと同じ、赤茶けた陶片のような鎧よろいをまとっていた。軍馬のようだ。馬はアルフを抱いたナガシュを背中に乗せ、砂の中からせり上がってくる。

「い……いったい、これは何っ……？」

　シエラは目の前で何が起こっているのか理解できず、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。赤茶けた馬は象のように巨大で、砂漠の真っ青な空を背景にした馬ば上じよう豊ゆたかな金髪のナガシュの姿は、まるで童話の王子様のように見えた。

　だが、その鎧をつづる陶片のひとつにこんな浮き彫りがあることに気づいて、シエラの頭は童話の世界から現実に引き戻される。

「ト……トーレムっ？　どうしてトーレムがそこにいるのっ？」

『ブヒヒヒィーン！』

　馬は高らかにいななくと、ナガシュとアルフを乗せて駆けだした。

「わー！　どこに行くんだ、放せってば！」

　アルフは必死にナガシュの腕を振りほどこうとするが、機械にはさまれたかのような強い力で抱きしめられていて、動けない。剣の魔神に変身すればどうにかなるかもと思ったが、残念ながら陣じんの声が入った携帯電話は水没しておじゃんになっている。

　手た綱づなを握っている手に思いっきり噛かみついたが、アルフの歯はカチンと硬いものにぶつかった。さっきナガシュの頬を叩たたいたときと同じ、花瓶のような感触だった。

「何者なんだい、あんたは……」

『名乗ったはずだぜ、〈ナガシュ〉と』

　彼がふしぎな声をしていることに、アルフはそのとき初めて気づいた。通常、音は鼓膜から脳の中心へと伝わるが、彼の声は脳の中心から鼓膜に向かうような響きかたをする。

「あんた……『妖魔ダイモン』かい？」

　アルフは息をのむ。アルフは中国語をしゃべれない。ことばが通じるとすれば、それは相手が彼女と同じ、「意思の声」で話すことができる「妖魔ダイモン」だからに他ほかならない。

「妖魔ダイモンなら、とっととこの手を放したほうがいいよ。あたしに食われるまえにね」

『おまえが俺おれを食う？』

　アルフは剣の魔神だ。妖魔ダイモンと魔神は、食物連鎖のピラミッドの底辺と頂点の関係だ。魚のマンボウにたとえると、稚魚（妖魔）は、より力の強い魚（妖魔）に食われる。だが、他ほかの妖魔を食って成長して魔神になれば、巨大なマンボウの成魚同様、他の妖魔に襲われる心配はほとんど無い。そしてワニが生まれたときから強いワニであるように、魔神は小さな魔神を生む。生き残り競争のシード選手であるとも言える。

「ワニの子は、小さいうちは小川で虫やカエルを食ってる。でも大きくなると、それじゃ餌えさが足りないから、大きな川でシカとか大きな獲物を襲うようになるんだよ。つまり、あんたみたいなチンケな妖魔ダイモンを食ったって今のあたしには腹の足しにもならないんだ。食われるまえにとっとと手を放したほうが賢明だ、って言ってんだよ」

　ナガシュは、きょとんとした顔でアルフを見つめた。

『可愛かわいい顔をして大胆なこと言いやがるな、アルフ。歳とし若い娘が〈男を食う〉ってか』

「ちょちょちょちょちょ！　そ、そんな意味で言ってるんじゃないんですけどっ！」

　アルフは真っ赤になって、あわてふためいた。ナガシュは、赤茶けた土に汚れた顔をアルフに向けて、また笑った。

『ははは、赤くなったな。ますます可愛いぜ』

　黒ずんで見えるほど青い砂漠の空にひるがえる黄おう金ごんの髪と、オアシスの泉のような青い瞳ひとみ。ことばづかいも態度も乱暴ではあったが、その声は澄んでいる。「男を食う」などと言われたせいか、変に意識してしまって、彼を食べようという気が萎なえてしまう。

「か……可愛いとか、なんで上から目線なんだよ！　あたしは魔神で、あんたみたいなザコ妖魔ダイモンよりずっと……」

　必死に反論しながらナガシュを見あげて、はっとアルフは気づいた。彼の胸に、こんな浮き彫りが入った陶片があることに。

「な……なんでっ！　なんでそこに、トーレムがはまってるんだよ？」

　そういえばナガシュに連れ去られかけたとき、シエラが彼を指さして、トーレムがどうのこうのと叫さけんでいたことをアルフは思いだした。

『トーレム？　……ああ、これかい。傷を治すのに使ったのさ』

「どうやってトーレムで傷を治せるわけっ？　……もう一度聞くけど、あんたはいったい何なんだ？」

『お望みとあらば、何度でも言ってやるぜ。おまえの旦だん那なになる男の名前なんだからな』

「だ、誰だれが旦那なんだってば！」

『俺の名は傭よう兵へいナガシュ。神しん聖せい皇こう帝ていに仕えて二千二百年になる』

　西へ向かって、ナガシュは馬を走らせる。アルフはナガシュのことばの意味が理解できなかった。単位の言いまちがえかと思った。

「二千二百年……だって？　どう見ても、人間の年齢にすりゃ二十歳はたちかそこらだろ？」

『おまえは幾つだ？』

「十六だけど」

『それにしては胸が大きいな。ここからまだ育つのか？』

　ナガシュが、興味津々でアルフの胸をさわる。

「ギャー！　何すんだ変態！」

　アルフはじたばたと暴れた。ナガシュは目を細める。

『おまえは柔らかいな。〈陵りよう墓ぼ〉の女はみんな硬くて冷たい。それに全員、神しん聖せい皇こう帝ていの女だ。何より、おまえほど美しくねえ。おまえは雲よりも柔らかく、太陽よりもまぶしいぜ』

　ナガシュはどこかアルフに似ている。姿こそ中国風だが、その体格や顔立ちは西方の……ペルシャ系の血が濃い。ナガシュの声を聞くと、アルフは全身がしびれるのを感じる。アルフを逃がさないようにしっかりと捕まえているナガシュだが、その腕の強さが、アルフの心臓をばくばく言わせた。

　陣じんとはちがう、たくましい大人の男の腕だった。アルフをくるんでいるマントは、ごわごわとして決して良い肌触りとは言えなかったが、砂漠の風と太陽の匂においがした。アルフは、自分の全すべてが彼に包みこまれているように感じた。少しばかりセクハラ発言も多いが、心根はすなおそうだし、何より本気でアルフのことを大事に思っているのがわかる。

「あんたは悪い奴やつじゃなさそうだ。食っても腹の足しにもならなそうだし、ここはあたしには珍しく、平和的に話し合いで解決してやろうと思うんだけど」

　アルフは、ナガシュの腕の中から彼を見あげる。

「いいかい、今あんたがやってんのは誘拐だよ。あたしに何か用があるなら、仲間のところにまず戻して、了解を取ってからにしな」

『了解？　なんでだ？』

「今言っただろ！　誘拐だって！」

『ははは、うぶな娘だな。こいつは〈誘拐〉じゃなくて〈嫁取り〉だぜ？』

「さ……さっきから嫁嫁って、何の冗談だよ！」

　アルフの小麦色の顔が赤くなる。

『さっきから何度もそう言ってんだろ、おまえは俺おれの嫁だって。おまえ、俺に見とれて話聞いてねえのかよ』

「だ、誰だれが見とれてんだよ！　冗談はよしな！」

『だな。見とれてんのは俺のほうだ。アルフ、おまえはほんとに綺き麗れいだぜ』

「いきなり嫁だなんて、うちのお父っつぁんが聞いたらあんた、ギタギタにされるよ」

『大丈夫だ。俺の剣にゃ勝てねえからな』

「あんたの頭が大丈夫じゃないっ！　妖魔ダイモンに常識を述べてもムダかもしれないけど、もうそれ思いっきり誘拐犯だから！」

『俺おれがおまえを気に入ったんだ。結婚するのは当然だろ、何がおかしい？』

「あたしは気に入ってないんだから、結婚は無理だろ」

『ははは、アルフのギャグは最高だな』

「あのねー！」

　アルフは頭が痛くなった。ナガシュに悪気が無いのはわかる。だが悪気が無いかわりに、一般常識も無いようだ。子供を相手にしているような気がした。無邪気ゆえに話が通じない。自分が好きになった相手が、自分を好きになって当然だという子供っぽい自信……。

「自分が好きになっただけで結婚できるなら……誰だれも苦労しないよ」

　アルフはムスッとした表情でつぶやく。どこか切なげだ。陣じんの姿が一瞬、胸の中に浮かんだ。同時に、シエラの姿も浮かんでいた。だがナガシュは、そんなアルフのデリケートな感情の動きなどまるでわかっておらず、能天気に笑う。

『そうとも、俺は嫁に苦労なんてさせねえぜ。愛してるぜ、アルフ』

「あーもー！　もういいっ！」

　アルフは必死にもがいて何とかナガシュの腕から逃れると、砂の上に飛びおりた。

『おいおい、照れ屋さんだな』

　走る馬から飛びおりるのはかなり危険な行為だが、下は砂地だからケガはしないだろう……と考えて、アルフはいちかばちかやってみたのだが、砂地に着地するまえに、砂の中から無数の腕が伸びだした。

「ひゃあっ？」

　アルフはすっとんきょうな声を上げる。ナガシュと同じ、赤茶けた甲かつ冑ちゆうに包まれた腕が無数に砂の中からアルフをつかみ、引き寄せた。ナガシュも驚いて、馬の手た綱づなを引く。

『何だっ？　てめえら、おいっ、俺の嫁に手を出すな！』

　アルフがもがいても、相手の数が多すぎて抵抗できない。腕も足もとらわれ、身動きできない状態でずぶずぶと砂の中に飲みこまれる。このままでは、砂に埋もれて窒息する。

「うわーっ！　はっ、放せ！　助けてっ！」

『俺の嫁を、薄汚い手で触るなっつってんだよ！』

　ナガシュはあわてて馬を下り、自分に手をのばすアルフをつかまえようとする。だが、砂中からナガシュと同じ赤茶色の陶板の甲冑をつけた兵士たちが半身を現して、ナガシュを指さした。

『傭よう兵へい〈ナガシュ〉よ、〈墓所〉に戻れ。〈神しん聖せい皇こう帝てい〉がそなたに褒ほう美びを下さるぞ』

『褒美？　なんでだ？』

『〈ソロモンの三角〉……美しき魔神の娘を手に入れたゆえ』

『何言ってやがる？　その娘は俺おれの嫁だっつってんだろ！』

　ナガシュは砂に沈むアルフの手首をつかんだが、兵士たちは生気の無い声で笑う。

『俺の、だと？　おまえの所有者が誰だれか、よく考えてみろ』

『神しん聖せい皇こう帝ていには千人の女がいるじゃねえかよ！　アルフは俺の嫁だ、欲張んな！』

　すでにアルフの顎あごまで、砂に埋もれている。もっと強く引っぱることもできるが、アルフの細い腕がちぎれてしまいそうで、怖くてナガシュは力を入れることができない。

『……何？　今、俺は〈怖い〉と思ったのか？　……まさか！　この恐れ知らずの傭よう兵へいナガシュが、何を怖がるってんだよ？』

　一瞬ナガシュがとまどった、そのすきをついて数名の兵士がナガシュの背後、砂中から飛びだして彼を羽交い絞めにする。

『うわ！　てめーら何しやがる！　邪魔すんなら、全員斬きるぞっ！』

「ごふっ……！」

　アルフは鼻の下まで砂に埋もれ、咳せきこんだ。砂の中から何本も腕がのびて、アルフの頭をつかみ、砂の下に引きずりこもうとする。ナガシュは羽交い締めにされながらも、まだアルフの手首をつかんでいた。だが、兵士らに後ろへズルズルと引っぱられて、今にも彼女から手がはなれそうだ。

「た、助けて……！」

『アルフ！　がんばれ、おまえは俺の嫁だ！　ぜったいに、俺が助けてやるからなっ！』

「助……けて……。陣じん……っ！」

　恐怖と息苦しさの中、アルフはその名を叫さけんだ。陣がひとこと「アブラカダブラ」と呪じゆ文もんを唱えてくれれば、アルフはたちまち剣の魔神に変身し、一気に敵を蹴け散ちらせる。

　だから、この絶体絶命の状況でアルフが陣の名を呼んだのは当然のことではあった。しかし、ナガシュにはそういった背景は解わからない。

『ジン？』

　少年のように無邪気だったナガシュは、少年のようにあっさりとへそを曲げた。不快そうに顔をゆがめ、アルフの手首から手をはなす。

　兵士たちはそのまま、アルフを連れて砂の底へと沈んでいった。ナガシュを羽交い締めにしていた者たちも彼に続き、地上にはナガシュと彼の馬だけが残された。

『ジン……西方のことばで〈魔神〉って意味だな。女の名じゃあない……ちっとムカついたぜ。俺の嫁のくせに、他ほかの男の名を呼ぶなっつーんだよ』

　アルフが消えた砂を、ナガシュはじっと見下ろす。子供っぽい残酷な復ふく讐しゆう心と、わずかな後悔が、ちくちくと彼の胸を突いた。

『フン。たかが女一匹じゃねえか……』

　低い声でつぶやくと、ナガシュは馬にまたがって強く鞭むちを当て、砂漠を西へと走った。



　シエラは、真っ青になって陣じんたちのもとに駆け戻った。

「庶民っ！　アルフが、アルフがっ！」

　陣は、まだ甲骨文字の夢を見て恍こう惚こつとしていた。コウコツ文字だけに。やかましいわ。

「起きてったら、庶民！」

　シエラに胸ぐらをつかまれ、激しく揺さぶられて陣はようやく我にかえった。

「な、何だ、座ざ堂どう？」

「アルフがさらわれたの！　変な男に！　馬で西のほうへ！」

「うわー！」

　陣はあわてて、十メートルほど後ろにすっ飛んだ。シエラはいちおう急いで服は着てきたものの、水浴びをして長い髪が湿ったままになっており、そうでなくても洗って乾いていなかった白いワンピースがぐっしょりと濡ぬれて、下着がすけていた。それに気づいたシエラは、真っ赤になって両腕で胸を隠す。

「きゃああああっ！　庶民の変態っ！」

「何でそうなるのかがわからねーよ！」

「どうしたシエラ、わが愛する娘に手を出す奴やつは三さん分ぶんこに切り分けちゃうぞ！」

　シエラパパが激怒して走ってくる。陣は頭をかかえた。



    

  
    
      



    

  
    
      「わー！　ややこしい奴やつが来た！」

　だがシエラパパは十歩ほど歩いた所で、ずでーんと顔から砂上にぶっ倒れた。顔を見ると、いい具合に真っ赤になっている。さんざんワインを飲んだところで走ったため、急に血行がよくなって一気に酔いが回ったようだ。

「ぐう」

「別の意味でややこしくなったな」

「そんなことよりアルフが！　変な男に！」

　シエラは胸を隠したまま、陣じんにうったえる。

「ははは、ご冗談を。おまえの親父おやじより変な男がいたらぜひお目にかかりたいものだ」

「別の意味で変な男よ！　赤茶けた甲かつ冑ちゆうみたいなのを着て、男なのにロングヘアで、金髪頭にポニテ作って、トーレムまでそいつに取り込まれちゃってるの！」

　シエラの必死の表情を見て、陣はようやく、本当に危機的状況なのだと気づいた。

「何だよそれ、本気で危ない奴っぽいじゃないか」

　アルフは剣の魔神としての戦闘力はもちろん、変身前でもペルシャの古武道であるズルハネの達人である。陣の呪じゆ文もんで剣の魔神に変身できるようになる前でも、ザコの妖魔ダイモンぐらいなら自力で倒して糧としていた。正直、陣よりずっと強いのだ。

「あのアルフが、おとなしく捕まるわけがない。よっぽどヤバい相手ってことか」

　ヘロデ王の妨害は覚悟していたが、まず聖櫃アークをあやつるソロモンの指ゆび環わを持った自分が襲われるものだと思っていた。まさかアルフが狙ねらわれるとは想定外で、陣は焦る。だが、虚をつかれたからといって、のんびりうろたえているわけにはいかない。

「アルフを助けなくちゃ」

　自分に言い聞かせ、陣はぐっとこぶしを握りしめる。シエラはこくこくとうなずいた。

「早く追いかけないと、どんどん離れて見失っちゃうわ」

「俺おれと親父で何とかなればいいが……。行くぞ、親父！」

「ぐう」

　大だい胡ごはいびきで返事をした。ワインに酔って、さっき座っていた場所で大の字になっている。陣は激しく絶望して、頭をかかえた。

「親父までかよー！　そうでなくても、高校生・お嬢様・図書委員・食堂の看板娘・セレブ・考古学者・執事・携帯ストラップなんて、どう考えても勝つ気がないパーティなのに！　職業どころか、態度がすでに勝つ気ないじゃねーかっ！　仕方ない、本ほん田だたちの帰りを待つか……」

「そんな余裕はないわ。だってそいつ、アルフを嫁にするって言ってたもの」

「嫁っ？」

　陣はびっくりして、目をまん丸にする。

「アルフの同意は？」

「無いに決まってるでしょ！」

「べ……別の意味でヤバいじゃねーか」

　これはいわゆる貞操の危機というやつである。貞操の危機そのものも心配だが、アルフの性格だと辱めを受ける前に舌でも噛かみかねない。

「早まるなよ、アルフ……」

　祈るように陣じんはつぶやき、シエラに言った。

「わかった、俺おれが行ってくる。おまえはここで待ってろ。西のほうだったな？」

　陣はキリッと意を決した表情で、シエラをその場に押しとどめるように彼女の肩を両手で押さえながら、西の地平に視線を向けた。

「えっ？　わ、わたしもついて行くわよ」

「何言ってんだよ。アルフを無断で嫁にするとか言ってる危ない奴やつに、女子を近づけられるわけねーだろ」

「だって、誘拐した男の顔はわたししか見てないし！　アルフもトーレムも心配だし！」

「俺はおまえのことも心配なんいやいやいやいやとにかくっ！」

　うっかり口がすべりそうになって、陣は真っ赤になりながらどなる。

「そ、そのサンダルじゃ砂漠を歩くこともできないだろうし！　本ほん田だたちが戻ってきたときに、状況を説明できる奴がいなくても困るし！　あいつらが帰ってきたら、追いかけるように伝えてくれればいいから！　わかったな、ぜったいついてくるなよ！」

「何よっ！　わたしが足手まといだとでも言いたいわけっ？　そ、そりゃレベル０魔神だから、魔法は使えないけど……っ！　そうか、魔法を使えない魔神より剣を使える魔神のほうが役に立つのね！　だからわたしを放ほうっといて、剣の魔神のアルフを助けに行くのね！　わたしなんか役に立たないからアルフのほうが好きなのね！　庶民のバカバカっ、わたしも庶民のことなんか大っ嫌いなんだからねっ！」

「えーと。確認しとくが、アルフを助けてくれって、おまえが俺に頼んだんだよな？」

　大きな目にじわりと涙をにじませ、ほっぺをぷうっとふくらませているシエラを見て、どうやらこれは連れていくしかなさそうだ……、と、陣は説得を諦あきらめた。

　レベル０魔神のシエラよりも恐らくもっと役立たずなレベルマイナスの中年グループは、酔っ払っていい気持ちですやすや眠っていた。



　オアシスからまっすぐ、西へと続く馬の足跡が残っていた。しかし、サラサラした砂漠の砂に残された足跡は風によってどんどんならされ、風紋にまぎれて、薄くなっていく。

　陣は、岩場に散らばっていた赤茶けた陶片に気づいて拾いあげた。

「これは……」

「こっちよ、庶民！　早く追いかけないと！」

　シエラは焦って、陣じんの腕を引っぱった。しかし陣は、拾いあつめた陶片を立体ジグソーパズルのように組みあわせている。

「座ざ堂どう。おまえが見た『変な男』って、これか？」

　陣は、シエラに今組みたてた人の頭ぐらいの大きさの物を見せた。いや、現実には人の頭ぐらいの大きさの物ではなくて、「人の頭」そのものだった。シエラは悲鳴をあげる。

「キャーッ！　バラバラ殺人事件！」

「待て待て、よく見ろ。陶とう俑ようだよ」

「頭部の『頭』に溶解の『溶』ね！　ドロドロに腐って溶けかけた人間の頭部なんでしょそうでしょ！」

「怖い漢字出してくるなあ。陶器の『陶』に、『俑』はひとがた……人形の意味だって」

「じゃ、それ陶器人形？　言っとくけど、騙だましてグロは禁止なんだからねっ！」

「大丈夫だって。素焼きだから、ざっくり言えば植木鉢の仲間だな。ここは黄こう土ど高原で、西安シーアンの近くっぽいし、たぶん兵へい馬ば俑ようだ」

「考古学マニアが調子に乗って延々と説明しそうだから、三行でまとめてくれるなら聞いてあげる」

「わがままな奴やつだな」

　陣はため息をついて、手に持っていた陶俑の頭部を地面に置く。

「昔の中国の皇帝が、死んでからも巨大な軍事力を持つために、自分の部下たちに似せた、素焼きに彩色した人形の大兵団を作って地下の墓におさめた。一番有名なのが秦しんの始し皇こう帝てい陵。当時は当たり前の風習だったから記録に残されてなくて未発見のものも数多い。完」

　義理堅く、ぴったり三行で陣は説明した。

「で、兵馬俑がおさめられてる皇帝の墓ってのは、たいていすごく広いし、副葬品として金や宝石もある。盗掘者や犯罪者が身をひそめるにはもってこいってわけだ」

「アルフをさらった奴の根城もそこにあるってこと？」

「可能性は高いな。ここに壊れた兵馬俑が転がってるってことは、遠くはないはずだ」

　陣は理路整然と説明すると、オアシスを離れて西へと歩きだした。

「ま、そういうわけで、アルフを探しにいくか」

「ちょっと待って！　盗掘者とか犯罪者とか、何やらおだやかじゃないんだけど。ニコライたちを待ったほうがいいわ、だって相手はかなり悪い人間かもしれないじゃない？」

「ははは。悪い魔神が何を言うやら」

「誰だれが悪い魔神よっ！」

「悪い人間ならなおさら、アルフをとっとと助けに行かなきゃヤバいじゃないか。言ってるだろ、おまえは残ってろって」

　陣じんに言われて、シエラはむきになったように首をぶんぶんと横に振る。

「いっ、行くわよ！　こ、怖くなんて、ないんだからねっ！」

　意地っ張りのシエラは陣の先に立って、ずんずんと歩きはじめた。

「やっぱりついて来るのかよ……」

　陣は、深いため息をついた。



　ところで、救援を呼びにいったはずのニコライと聡さと子こはこのころ、どこで何をしていたのだろうか……。

「こ、これは……」

　西安シーアンの町の古本屋で、聡子はいつもどおり低いテンションながら、確かに目を輝かせていた。天井までうずたかく積まれた古書の山が、林のようである。聡子はその間を、ふらふらとした夢見心地の足取りで歩いていた。

「中国人は昔から記録を残すことが大好きで、十一世紀には活版印刷を発明していたといいますが……。活版印刷……活字……ああ、ここに現在の『本』のすべてのルーツがあるんですね……ククク……」

　聡子は柱のような本の山を抱きかかえるようにして、思わず頬ほおをすりつける。

「……あの、本ほん田だ様」

　ニコライが、店の外に砂漠用のジープを置いてじりじりしながら店の中に入ってくる。砂漠の町にもジープにも似つかわしくない、片眼鏡モノクルに黒いタキシードといういでたちである。

「さっきからずっと店の外でお待ちしておりましたが、そろそろがまんの限界です。車も調達いたしましたし、そろそろシエラお嬢様のもとへ戻りませんと……」

「あら、パブロフさん。西安の街まで無事にやってこられたのも、無事に車を買えたのも、わたしのおかげではないのですか……？」

　聡子は私服の地味なスカート姿だった。中学三年生にしては幼めのセンスで、ポシェットを斜めがけにしている。ポシェットには、彼女の親友である安あん藤どう奈な津つがお気に入りの、キモブサなカエルのキャラクターが描かかれていた。

　奈津とおそろいのそのポシェットから、聡子は黒い表紙の本を取りだした。ドクロ模様が描かれた、「死者の書ネクロノミコン」と呼ばれる本だ。死者をよみがえらせるこの本の魔力を用いて、聡子は砂漠で行き倒れになった旅人たちに一時の生を与えて道をたずね、西安までたどりついたのだ。西安の昔の名は、「西さい遊ゆう記き」のスタート地点としても有名な「長ちよう安あん」。二千二百年前からあった都なので、道をたずねるのは造作もないことだった。

　ちなみにシエラは、忠実な執事でありシエラに幻想を抱いているニコライの前でだけはまだ、猫かぶりモードを続行している。「この旅は悪の魔王との戦いであり、その崇高な天命のために仮にたまにメイド服を着たりすることもあるかもしれない」とは説明しているが、「ニコライの主人であるシエラが陣じんに『仕える』立場であるランプの魔神である」というのは秘密である。聡さと子このことは、「悪の魔王と戦う仲間の聖戦士」とか何とか適当に設定を作ってニコライに説明したら、あっさり納得してくれた。

「確かに、あなたのおかげです。車はうまく値切ってくださいましたし……道を聞こうとするたびに、砂の中からミイラが現れるのには閉口しましたが」

「あら、ミイラの悪口は感心できませんね。ミイラ化していたからこそ、何千年も前の生骸ゾンビでも呼びだせるんじゃありませんか。高温多湿の日本ではすぐに腐ってしまって、聖櫃アークを探そうとしても、なかなか古代の情報が集まらなくて困ったんですよね……ククク……」

「しかし遠足は家に帰るまでが遠足です、西安シーアンについたからといって終わりではありません。シエラお嬢様や旦だん那な様たちをお助けして初めて『無事』と言えるのです。こんなところでぐずぐずしているあいだに、砂すな嵐あらしでも起こってきゃしゃなシエラお嬢様が吹き飛ばされてしまったら、どうするのですか！」

　ニコライにがみがみと怒られて、聡子はうるさそうにため息をつく。

「はいはい、わかりました……あっ、これは明みんの時代に出た『笑しよう府ふ』の初版！」

「もしもし、本ほん田だ様？」

「学長が学生を叱しかっているのを見たほかの学生が、そばにいた門番に『彼らはどんなひどい罰を与えられるんだろう？　罰金か、鞭むち打うちかしら？』とたずねた。門番は『宿題を出されるらしいですよ』と答えた。学生は『それはひどい！　何もそんな厳罰を科さなくてもいいのに！』。あはははは」

「本田様っ！　中国の笑い話はいいですから、戻りましょう！」

「まあまあ、待ってくださいよ……。ククク……これはおもしろい……」

　聡子はすっかり本にのめりこんでいる。本が好きな友達と一緒に学校から帰るとき、「俺おれちょっと見たい本あるから、本屋寄っていいかな」「あ、いーよいーよ」と何気なく本屋に寄ったら、そいつが三十分以上本屋から出てこないという、よくある状況である。

「本田様っ！」

「あ、パブロフさん。これ、意味がわからないのですが教えてくださいませんか」

「何がです」

「男が野ざらしになっている骨を見つけて弔ってやると、その夜美女が家の扉をたたき『妃ひです』という。『妃？』『楊貴妃ようきひです。弔ってくださったお礼に、一晩おそばに』と、一夜を過ごした。その話を聞いてうらやましく思った別の男が、野ざらしの骨を見つけて待っていると、いかつい男が扉をたたき『飛ひです』『飛？』『張飛ちようひ将軍です』」

「ははははは」

「何がおかしいのか、さっぱりわかりません。教えてください」

「いやいや、えーと。あっ、こんなところにこんな本が！」

　ニコライはあたふたしながらごまかして、読めもしない漢字の本を一冊、本の山から引っぱり出す。とたんに、ドザザザザーッと本のなだれが起きた。

「わー！」

　ニコライと聡さと子こは、本に埋もれてしまう。

「……お客さん。それ、きちんと片づけていってね」

　本の森の奥にいた白ひげの店主が、二人にジト目を向けた。



　そういうわけで、ニコライたちの増援は期待できない状況になっていたが、もちろん陣じんにはそんなことはわからない。シエラは役に立たないレベル０魔神だが、聡子はパーティのほかのメンバーとは明らかにレベルが二ふた桁けたほど違うし、ニコライのコサック流騎兵剣術も頼もしい。すぐに追いついてくるだろうから、少々危険があっても、シエラがいっしょでも大丈夫だろう……と、少し油断していたのも事実だった。

　しかし何よりも、考古学マニアとして、古代遺跡に遭遇する予感に血わき肉おどっていた。砂の上にうっすらと残った馬の足跡を追い、アルフが消えた地点も通過する。

「ここで一度、馬を止めたみたいだな。でも、まだ先に続いてる……」

「しょ、庶民。ちょっと待って、足が痛いわ」

　シエラは砂の上を歩きにくいサンダルで歩いて、疲れ果てていた。それでも、陣についていくと自分で言った手前、かなりがまんして必死について来ていたのだが……限界を感じて、泣きそうな声でうったえた。陣は困って、振りかえる。

「だから、ついてくるなって言ったのに。しかたないな……」

　少し考えて、陣はシエラに背を向けると砂の上にひざをついた。

「え」

　目が点になっているシエラに背中を向けたまま、陣は両手を背中の後ろにもってくる。

「おぶされよ」

「……えっ」

「アルフが危ないのに、こんなところでぐずぐずしてられないだろっ？」

　陣のことばは、いつもよりもぶっきらぼうだったし、シエラのほうを振りかえりもしなかった。だから一瞬シエラは、陣が怒っているのだろうかと思って、少し心配になった。

　けれど……よく見ると、後ろから見える耳たぶが、真っ赤に充血していた。

「あっ」

「な、何が『あっ』だよ！　おぶさらないなら、捨ててくぞ！」

　ここまでポンポン上から目線でどなられたら「誰だれに向かって口をきいてるわけっ？　庶民、あなた誰がご主人様かわかってないんじゃなくてっ？」と、誰がご主人様かわかってないシエラのこと、いつもならそうどなりかえしているはずだ。

　けれど陣じんの耳が赤くなっているのを見てしまうと、不思議に腹が立たなかった。むしろ、陣が荒っぽくどなればどなるほど、シエラは思わず笑えてきてしまう。

「ふふ」

「何が『ふふ』なんだよってば！」

「はいはい、そんなに怒鳴らなくてもおぶさってあげるわよ」

　シエラはそう言って、陣の背中に体重をあずけ、首に腕を回した。シエラの腕は細くやわらかい。オアシスで水浴びをして濡ぬれた髪は砂漠を歩いているうちに乾き、長いサラサラした髪が、ふわりと陣の首筋をくすぐった。清せい楚そな香りが陣をつつみこむ。そのうえ、背中に押しつけられた胸がふにゃらかと低反発なので、陣は全身を硬直させた。

　かつて陣は、手探りでシエラの頭をなでようとして、そのぽにゃらかとした手のひらサイズの低反発をさわってしまったことがある。その感触がよみがえって、心臓がばくばくばくばくっとものすごい勢いで打ちはじめる。

「わーっ！」

　陣は立ちあがると、めちゃくちゃに走りだした。シエラは驚き、陣の首にしがみつく。

「ちょ、ちょっと！　庶民、走りすぎ！　止まってよ！」

　残念ながら、止まれない。止まった瞬間、全身が爆発して死んでしまいそうな気がした。何かから逃げだすように、陣は走らざるをえなかった。シエラが軽いので、よけいにスピードが出る。陣におぶわれてせっかく少しばかりロマンチックな気分でいたのに、突然荒馬に乗っているような状態になってしまい、シエラは悲鳴をあげた。

「止まってってばー！　きゃー！」

　振り落とされまいとしてシエラが必死にしがみつくので、よけいに体が密着してしまい、それで陣はますます頭の中が爆発しそうになって、猛烈に走った。



　おかげで、あっというまに陵りよう墓ぼの入り口についた。

　アルフが消えた地点から、二百メートルほど進んだところだった。

「こ……ここか？」

　陣は砂の上を猛ダッシュしたせいで疲れ果てて、陵墓の入り口でひざをついた。

「ちょっと、セレブのわたしをおんぶするなら、もう少し安全運転しなさいよ！　足が痛くさえなければ、あなたみたいな庶民におんぶなんてされなかったんだからねっ！」

「はいはい、暴言暴言。どっちにしてもここからは、サンダルでも歩けそうだぞ」

　陵墓の入り口は、一見小山の横腹に開いた洞どう窟くつのように見える。だが、その壁はなめらかに固められ、あきらかに天然のものではない。床も、きれいに舗装されていた。

　ひんやりとした洞窟の壁を手でなでながら、陣はきらきらと目を輝かせる。

「入り口にロープも、発掘責任者のプレートもないってことは、これは未発見の陵墓だな。だから犯罪者の根城にも使われやすいってことなんだろうけど……犯罪者は第一発見者として名乗り出ないだろうし、ってことは俺おれが正式な発見者だっ！　何ていう皇帝の陵りよう墓ぼなんだ？　もし有名な皇帝なら、考古学史に俺の名が残るかも！」

「庶民庶民。なんかすごく黒い野望がうずまいてるっぽいのは、気のせいですかね？」

「よし、さっそく調査を始めるぞ。座ざ堂どう、何かあっても勝手にさわるなよ！」

「調査じゃなくて、アルフの捜索だったわよね？」

　シエラにツッコミを入れられながら、陣じんは洞どう窟くつの奥に入っていく。

　地下へ向かう階段がある。シエラの靴音がコーン、コーンとひびく。天然洞窟とは、あきらかに違った。階段は素焼きの板を埋めて作ってあるし、天井を支えるために壁ぞいに何本も、円筒形のはにわのような陶製の土管が、天井を支えているのを見ることができる。

　円筒形のはにわは日本の古墳にもあるが、それはもともと祭さい祀しのときにつぼを置く台だった。しかしここでは、地下水などの水抜き柱にするために作られたようだ。

「地下に空間がある……奥行きは一〇〇メートルはありそうだな」

「どうしてそんなことがわかるのっ？」

　陣の後ろについていきながら、シエラは不思議そうにたずねた。

「音の反響さ。音は空気中を一秒で三四〇メートル進む。おまえの靴音のこだまが返ってくるまで〇・五秒以上かかってるから、片道一〇〇メートルぐらいってことだ」

　陣は淡々と、当然のように説明する。シエラは驚いて、目をまん丸にした。

「すごい！　それも『ソロモンの知恵』なのっ？」

　シエラは尊敬のまなざしで陣を見つめた。陣は振りかえってシエラのその目を見てしまい、突然しどろもどろになる。

「べ、別にこんなの、『小学校理科』だって」

「何よ、このわたしが誉ほめてあげてるんだからすなおに喜んだらどうなの？」

「誉めてくれてるにしては、思いっきり上から目線のようだが……」

　そんな言いあいをしながら、ふたりは階段を下りていく。入り口からさしこむ光は、だんだん弱くなっていく。階段を下りてしまうと、曲がりくねった道がつづいた。洞窟の奥だから真っ暗なはずなのに、奥のほうがほのかに明るい。オレンジ色の光にさそわれて歩いていったふたりの目の前に、突如、大きな地底空間が姿を現した。

「こ……これは！」

　陣は思わず声を上げる。陣が予想したとおり、奥行き百メートル以上……ちょうど、ドーム球場ぐらいの広さと高さの空間が開けていた。空間はぼんやりと明るい。天井一面に砕いた石英が塗られ、外から入ってきたわずかな光を増幅しているらしい。

　一万体をこえる兵へい馬ば俑ようが、ずらりと並んでいる。素焼きとはいえ、ブロンズ像のようにリアルな姿をしている。兵士のほか、女官や軍馬の人形もあり、どれも岩絵の具で美しく彩色されていて、生きている人間のようだった。

「すごいぞ……！　こんなに彩色がきれいに残っている、劣化の少ない兵へい馬ば俑ようが残っていたなんて！　考古学界、今世紀最大の大発見かもしれないぞ！」

　陣じんは目を輝かせていたが、シエラは人形たちがあまりにもリアルで怖くなり、陣の背中にぴとっとくっつく。

「のん気にながめてる場合じゃないわよ、ここは悪党の巣そう窟くつなんでしょっ？」

「今は誰だれもいないみたいだから、まあそうビクビクするなって。犯罪者の根城に使われてたら、ふつうは邪魔だってメチャクチャに破壊されたり、持ち出されて売り飛ばされたりしてるもんだけど、こんなに状態がいいなんて奇跡的なんだぞっ？」

「なんでこの状況で、そんなに目がキラキラしてるわけっ？」

　ふと陣は、兵馬俑の足もとの砂に、引きずったような模様がついているのに気づいた。

「……いや、でもまったく手を触れられてないってわけでもないか。動かされた形跡はあるな、こいつと……こいつも」

　陣は、兵馬俑を指さして冷静に推理する。

「兵馬俑を作っていた当時……秦しんから漢かんにかけての時代は干菓子に敵国があって、兵馬俑はその敵国から国を守るという意味をこめて作られたんだ。だから、兵士の人形は全部東を向いてないとおかしいんだけど、なんでこんなにバラバラな方向を向いてるんだ？」

「ここまでリアルな人形を大量に作ったなら、カカシみたいに地上に並べておいたほうがいいんじゃない？　そうすれば、東の敵国も怖がって攻めてこなさそうなのに」

「そう言われれば、たしかにそうだな。土の中に埋めてしまう副葬品なら、エジプトの王フアラオの墓のように、ミニチュアや絵で十分なんだ。これじゃまるで、国連の査察からミサイルを隠すように本物の軍隊でも隠してるみたいなノリ……」

　言いかけて、陣はハッとする。

「……そうか。古代の皇帝は、兵馬俑を『副葬品』のような『カカシ』として作ったんじゃない。こいつは『地面の中に隠された武器』だ。座ざ堂どう……俺おれは、いや、考古学界は……兵馬俑が作られた理由についてもしかしてものすごい勘違いをしてたのかもしれない」

　誰もいないはずだった陵りよう墓ぼの中にいつのまにか、ざわ……ざわ……と、静かなざわめきがひびきはじめていた。青ざめている陣に、シエラが怯おびえてくっつく。

「な、何の声っ？」

　陣が答える前に周りにいた兵馬俑がいっせいに剣を抜き、シエラと陣に斬きりつけた。薄暗い闇やみの中に星が散って、陣とシエラは地面に倒れる。

　倒れているシエラと陣を、兵馬俑たちは頭の上にかかげるように持ちあげて、墓所の奥へと運んでいった。



　墓所の奥には、広間があった。広間の天井は高く、天井が落ちてこないように何本もの柱が立てられていた。

　黄おう金ごん製のスタンドに、金の鳥とり籠かごを吊つり下げたものがその真ん中に置いてある。

　鳥籠は二つ。ひとつにはシエラが、もうひとつにはナガシュのマントを裸の体に固く巻きつけたアルフが入れられていた。籠かごが狭くて、三角座りの姿勢のまま身動きできない。

　床には、首に首輪と鎖をつけられた陣じんが転がされていた。陣は後ろ手にしばられ、鎖の先は柱にくくりつけられていて、身動きが取れない。斬きられたと思ったのは、刀の鎬しのぎ（横面）で頭を殴られただけだったようだ。コブができているのか、頭の中がじんじんする。

「ごめん。あたしがドジったばっかりに……」

　鳥かごの中で、アルフはシエラと陣に謝った。

　広間の奥には、小さな家一軒分はあろうかという巨大な椅い子すが置いてあった。椅子には、巨大な黄金の冠と紫色の絹の衣をまとった皇帝が座っていた。干からびたミイラなのに、ぽっかりと開いた眼がん窩かの奥には妖あやしい光が宿っている。

『〈扉〉二人と〈鍵かぎ〉一人。三人……揃そろえたぞ』

　ミイラは骨ばった指で、アルフとシエラを指さす。しゃがれた声は地獄の底から響いてくるかのようだ。耳ではなく、頭の中心から湧わきあがるように聞こえてくる。

「な、何この声！　気持ち悪い！」

　シエラは青ざめて、耳を押さえた。アルフが答える。

「『心の声』だよ。こいつも妖魔ダイモン？　いや……生骸ゾンビか」

「『心の声』だって？　がんばって一夜漬けで『トラベル中国語会話』勉強してきたのに、人の努力を無駄にする奴やつだなー」

　つぶやいた陣を、ミイラは指さした。

『朕ちんの前で、それほど巨大な態度が取れるとは。貴様、命が惜しくないのか？』

「命が惜しくないのか、はこっちのセリフだぜ。『史し記き』によると、秦しんの始し皇こう帝ていは身を守るために、王間で武器をもつことを衛兵にすら許さなかったそうだ。なのに武器を持った奴を自分の間合いに入れるなんて、おまえもう死んだぞ」

　陣はミイラに不敵な表情を向ける。アルフが、ニヤッと笑った。

「ああ。なるほど、そういうことかい」

『何を言っているのだ？　わけのわからぬことをブツブツと……！』

「わけがわからないなら、わからせてやる。アブラカダブラ！」

　陣が呪じゆ文もんをとなえた。この呪文は、アルフを魔神モードにするためのものである。シエラは魔神化のために魔法のランプを必要とするが、アルフは道具のかわりに呪文を必要とする。シエラの魔法書の魔法同様、陣の声がとどく範囲全すべてに有効だ。

　パアッ、とアルフの全身が黄金にかがやいた。

『な……何事っ？』

　兵へい馬ば俑ようたちは警戒して、後ずさる。光がおさまった籠かごの中、マントがはらり……と落ちると、その下から、魔神モード……ファミレスのウェイトレスのような、かっちりした制服にエプロン姿のアルフが現れた。

　狭い籠の中にウェイトレスが詰まっている姿というのも一種“〝ぁゃιぃ”〟雰囲気をかもし出してはいるが、それよりももっとあやしい微笑を浮かべて、アルフはエプロンのポケットにさしていたボールペンを取りだした。

「さーて、反撃してもいいですかっ？」

　ボールペンは、むろん請求書を書くためのものではない。ポケットから引きだすと光りながらスーッと長く伸びる。本来、それは刀身のそった一本の剣……「シャムシール」と呼ばれるペルシャ風の三日月刀になるはずだった。

　ところが……籠が狭くて、完全にポケットから引きだせない。

「えっ、う、嘘うそっ？」

　アルフはガタガタと籠を揺すりながらシャムシールを引き出そうとするが、どうしてもつっかえてしまう。

「だめだ、陣じん～っ！」

　ウェイトレス姿のまま、半分しか抜けない剣を手にアルフは弱音を吐いた。陣は、焦る気持ちをおさえながらアルフにたずねる。

「その剣で籠を押すようにして斬きれないか？」

「腕をつっぱるスペースも無いから無理だよ～」

「そんなはずないわ、がんばって！　ほら、けっこうスペースあるじゃない！」

　アルフと同じ大きさの籠の中に入っているシエラが、自分の前に空間があることをアピールする。その直後、アルフの前にあるはずの「空間」は、アルフの豊かな乳肉で埋まっていることに気づいて、シエラは愕がく然ぜんとした。

「……しょっ、庶民のバカーっ！」

「なんで俺おれに八つ当たりだ」

　真っ赤になって半泣き状態のシエラに、陣は呆あきれた目をむける。

「しかし、これは困った。逃げる方法無しってことか」

『貴様ら、そろそろ漫才は終わりにしてはどうだ？』

　ミイラが、イライラしながら陣たちをにらんでいる。

『この偉大なる〈神しん聖せい皇こう帝てい〉から逃げることなど、できはせん。策はあらかじめ立ててあるのだ、春秋戦国時代を勝ち抜いた朕ちんの知恵を見くびるでないぞ』

「神聖皇帝？　秦しんの始し皇こう帝ていの時代の皇帝の一人だな」

　陣は後ろ手に縛められたまま、ガバッと起きあがる。

「じゃ、ここは『神しん聖せい皇こう帝てい陵』ってわけか？　神聖皇帝陵はまだ発見されてないはず、ってことは俺おれが第一発見者だ！　やったー！」

「この状況でよく『やったー』とか言えるわね！　わたしたち、逃げられないのよっ？」

　本気で喜んでいる陣じんに、シエラがどなる。

『二人の魔神、二枚の扉、これすなわち二つの三角。……そして、それらを合わせた六ろく芒ぼう星せい。すなわち……〈封印の鍵かぎ〉』

　神聖皇帝は、黄おう金ごんに輝く六芒星を指でつまんでためつすがめつする。ひざの上には、見覚えのある黄金のランプが乗せられていた。陣は、あっと叫さけぶ。

「俺の『ソロモンの指ゆび環わ』っ！　それに……そ、それは『カレー用ソースポット！』」

『だまされると思うか？　これが魔法のランプだということは、とうにお見通しだ』

「残念だな。まあ中国にカレーは無いから、無理かなとは思っていたさ」

「えっ、中国にはカレーが無いのかい？　昔からペルシャやインドと交易してたのに？」

　アルフが意外そうにたずねる。

「ああ、食の知識に関して他ほかの追随を許さない俺が言うんだから確かだ」

「庶民。そこは食の知識じゃなくて、楔くさび形がた文字とか歴史って言うべきだったと思うの」

　シエラが硬い声でツッコミを入れるが、食の話題である以上、陣は止まらず力説する。

「それで日本の会社が数年前、レトルトカレーを中国に進出させようとしたんだ。ところが中国にカレーの習慣が無いからって、わざわざ中華味にアレンジしたカレーを売り出して大コケしたんだ。カレーは、あの形が絶対無二の完成系だというのに！　特に中辛！」

『何かをごまかそうとして下らないおしゃべりを続けているようだが、そんなことで朕ちんの目をくらますことはできんぞ。カレーの話に持って行こうとしているようだが、これはカレー用ソースポットではなく〈魔法のランプ〉だ。〈ソロモンの指環〉をはめてこすれば、そこのランプの魔神を自分のものにできることぐらい、とうに知っているのだぞ』

「だっ、だめ！　こすっちゃだめなんだからねっ！」

　シエラは青ざめて、おろおろしながら叫んだ。陣はため息をつく。

「弱ったなあ、隙すきが無さすぎ。ためしに打診してみるが、氷みつをかけるあの小さいおたまじゃくしの本名が『甘露じゃくし』だって話、聞きたい？」

『興味無し』

「つきあい悪いな」

　指環とランプを神聖皇帝が持っているということは、彼がランプをこすったとき、シエラのご主人様は陣ではなく神聖皇帝に代わってしまう。シエラは半泣きで叫んだ。

「ミイラがご主人様なんて嫌よっ！　べ、別に、庶民がご主人様ならいいってわけじゃないんだからねっ！」

『誰だれもそんなこと言っておらぬが』

「お願いっ、ランプをこすらないで！」

　シエラは真っ赤になって涙を流し、両手を胸の前で組んで神しん聖せい皇こう帝ていに哀願する。神聖皇帝は、嘲あざけるようにふんと鼻を鳴らした。

『六ろく芒ぼう星せいは〈ソロモンの知恵〉をあらわす。それを構成するふたつの三角は、それぞれ〈ソロモンの剣〉と〈ソロモンの魔法〉を示している。三さん位み一いつ体たいのこれら……兵へい馬ば俑ようの大軍勢を持つ朕ちんには必要のないものじゃ』

「必要ないって？　じゃあ、返してくれるのかっ？」

　陣じんは期待して顔を上げた。だが、神聖皇帝はチチチッと人さし指を横に振る。

『朕には必要ないが……〈取引〉があるのでな』

　ふわり、と玉座の後ろの緞帳カーテンが揺れて、七枚の赤いスカーフを身にまとった少女の姿が現れた。少女の黒髪は漆しつ黒こくの闇やみよりもつややかで、肌が白くすきとおるような胸もとに、百個の真珠を連ねた首飾りをかけていた。

「フッ……『取引』の品、確かに受け取ったぞ」

　少女は、神聖皇帝の手からランプと指輪を取った。

　シエラが、籠かごの中から彼女を指さす。

「あーっ！　あなたは、聖櫃アーク泥棒！」

　彼女の名は「サロメ」だが、陣たちはまだその名を知らない。彼らが知っているのは、「百の首の王女」という通り名のみだ。陣じんも叫さけんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「てめー！　夕ゆう也ややお袋をもとに戻しやがれ！」

「ふん……親子の情だの友情だの？　そなたに、そのような感情があったとはな？」

　サロメは冷ややかに言うと、鋭い爪つめで陣を指さした。

「なるほど。わらわはまんまと『してやられた』というわけか、ソロモンの知恵者よ。母親が塩の柱に変えられたと聞いても、塩の柱に変えられた友人を見ても、そなたはほとんど焦るそぶりを見せなかった。わらわに『弱点』を見せなかった……というわけだな。そなたが、あの少年の事を案じていると判わかっていたら、あのとき人質に取っておくべきだった」

「人質になんか取らせるもんか。夕也はとっくに隠してある、聖櫃アークも探せないおまえなんかにはぜったい見つけられっこない。ざまーみろ！」

「だが『ソロモンの知恵者』……そなたの母親は、わが手中にあるのだぞ。母親を殺されたくなければ、わらわに従うべきではないか？」

「人質のつもりか？　違うな、夕也を人質に取れなかった以上、おまえにとってお袋は『最後の切り札』だ。一枚しかない切り札を使ってしまえば、それで終わりだ。だからおまえは、絶対にお袋を殺せない。七ならべで最後までジョーカーを使えないようにな！」

「まったく抜け目の無いやつよ。だが、今わらわにはそなたの命と魔神二匹という人質……すなわち、三枚の切り札がある。つまりこの勝負、わらわの『勝ち』ではないか？」

　楽しげに声を立てて笑うサロメに、陣は憎らしそうな目を向ける。サロメの表情はまさに、オセロでどこにもコマを置けなくなった相手に向かい、勝ちほこって『さあどこに置く？　置けないね？　また自分のターンだけどＯＫですか？』と言うときのそれだ。

　アルフが、意外そうにサロメを見つめながら陣にたずねた。

「あれが、陣が言ってた『百回クビになって往おう生じようこいた』って娘こかい？」

「わかりにくい間違いかたをするな。『百の首の王女』だ」

　サロメの笑顔が一瞬にして凍りついた。せっかく精神的にアドバンテージを取っていたのに、状況をつかめていない人間が交じると台無しだ。

「何やったんだい？　皿割ったとか、客とケンカしたとか……」

「人の話を聞いていないようだな、剣の魔神よ」

「うちの食堂なら、それしきのことでクビにゃしないよ。百回もクビにされたら、そりゃあ悪事にも手を染めるってなもんさ」

「『百の首の王女』だ、と言っているだろう！　少し食堂から離れろ！」

「あ、でもレジの金盗むのはナシだよ。それさえなきゃ、うちで雇ってやっても……」

「あーもー！　覚えられないのならもうよい！」

　サロメはイライラしてどなった。

「わらわの高貴な名が下げ賎せんの民の口から出されるのを厭いとってあえて名乗らなかったが、名乗ってやる！　わらわの名はサロメ。偉大なるヘロデ王の使徒サロメだ！」

「ああ」

　ポン、とアルフが両手を叩たたく。

「最初からそう言ってくれればわかりやすかったんだよ」

「わらわは最初から、終始一貫してすこぶるわかりやすかったつもりだが？」

「ごめんごめん。大丈夫、もう覚えたから」

　アルフがニッコリ笑って、人差し指をぴんっと立てた。

「偉大なるヘロデ王の使徒ニャロメ」

「今何か、最後のところがおかしくなかったか？」

　サロメのこめかみに、ぴくっと青筋が浮きあがる。

『それで、朕ちんはいつまでそのつまらんコントを聞かされるわけかな？』

　神しん聖せい皇こう帝ていが額を押さえ、深くため息をついた。サロメは顔を真っ赤にする。

「なっ何がコントだ！　この剣の魔神が悪いのだ。話を先に進めたいのに名前ごときでひっかかるから！」

「そうよアルフ。いくら相手が悪党でも、名前を間違えるなんて失礼なことよ」

　シエラがたしなめ、優等生らしくニッコリと微笑んだ。

「ということで、ごめんなさいね、ニャロメさん♪」

「だからっ！　わらわの名はニャロメではないニャロメーっ!!」

　サロメは絶叫する。その瞬間、黒髪からオレンジ色の猫耳がピコンッと飛びだす幻が見えて、シエラは両手でゴシゴシと目をこすった。

「お……おかしいわ。今、何かが見えた……？」

「座ざ堂どうがボケをかぶせるまでは予想していたが、まさかノリツッコミで返してくるとは、予想以上の強敵……っ！」

　陣じんも固まっている。少し顔が赤くなっている。それに気づいてシエラが噛かみついた。

「ちょ……ちょっと庶民！　なに赤くなってるのよ！　その『ドンピシャ！』って目はなんなのよ！」

「何がドンピシャだよ！　べっ別に赤くなんかなってねーよ！」

「いいことっ？　猫耳ならわたしのほうが似合うんだからねっ？」

「この状況でその負けず嫌いはなんなんだよっ？」

『……質問のタイミングをちょっぴり逸した気がするので、今更少々聞きにくいのだが……ひょっとして、〈ニャロメ〉なるものを知らぬのは朕だけなのか……？』

　神聖皇帝が、不安そうにたずねた。両手を頭に当て、オレンジ色のニャロメ耳を必死に押さえつけているサロメへ、アルフが呆あきれたような流し目をくれる。

「まあいずれにしたって、どう考えてもこんな小娘が『偶像崇拝』のアークダイモンとまともに張るってぇ化け物には見えないけどねぇ？　……もっとも、『偶像崇拝』も小娘だけどさ？　で、どうしてそいつがここにいるんだい？」

「どうしてここにいる……？　さすが、人の名前を全く覚えられない間抜けにふさわしい間の抜けた質問だな、『剣の魔神』よ」

　サロメは、アルフに冷たい目を向ける。名前を間違われたことを根に持っているようだ。

「この広い中国大陸で、ぐうぜん顔を合わせるとでも思うのか？」

「けっこう観光地で知り合いに会うことあるけどな」

　陣じんのことばを、サロメは無視する。

「そなたたちを待ち伏せしていたから……に、決まっているだろう」

「待ち伏せ？」

　はっ、とシエラは思いだした。サロメは、真珠の首飾りを百の頭ず蓋がい骨こつに変えて攻撃することができる。ヘリコプターを襲った「地対空ミサイルのようなもの」……大きな口を開けた、巨大な頭蓋骨だったようにも思えた。

「もしかして！　あなたがヘリコプターを落としたのっ？」

「魔神二人にアークダイモン一人が相手では、さすがにしぶといな。まさかあれぐらいで全員殺せるとまでは思っていなかったが、全員無傷だとも思っていなかったぞ」

「無傷じゃないわよ！　むしろ即死しそうなダメージよ！」

　シエラは涙をいっぱいにためてうったえた。陣は、ため息混じりに説明する。

「サロメとやら。おまえ、座ざ堂どうの宿題燃やしちまったんだよ」

「宿題だ？」

「俺おれの宿題も燃えたけど、俺はまだ留年の心配ないからいいんだけど」

「そなたら……この状況で、ふざけているのか？」

　サロメは声を低くする。シエラは、籠かごを激しく揺らして暴れながら泣いた。

「ふざけてるのはニャロメのほうよ！　よくもわたしの宿題をーわーん！」

「いや。ふざけているのはそなただろう、どう考えても。それから名前をまちがうな、確実に殺すぞ」

『〈百の首の王女〉よ、朕ちんはとっとと〈取引〉を完了したいのだがな』

　神しん聖せい皇こう帝ていは何千年も地面に埋まっていたミイラのわりには気が短く、玉座のひじかけを人差し指で神経質にトントンとたたいた。

『兵へい馬ば俑ようは卵からかえったヒナ鳥と同じ。朕のみを崇拝し、朕の命令にのみ従う最強の軍団だ。始し皇こう帝ていが部下に不老不死の妙薬を探させたように、朕は兵馬俑を動かすための呪じゆ文もんを探していた。朕の寿命はそれを見つけるまえに尽きたが、今この〈百の首の王女〉がそれを記した〈ランプの魔神の魔法書〉を持つ。〈死者の書ネクロノミコン〉の力で蘇よみがえった今こそ、朕は天下をつかむのだ！』

「なーるほど。兵へい馬ば俑ようが動くのは、そういうカラクリか」

　陣じんがつぶやいた。サロメはシエラの魔法書を持っている。今、シエラの手元にある「再発行」中のものではなく、シエラパパからゆずられた最初の魔法書だ。

　ランプの魔神の魔法書には、聡さと子こが覚えているかぎり「砂魔法ラツムール、泥魔法トウイーン、石魔法ハジヤル、岩魔法サッフル、土魔法テユラーブ、谷魔法ワーデイ、山魔法ジヤバール、地魔法アルルド」があったらしい。シエラパパの話では、まだその「先」もあるようだが。

　しかしシエラの魔法書はレベル上げの途中で聡子に盗まれ、それをサロメが盗んだので、土魔法テユラーブまでしか記されていない。今回、サロメは神しん聖せい皇こう帝ていを〈死者の書ネクロノミコン〉で蘇よみがえらせ、兵馬俑はシエラがトーレムを作ったのと同じ泥魔法トウイーンの呪じゆ文もんで動かしていたようだ。

　シエラはかつて、魔神レベルが上がって、土からゴーレムと、その小型版のコーレムを作った。魔法書が奪われてレベル０に戻り魔法が失われたとき、コーレムもまた失われたが、ただ一匹、陶芸窯で焼かれて変性した「陶トーレム」だけは残ったのだ。兵馬俑を見るかぎり、最初から焼き物でも土からできていればゴーレムになるようである。

「で、やっぱり兵馬俑は、副葬品じゃなく軍事力として作られてたわけだな。神聖皇帝、あんたらの時代に魔法書が手に入らなくて幸いだったな。たぶん兵馬俑が人間を殺しまくって、今ごろ人類は絶滅してたかもしれないぜ」

　陣が言った。神聖皇帝は、干からびたしわだらけの顔に不快そうなしわを寄せる。

『無礼者！　朕ちんが天下を取れなかったことの何が幸いだ？』

「今もラジコンで人を殺す無人爆撃機とか、ロボット兵器とか研究されてるけど、勝ちゃいいってもんじゃないぜ。人類が滅亡したら結局『全員負け』じゃないか」

『朕が天下を取れればそれで良いのだ。人類が滅亡したところで、〈死者の書ネクロノミコン〉で蘇らせればいいではないか』

「そんな世界じゃ、ゾンビ映画は客が入らないだろうなあ」

『朕が知ったことか！　〈百の首の王女〉よ、朕は約束どおりこの三人を捕らえたぞ。契約どおり、兵馬俑に真の命を与えよ。今のように、朕から遠く離れれば崩れてしまう仮の命ではなく、世界の果てまでも朕の命に従い遠征できる真の命を！』

　サロメは、興奮している神聖皇帝のことばを静かに受け流す。

「そう急せかすな、神聖皇帝よ。じきにヘロディオンから迎えがくる、こやつらを迎えに引きわたせばすぐに〈取引〉を済ませてやる」

『言っておくが、もし朕をたばかるようなことがあれば命はないぞ』

　兵馬俑たちが、サロメに向かって弓を引いている。サロメは舌打ちした。陣がたずねる。

「ひとつ聞いていいか、サロメ？」

　サロメは、陣に妖よう艶えんな流し目をくれた。

「普通に名前を呼ばれてホッとしたのは初めてだな。だが、愚民のぶんざいで高貴なわらわを呼び捨てにするな。わらわを呼び捨てにしてよいのは、わが主ヘロデ王のみだ」

「わかった。で、サロメっち」

「呼び捨てより悪いわッ!!」

　サロメが激昂する。だが陣じんは、冷静に質問を続けた。

「サロメ、おまえはどうして兵へい馬ば俑ように俺おれたちを探させたんだ？　空を飛んでるあいだは追跡できても、地上に落ちたら岩かげや茂みにまぎれて見失ったってことか？　だから、俺が隠した夕ゆう也やも、今からじゃもう探せないってことなんだよな？」

「おまえには関係のない話だ、『ソロモンの知恵者』よ」

　サロメは冷ややかにあしらうが、陣はなおも話をつづける。

「『百の首の王女』。おまえ、俺たちを見失ったから『死者の書ネクロノミコン』を使って近くにいたこのミイラ野郎を生骸ゾンビにして復活させたんだろ？　ミイラ野郎が持ってる陶器人形の兵団を利用するために。けっこうドンくさいんだな」

　ぴくり、と神しん聖せい皇こう帝ていの干からびた眉まゆが動いた。しかしサロメはそれに気づいていない。

「誰だれがドンくさいというのだ！」

「俺たちを見失ったんだから、ドンくさいじゃないか。寮で戦ったときも、おまえはネクロノミコンの呪じゆ文もんを使ったよな。つまりおまえ自身の戦闘力は、意外に低いから、生骸ゾンビの力を借りざるを得ないってわけだろ？　俺たちが手に入ったんだから、ややこしい『取引』なんか無視すればいいはずだ。悪党が生真面目に約束を守るってことは、今ここで神聖皇帝とケンカしても、おまえは勝てないからだろ？」

「……殺されたいのか、『ソロモンの知恵者』よ？」

　サロメの答えが、ひと呼吸あいた。

「俺の名も『陣』でいいぜ。で、ひと呼吸あいたのは、俺の指摘が図星だった、って解釈でいいのかな？」

「『魔法』と『剣』は生かして届けねばならぬが、貴様は別にいなくても良いのだぞ。貴様を生かしているのは『合あい鍵かぎ』を作るためだけのこと、すでに『ソロモンの指ゆび環わ』をひとつは確保しているのだからな」

「ちょ……ちょっと、庶民！　何考えてるのよ、この状況でケンカ売るなんて！」

　シエラは青ざめて叫さけんだ。だが、陣は鼻で笑う。

「俺たちがちょっと地上に落ちたぐらいで探せなくなるていどの奴やつが、怖いわけないだろ。ふつうは千里眼みたいな特殊な力があるだろ？　あ、千里眼があれば『聖櫃アーク』を何千年も見つけられずにいるわけなかったか。ははははは」

「つまり『殺してください』ということだな？」

　サロメが身にまとう赤いスカーフが、炎のようにゆらゆらと揺れた。本気で怒っている。次の一瞬で陣が八つ裂きにされる気がして、シエラは思わず顔を覆った。

「庶民のバカ！　今ならまだ間に合うかもしれないわ、謝っときなさいったら！」

「大丈夫だって、座ざ堂どう。人間である俺おれが探しだした聖櫃アークを、サロメは自力では見つけられなかったんだから、つまりこいつの魔力なんて人間以下だってことさ。格下の奴やつに殺されるわけがないだろ？」

『ふふん……〈格下〉か。なかなかおもしろいことを言う』

　神しん聖せい皇こう帝ていに笑われて、サロメはキッとにらみつけた。

「黙れ、神聖皇帝！」

　だが陣じんは、なおもサロメに向かってからかうような口調で話しつづける。

「陶器人形を動かしてるのは、座堂から盗んだランプの魔神の魔法書にある『泥魔法トウイーン』だな。魔力を持つ者なら、魔法書があればランプの魔神でなくても魔法が使える……って、そういえば本ほん田だが言ってたっけな」

「ちょ、ちょっと陣、敵にそんなことまでバラしていいのかい？」

　アルフが焦る。

「別にいいさ。サロメはとっくに知ってることだ」

「で、でも神聖皇帝が聞いてるじゃないかっ？」

　しかし陣はお構いなしに、サロメに話しつづけた。

「『ソロモンの指ゆび環わ』と『ランプ』も、おまえの主人にとどけるのか？　『唯一神の否定』のアークダイモン……ヘロデ王だったっけな。せっかくだから、ソロモンの指環の使いかたを教えてやろうか？」

「使いかただと？　何を今更、そんなことはとっくに知っている！」

「まあまあ、おさらいついでに聞いてみても損はないだろ？　まず、この指環に刻まれている六ろく芒ぼう星せいは『ソロモンの封印』。この指環が無ければおまえが盗んだ聖櫃アークは開かない、ヘロディオンにいるヘロデ王は聖櫃アークの権力を行使できない」

「あのお方の名前を気安く呼ぶな、愚民！」

「でもソロモンの指環があれば聖櫃アークだけじゃない、座堂やアルフたち魔神も配下にすることができる。つまり、ソロモンの指環と座堂たちがいれば、魔神を超えた『唯一絶対神』になれるわけだ。ちなみに座堂の場合は、指環を指にはめてランプをこすれば、しもべにすることができるわけだが」

「庶民のバカっ、どうしてそんなことまでバラすのよ！　ぶじに夏休みが終わって日本に帰って新学期に学校に行ったら、ちょっと体育館の裏まで顔貸しなさいよねっ！」

「遠大な計画だな」

　シエラは怒っているが、ここでもう少し『ソロモンの指環』についておさらいしておこう。設定を覚えてる人とめんどくさい人は、十二行ぐらい飛ばして読んでください。

　大だい胡ごがかつて発見した銅の巻物カツパースクロールには、「ヨッドの災い、石版は戒め、アークは封ずる。ヨッドの災い目覚めしとき、ベートなるダレット、それを封ずる」と記されていた。ヨッドの災いとは、「神ヨツド」の「手ヨツド」による「十ヨツド」の災い、すなわち十じつ戒かいに封印された聖櫃の妖魔アークダイモンや、神がかつてエジプトにもたらした「十の災厄」のことだ。

　そして「二つベートなるΔダレット」は「二つの三角」として聖櫃アークが埋まった位置を示していたが、それだけではない。二つのＤとは「Ｄ＆Ｄ」、すなわち「ＤＶＤ」「ＤＷＤ」でダビデという意味だ。ダビデという名は「二つのＤダレツトという意味で、「二つの三角ダレツト」を組み合わせたものが「ダビデの星」と呼ばれる六ろく芒ぼう星せいである。

　Ｄダレツトとはもともと『扉』をあらわす絵文字である。ランプの魔神と剣の魔神を示す「二つの三角」とは、鍵かぎによって魔力を解放される「二枚の扉」のことだ。また、二枚の扉は入口と出口、始まりと終わりをあらわす。これを組み合わせた「ダビデの星」が、全すべてを封印し、また全てを解放する能力を持つ『鍵』……『ソロモンの封印』である六芒星というわけだ。おさらい終了。

「そうそう、本ほん田だが言ってたっけ。魔法書にランプの魔神の生き血をそそげば全ての呪じゆ文もんが浮きあがってくる。剣に剣の魔神の生き血をそそげば最強の剣となる。ソロモンの知恵者の血は封印の指ゆび環わの量産に必要。神の魔力と神の剣、そしてソロモンの知恵を得れば、唯一絶対の神になれるって」

「ちょっと、そんなことまで言ってどうするのよー！　わたしが殺されるじゃない！」

「大丈夫、それだってサロメはとっくに知ってるはずさ。生き血をしぼる気でなきゃ、俺おれたちのヘリコプターを攻撃してきたとき、殺すつもりで来てたはずだし」

「だから、ニャロメは知ってても！　あのしょぼくれたミイラが聞いてるし！」

『しょぼくれたミイラで悪かったな』

　神しん聖せい皇こう帝ていがムスッとしてつぶやく。サロメはものすごい目で、人の名前を絶対に覚える気のないシエラをにらんでいる。そのとき、アルフははっと顔を上げて、敵に聞かれないよう小さな声でつぶやいた。

「あ……そうか。だから陣じんは、長々と手の内をバラしてたわけだな……！」

「えっ？　『だから』って、何？　何のこと？」

　シエラは戸惑ってたずねるが、アルフは答えない。サロメが、イライラして言った。

「無駄なおしゃべりはそれぐらいにしておくのだな『ジン』。あれこれと洞察したところで、この状況からそなたが助かる可能性は無い。自己満足にすぎん」

　陣を殺そうとして赤いスカーフを一枚振りあげると、布が長い刃のようになる。その刃で、床にうつぶせた陣の首を処刑のように斬きり落とそうとしたが……そのとき、サロメは陣がほくそえんでいることに気づいた。

　負け惜しみで笑っているわけでもなければ、恐怖でおかしくなったわけでもなさそうだ。陣は心底おもしろそうに、くすくすと笑っていた。

「……何がおかしいのだ、ジン？」

　サロメは、スカーフを振りおろすのをやめて陣じんをにらむ。陣はにやっと笑った。

「気になるか、サロメ？」

「何がおかしいのだ！　言え！」

「いいじゃん、さっさと首を落とせば。俺おれも、そのつもりで覚悟はできてるし」

「いいから言え！　言わないと殺すぞ！」

「だから殺せって言ってるのに」

　陣のたくみなことばの迷路にはまりこんでしまい、サロメは激昂する。

「ジンよ、おまえは油断がならない。いつも他人の裏をかくことばかり考えているだろう。何を考えているのだ？」

「聞かないと安心できないから、聞いときたいってわけか？　そんなに気になる？」

　陣が笑っている。シエラには、その余裕がどこから来るのかわからない。もしかして、怖くてとっくにおかしくなっちゃってたりして……と、一瞬不安にさえなった。

　サロメは、今にも陣を殺したい気持ちで歯ぎしりしながらも、必死に平静をよそおう。

「そなたを殺すのはたやすいが、あのお方のために、どんな小さい禍根も断っておかねばならぬ。あのお方が進む覇王の道の露払いをするのが、わたしの使命だ。だから言え」

「ほうほう、サロメっちはえらいなー」

　陣はからかうようにわざと大おお袈げ裟さに言ってから、

「でも内緒」

　と、軽く答える。サロメの怒りが、ついに爆発した。

「ならばもう良い！　そなたは死ぬのだ！」

　赤いスカーフが陣の首を今にも断ち落とそうとする。シエラは籠かごを揺らしながら叫さけんだ。

「キャーッ！　庶民の自業自得かもしれないけど、やめてーっ！」

　だが陣は、首を落とされようとしているのに、不敵な笑みを浮かべてサロメに言った。

「悪いな、サロメ。おまえのほうが死んでるぜ」

「え」

　サロメが小さく声をもらした瞬間、弓兵らがいっせいに矢をはなっていた。

「なっ、何だとっ？」

　サロメは陣の首を落とそうとしていたスカーフを引きもどして鞭むちのように振り、矢を払い落とす。だが、その背後から神しん聖せい皇こう帝ていが長剣をかまえてサロメに突進し、彼女の胸を背後から貫く。ドッ、と重い音がして、剣の切っ先がサロメの胸から飛びだす。その衝撃で、サロメの手からランプとソロモンの指ゆび環わが落ちた。

「きゃあああ！　グロ映像！」

　シエラは顔を覆う。だがサロメは、明らかに心臓を貫かれているはずなのに、血が流れていない。痛みはあるようで、震えながら振りかえって神しん聖せい皇こう帝ていをにらむ。

「神聖皇帝っ！　貴様……っ！」

『その〈ソロモンの知恵者〉は、良いことを聞かせてくれた……』

　神聖皇帝はサロメの背中に足の裏を当てると、彼女を強く蹴けり飛ばして剣を抜いた。サロメは床に倒れこみ、神聖皇帝は笑いながらランプとソロモンの指ゆび環わを拾った。

『すなわち、そなたには、朕ちんの力を借りねばこれっぽっちの豎ガ子キどもですら倒す力もない……ということだ。そなたが所有する〈本〉こそが力を持っているのだから、その〈本〉を手に入れれば、朕も神をしのぐ力を手に入れられるというわけだろうが？』

　はっ、とシエラは顔を押さえていた手をはなした。アルフのほうに視線を向けると、返事のかわりに彼女はこくりとうなずいた。

「そうか……そうなのね、庶民！　ニャロメ相手に無駄話してるふりをして……『神聖皇帝』をあおってたのね！」

「くっ……！　ジンめ、どこまでも油断のならない……！　ついでに『ランプの魔神』、どうでもいいから名前を覚えろッ……!!」

　サロメはダメージで立ちあがれないらしく、床に倒れたまま悔しげに顔をゆがませる。陣じんはすべて計画どおりに進んで、満足そうに笑う。

「このままじゃ〈本〉まで取られちまうぜ？　逃げたほうがいいんじゃないのかな？」

「貴様……っ！」

　よろけながら立ちあがったサロメに、兵へい馬ば俑ようが襲いかかる。魔法を解除しようとしても、真珠の首飾りを百の頭ず蓋がい骨こつに変えて防戦しようとしても、剣で貫かれたダメージのせいで思うように戦えない。そのうえに、敵があまりに大量で息をつくひまも与えられないため、なかなか術を発動させるほどの余裕がない。

『〈百の首の王女〉を逃がしてはならぬ、〈本〉を奪うのだ！　どんどんかかれ！』

　唯一、赤いスカーフで間合いに入った兵馬俑を打ち砕くことしかできない。だが、どんなに砕かれても兵馬俑は後から後から、次々に現れてはサロメに襲いかかる。

『無駄だ、兵馬俑は人間ではない！　死を恐れることがないのだから戦場でひるむこともない、最強の戦士なのだ！』

　神聖皇帝は高らかに笑う。サロメは疲れと傷の痛みに耐え切れず、ひざをついた。

「くそっ……！　欲を出したな、神聖皇帝……。生骸ゾンビとしての命と兵馬俑の軍団を与えただけでは、満足しないというのか……！」

『〈皇帝〉ということばの意味を知らぬのか、小娘？　〈皇帝〉とは、王をすべる王なのだ。世界の全すべての王の頂点に立って初めて、わが野心は成就する！　そなたの主人である〈ヘロデ王〉とやらにみすみす力を与えては、後でわが軍が滅ぼされることは目に見えておる。春秋戦国時代を戦いぬいたこの神聖皇帝には、一分の隙すきも無いと知れ！』

「ほほー。脳ミソ干からびてるくせに頭いいじゃない、あのミイラ」

『こらそこ！　人の悪口言うな！』

　神しん聖せい皇こう帝ていが怒りながら、籠かごの中のシエラを指さす。

『この小娘をかたづけたら、次は貴様の生き血を本に注ぐ番だからな！　〈ソロモンの知恵者〉だけは助けてやる、まだ他ほかにも情報を引きだせるかもしれんし……わが軍師になるならば世界の半分をやっても良いぞ。ふふふ腐ふ……』

「しっかり乾燥したミイラだと思ってたけど、ちょっと腐ってた！　っていうか、生き血を抜かれるのは嫌ー！　作戦とはいえ、庶民がよけいなこと教えるからー！」

「悪い奴やつって、世界の半分くれるの好きだなあ」

　嘆いているシエラに対して、陣じんはのん気だ。陣のその余裕を見て、シエラははっと胸を押さえ、頼もしそうな目を彼に向けた。

「そ……そうか。これも、庶民の計画のうちなのね。まだこのあと、何か大逆転してわたしたちが助かるような作戦があるわけねっ？」

「いや、別に無いけど」

「え？」

　軽く答えられて、シエラは目が点になる。

「無いっておっしゃいました？」

「うん。これで終わり。打ち止め」

「これでって……これから、どう展開するっていうのよっ？」

「そこはまあ、流れに任せて。何もしないで殺されるよりは、とりあえず何かしたほうがいいだろ？」

「とりあえず何かした結果、わたしはあのミイラに生き血を抜かれるんですけどっ？」

「何もしなくても、ヘロデ王に生き血を抜かれるだけだろ。あんまり大差ないじゃないか。それに俺おれのことは殺さずに軍師にしてくれるみたいだしな、こっちのミイラは」

「自分さえ良ければそれでいいのっ？　命をかけて主人を守るのが、召使いの心意気というものじゃなくてっ？」

「おまえに毎回設定の説明するのは疲れた。コピーして部屋の壁に貼はっとけ」

　陣はため息をつく。シエラは、大きな目に涙をためた。

「しょ、庶民のばかぁ……！　わたしが殺されてもいいのね……っ？」

　サロメが兵へい馬ば俑ように攻撃されて、もう立つ力もなく床に座って這はいながら、どんどん広間のすみのほうへ追いやられていく。シエラはこぶしを握りしめて、必死に叫さけんだ。

「ちょっと、そこの趣味の悪い首飾りのあなた！　もうちょっと気合い入れて戦いなさいよっ、あなたが倒されたらわたしは生き血を抜かれちゃうんだからねっ！」

「ど、どうしてわたしに命令しているのだ、貴様！　何様のつもりだ！」

　サロメは必死に防戦しながら、勝手なことばかり言うシエラにどなる。

「座ざ堂どうシエラ様よっ！」

「……こいつらを倒したら貴様の血を真っ先に抜いてやることに、今決めたぞ」

　サロメの目が完全に怒っている。怒りにまかせて、サロメは目の前にいた兵へい馬ば俑ようを一気になぎ払った。空間があいて、一瞬のすきができた。

「い、今だ！　泥魔法トウイーンの解除を！」

　サロメは床にへたったまま、赤いスカーフの中から魔法書を取りだして高く差しあげ、呪じゆ文もんをとなえる。

「泥魔法解除マーフイ・トウイーン！」

『ギャアアア！』

　サロメの周囲にいた兵馬俑が、たちまちもとの陶器人形に戻ってカチーンと固まってしまう。サロメはホッと胸をなでおろし、神しん聖せい皇こう帝ていに目を向けた。

　神聖皇帝はビクッとして、あわてて王座の後ろに隠れた。

『ま……待ってくれ！　朕ちんが悪かった！　話し合おうではないか！』

「そなたと話し合うことなどない」

　サロメは、よろよろと立ちあがった。先ほどまで立つこともできなかったのに、少し元気を取りもどしている。どうやら、少々時間はかかるものの、傷は自然治ち癒ゆするようだ。

　神聖皇帝は、嘆きながら叫さけんだ。

『朕は〈約束〉を守ったぞ、そなたの依頼を聞いてこの者らを探しだしたではないか！　それとも〈ヘロデ王〉は取引を反ほ故ごにするような、恥知らずの王なのかっ？』

「その手には乗らぬ。最初に取引を反故にしたのはそちらのほうだ、神聖皇帝。貴様はわたしを攻撃し、わたしを怒らせた。したがって、わたしは死者の書ネクロノミコンの呪文を解除する」

　サロメは赤いスカーフの中から二冊目の本を取りだす。神聖皇帝が叫んだ。

『も、もしや、解除されれば朕はもとの骸むくろに戻るのかっ？　ならば、朕の命令で動く兵馬俑は全すべて行動を止めるのではないのか、それで良いのかっ？　そなたにはあまり力が無いから、兵馬俑を利用したと〈ソロモンの知恵者〉も言っておっただろうが？　ヘロデ王とやらも、手下の軍勢がいたほうが便利ではないのかっ？』

「すぐに裏切る部下など、必要はない」

『ちょ、ちょっと待ってくれー！』

　神聖皇帝は、情けない声で哀願する。

「何だ、あいつ。いきなりヘタレてるじゃん。皇帝を名乗ってるくせに、命惜しさにヘロデ王の部下になるっての？」

　アルフは呆あきれて、半笑いになる。だが、陣じんは笑っていなかった。先ほどまでの余裕の表情ではなく、かなり険しい表情をしていた。

「……神しん聖せい皇こう帝てい。座ざ堂どうが言うとおり、脳ミソ干からびてるにしては抜け目の無い奴やつだ。春秋戦国時代経験者だけある……俺おれの『攻略法』をまんま覚えて、さっそく使ってやがる。あいつを出し抜くのは、ちょっと厳しそうだな……」

　春秋戦国時代はおよそ二八〇〇年前から二二〇〇年前まで、五五〇年もの長きにわたってつづいた、古代中国の戦国時代である。千年の半分以上を戦いつづける中で孔子こうしなどの思想家も現れ、さまざまな学問も発達した。

「な、何気弱なこと言ってるんだよ？　陣じんには『ソロモンの知恵』があるじゃないか、あんなヘタレのミイラ野郎になんて……」

　アルフのことばは、「ヒュッ」という風を切る音にさえぎられた。

「えっ」

　兵へい馬ば俑ようはもう動けなくなったはずなのに……と、アルフは信じられない気持ちで矢が飛んできたほうに目を向ける。

　固まってしまった兵馬俑をバリンバリンと遠慮なく割りながら、別の兵馬俑の騎兵の群れが走ってきた。彼らの軍馬は今までほかの兵馬俑の軍馬よりもはるかに巨大で、サイと同じぐらいに見えた。その巨大な馬に、アルフは見覚えがある……ナガシュの馬と同じだ。

「ナガシュっ？」

　アルフは騎兵らの中にナガシュの姿を探す。果たして馬の上には、ナガシュや、彼によく似た顔の濃い騎兵たちがいた。彼らは青銅製の弩どとよばれるボウガンを手にしている。

　ナガシュは一度ちらっとアルフに視線を向けた。だが、怒ったようにぷいっとそっぽを向く。アルフは、神聖皇帝が言っていた「兵馬俑はヒナ鳥と同じ」ということばを思いだした。ナガシュの性格は、まさに幼い子供そのものだ。そして、「親鳥」である神聖皇帝に絶対的に服従している。一瞬だけ期待してしまったが、彼には自分を助ける気などさらさら無いのだと痛感した。

「ど……どうしてっ……」

　サロメは全身を矢に貫かれ、昆虫採集の蝶ちようのように壁に張りつけられる。そこにナガシュたちが突撃し、壁に激突する寸前に馬から飛びおりた。

「きゃああああ！」

　巨大な馬は壁にぶつかってサロメを押しつぶしながら次々に割れ、瓦が礫れきと化した。もうもうと赤い砂煙が上がり、陣たちはゲホンゲホンと咳せきこむ。

『ふふふ……さすがソグド兵。良い仕事をする……』

　神聖皇帝は、先ほどまで必死に命いのち乞ごいしていたとは思えない堂々とした態度で、彼らの前に出る。ナガシュは、次に陣のほうを向いた。

『こいつが〈ジン〉かい』

　床の上の陣を、嫉しつ妬とが混じった残忍な目で見下ろすと、ナガシュは馬に鞭むちを当てた。

『ゴミ掃除ついでに、てめーも踏み潰つぶしておいてやるぜ！』

「きゃあああっ、逃げて庶民！」

「ナガシュっ、やめろー！」

　シエラとアルフが同時に叫さけんだが、ナガシュは聞く耳を持たない。陣じんの頭を、馬の蹄がまさに踏みつぶそうとする。

　だが、そのとき……ナガシュの胸のトーレムが、カッ！　と、目を開いた。ナガシュの腕が、意思に反して馬の手た綱づなを引く。

『うわあっ？』

『ブヒヒーン！』

　馬は両足を高く上げる。そのすきに、陣は踏まれないよう位置をずらす。ナガシュの胸のトーレム……いや、兵へい馬ば俑ようと一体化しているから今は俑ヨーレムと呼ぶべきか、でもナガシュをヨーレム呼ばわりすると嫌がられそうな気がするが、とりあえずトーレムはナガシュの胸から逃げだそうとして身をよじる。

『ぷきゅー、ぷきゅー！』

『俺おれを操ったのか、生意気なチビが！　逃がさねーぜ！』

　ナガシュは胸から抜けかけていたトーレムを手のひらで押さえると、ぐぐっと力を込めて胸の中に戻す。意識を集中すると、トーレムの体から魔力が一気に吸い上げられた。

『ぷきゃあああ！』

　悲鳴を上げて、トーレムがふたたび意識を失う。ナガシュはホッと息をついた。シエラは、ナガシュを指さして激しく糾弾する。

「ちょっと、そこのポニテ男！　トーレムを返しなさいよ！　だいたい泥魔法トウイーンは解除したはずなのに、どうして兵馬俑が動いてるのよっ！」

「おまえ、長いこと魔法使ってないから忘れただろ。魔法書の魔法は、声が届く範囲しか有効じゃないんだよ。こいつらは、呪文の外にいたんだ」

　陣が横からフォローする。神しん聖せい皇こう帝ていは、干からびた顔をナガシュに向けた。

『ソグド兵よ、控えよ。そなたらは朕ちんの命令にのみ従う傀く儡ぐつ、勝手な動きは許さぬぞ』

　ナガシュは、そのことばに少しムッとした表情を浮かべた。

『魔法の有効範囲は、〈百の首の王女〉が兵馬俑をゴーレム化したときに、確認済み。無駄話で時間をかせぐ方法は、〈ソロモンの知恵者〉よ、そなたの作戦を少々拝借した』

「みたいだな。著作権使用料払えよな」

『あの小娘は、強い魔力を持った魔法書を何冊も持っている……だが、いかんせん甘い。すぐに本来の目的を忘れて脱線する。そのていどでは、この朕に勝てるわけがない』

　ナガシュたちは立ちあがり、陣たちを取りかこんだ。ソグド兵と呼ばれた彼らはいずれも、見上げるほどに背が高い。彼らの馬も巨大だった。

「神しん聖せい皇こう帝ていとやら、あんたは嫌になるほど抜け目が無い奴やつだぜ」

　陣じんは、サロメがつぶされた瓦が礫れきの山に視線を向けた。まだもうもうと砂煙が上がっているのが、衝撃の強さを物語っている。

「あんたは、サロメの声が届かないところ……魔法の有効範囲の外に、ソグド兵を配置しておいた。呪じゆ文もんが終わると同時に、長距離射程の弩どを使い、魔法の射程外から矢を射うたせた。そしてサロメが次の行動にうつる前に、アラブ馬のスピードと馬力で一気に間合いを詰め、押しつぶす……って作戦だったんだな」

　もうちょっと説明追加。弩は春秋戦国時代初期に開発された。ふつうの弓よりもはるかに威力が強く飛距離も長くしかも、訓練や腕力をあまり必要とせず、命中精度にも優れているため、農民などをかり集めた急ごしらえの軍隊の主力武器として活躍していたのである。

『それぐらいの作戦を立てられねば、春秋戦国時代を勝ち抜くことはできぬわ』

　神聖皇帝は笑った。

「ソグドは今のイラン……つまりペルシャだ。始し皇こう帝ていをはじめとする皇帝たちは、ペルシャなどの西方から集めた屈強な兵士や巨大なアラブ馬の軍団を編成し、自分の軍隊に加えたと伝えられている」

『さすが〈ソロモンの知恵者〉、たいした情報力だ』

「歴史の本で読んださ。ソグド人が住むペルシャのソグディアナ地方は交通の要所で、古代から遊牧国家エフタルや最強の騎兵国家スキタイと戦っていた。大王アレクサンドロス三世率いるマケドニア王国がサマルカンドを攻撃したとき、最後まで勇敢に徹底抗戦したことで有名だ」

『……おい。〈ソロモンの知恵者〉よ、なんで目がイッちゃっておるのだ？』

「ああっ、父さんの書斎で繰りかえし読んだ、ペルシャの歴史の本の中のソグド兵が今実際に俺おれの目の前に……！　萌もえる、やばいぐらい萌えすぎる。座ざ堂どう、俺はやっぱり古代中国よりも古代ペルシャが好きみたいだ。もう甲骨文字なんかに浮気しない！　俺の全すべては楔くさび形がた文字にこそ捧ささげる！」

「うん、とってもどうでもいいわ」

　シエラは乾いた微笑を浮かべる。

「しかし、これで謎なぞがとけたわ。すなわちその男がペルシャ人だったから、わたしよりアルフのほうが好みだったのよ！」

「いきなり何言い出してるんだ、おまえは」

「条件が平等ならぜったいわたしのほうが可愛かわいいに決まってるのに、おかしいと思っていたのよねー、うんうん」

　シエラは腕組みをし、一人で納得してうなずいている。陣が硬い声でツッコミを入れた。

「今そういう話してないよな、座堂」

「庶民だって、今全然関係ない楔くさび形がた文字萌もえの話してたくせに」

『あのなー！　貴様ら……』

　神しん聖せい皇こう帝ていは何かもう一言二言、「私語するな」とか「空気読め」とか陣じんに反論しようとしたが、ハッと気づいてブルブルッと頭を振る。

『い、いや、その手には乗らぬ！　貴様らのおしゃべり作戦には耳を貸さぬ！』

「さすがに三匹目のドジョウはないか。残念」

『さて、これで〈指ゆび環わ〉も〈魔法書〉も朕ちんのものだ。まずは剣の魔神とランプの魔神の生き血を搾りとり、最強の〈剣〉と〈魔法〉を手に入れるとしよう。槍そう兵へいよ、前へ出よ！』

　ソグド兵にかわって、槍兵たちがシエラたちを取りかこんだ。女官たちが大きな金の皿を持ってきて、シエラとアルフの籠かごの下に置く。アルフは青ざめて、神聖皇帝にどなった。

「ちょ……！　何だよ、この皿はっ！」

『魔神をうっかり外に出せば反撃を受ける危険がある。籠の中に閉じこめたまま、四方から槍やりで突き刺し、流れた血を一滴残らず皿で受けるのだ。なかなかの名案であろう？』

「おいおい、嫌なこと考える腐れ脳ミソだなあ」

　陣は床に転がったまま考える。何とかして神聖皇帝を言いくるめて、シエラたちを殺すことを断念させ、時間を稼がなくてはならない。しかし、良い考えが浮かばない。

（春秋戦国時代を勝ち抜いた知恵を誇るだけのことはある。実戦経験が無いぶん、すでに俺おれのほうが出し抜かれてる。俺はけっこう頭いい気でいたけど、さすが世界リーグになってくると、上には上がいるもんだな……）

　と、感心している場合ではない。かといって、案も出ない。どう考えても絶体絶命である。七ならべでいうと、手札の中に絵札と１～３ぐらいまでしか無い状態。どう考えても、パスを言うしかない状況だ。

　シエラは焦って、いっそう激しく籠を揺する。

「ちょっと！　こんなに可愛かわいい女の子を穴だらけにするなんて、もったいないと思わないのっ？」

『ふん。確かにそなたはけっこう可愛いが、朕が世界を支配すれば、もっとすごい美女がわんさか手に入るわ』

　神聖皇帝は鼻で笑う。シエラは激怒した。

「けっこうって何よ、けっこうってーっ！」

「おまえ、生きるか死ぬかのときに怒るポイント違うだろ？」

　陣は疲労のため息をつく。絶対状況がわかってなさそうなシエラに比べ、やはりアルフは妖魔ダイモンたちとの戦闘経験を積んでいるだけに、今が絶体絶命で陣にもどうすることもできなさそうだ、と理解していた。

「やれやれ、ここで死ぬのか。クエストの超初期に離脱とは、あたしって意外に脇わき役やくキャラだったんだねえ……」

　アルフは覚悟を決めて、うなだれた。兵へい馬ば俑ようが、いっせいに槍やりを振りあげた。



　そのとき、白刃がひらめいて、兵馬俑たちの首が一気に飛んだ。

　地面に倒れて、兵馬俑は砕け散る。斬きったのはナガシュだった。

　同時に、アルフの入っていた籠かごの底も斬られていた。底の抜けた籠からアルフは落ちたが、地面にお尻しりがたたきつけられるまえに、たくみに姿勢をかえてスタッと着地する。落ちるあいだに、剣シヤムシールも引き抜いていた。

　次の動作で、アルフはシャムシールを横に払った。今まさにシエラを刺す寸前だった槍そう兵へいたちの足首が砕かれる。

『ギャアアア！』

　地面にたたきつけられた槍兵が、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散る。一分の無駄も隙すきもないアルフの動きに、ナガシュは驚いたようだった。

『すげえな、アルフ。強ぇえじゃねえか』

『ナ……ナガシュ！　貴様、裏切ったな！』

　叫さけんだ仲間のソグド兵を、ナガシュは頭からまっぷたつに叩たたっ斬る。さすがに見み咎とがめて、アルフは眉まゆをひそめた。



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょ……！　仲間だろ、何裏切ってんだよ」

『バーカ、こいつらが俺おれを裏切ったんだろうがよ』

「何その逆転の発想！」

『やっぱどう考えても、おまえを殺すなんてもったいねーからなっ！』

　アルフは陣じんを縛めていた首輪などを叩たたき斬きる。神しん聖せい皇こう帝ていが、干からびた皮膚にますますしわをきざんで、わなわなと震えた。

『そなた……この反逆者が！』

『勘違いすんなよ、てめーが俺に反逆したんだよ、神聖皇帝！　俺の嫁を勝手に取ってって、勝手に殺すなってんだよな！』

『嫁？』

　神聖皇帝は、すっとんきょうな声を上げる。

『そんな理由か？　天下をつかむこの朕ちんに刃やいばを向ける理由がか？』

『そんなとか言うなよ、俺の嫁を！　失礼な奴やつだな！』

『ちょっと待て、若きソグド兵よ。たかが女、いくらでもかわりはいる。朕の側室でも女官でも、どれでも好きなものをくれてやる、だから朕の邪魔をするな！』

『おいおい、ふざけんなよ』

　ナガシュはヘラヘラと笑いながら、他ほかのソグド兵らと剣を交えている。

『てめえの女なんぞ、ブスばっかだぜ。アルフより綺き麗れいな女なんて一人もいないだろうがよ、ブスにアルフのかわりができるかよ！』

「わたしは？　わたしは？」

　シエラは思わず自分を指さす。だが、ナガシュは華麗に無視した。

『その、一人しかいない女を殺させるわけには行かねーんだよ！』

「わたしはっ？」

「あきらめとけ、座ざ堂どう」

　泣きそうなシエラに、陣が疲れたようすで言った。

「ちょっと、ごちゃごちゃ言ってないで！　ここはあたしが食いとめるから、逃げな！」

　アルフは、神聖皇帝に斬りつけた。

「あ、うん。そうする」

　陣は簡単に返事をする。神聖皇帝がアルフの刃を受けながら、陣に怒鳴った。

『な、何が〈そうする〉だっ？　普通そこは〈おっと、おまえにだけいいカッコはさせられねえぜ〉だろうが！　何すなおに自分だけ逃げるつもりになっているのだ、そなた男の風上にも置けぬヘタレ野郎のようだな！』

「陣の悪口言うと殺すけど、よろしかったでしょうか？」

　アルフはまちがったウェイトレス語を使いながら、神聖皇帝に斬りかかる。神聖皇帝は剣でその攻撃を止めた。ミイラといえども、春秋戦国時代を勝ち抜いただけのことはある。知力のみならず、自分の身を守るための剣術もかなりの手て練だれだ。

『フン！　このていどの剣技で、朕ちんに勝てるとでも？』

　神しん聖せい皇こう帝ていに笑われて、アルフはムッとする。心のどこかで「ちょっとやばいかも」と思ったのも、事実だ。しかし、恐怖は心と体をこわばらせるから、怖いと思ったらそのときが負けだと思っていた。何より、相手が強いと認めるのはすごく悔しい。だから、アルフは決してそれを認めなかった。

「勝てるに決まってるだろ。ミイラは、スルメみたいにかむほど味が出てうまそうだ」

『剣の魔神としてそなたを使役するより、剣術の達人であるこの朕の剣として使うほうが、はるかに戦闘力が高いというもの。おとなしく、朕の剣に全身の血を吸い取らせよ！』

　要するに、食うか食われるかという状況で、双方譲らず戦いが続く。

　サロメの魔法が届かなかった範囲の兵へい馬ば俑ようたちが、神聖皇帝に助太刀しようとして近づいてきたが、ナガシュは次々に斬きり捨てた。兵馬俑たちが怒鳴る。

『貴様、正気か！　皇帝が滅びれば、われわれも再び土に還かえるのだぞっ？』

『知ったことかよ！　俺おれの嫁に手を出したてめーらが悪いんだぜっ！』

　子供特有の独占欲が、ナガシュを動かしていた。ナガシュは、神聖皇帝と戦っているアルフに視線を向けた。神聖皇帝は、助太刀する兵士がナガシュに阻まれて近くにいないため、指ゆび環わもランプも放ほうりだして剣を抜き、自力で必死に応戦している。

　黄おう金ごんの髪をきらめかせ、少女には重すぎる長剣を羽のように軽くあやつって戦うアルフを見て、ナガシュは満足そうに目を細める。

『んー、やっぱ俺の嫁はいい女だぜ』

　ナガシュは数人の兵馬俑の攻撃をはじき返す。兵馬俑たちはぶつかって砕けた。彼が兵馬俑たちを防いでいるすきに、陣じんは神聖皇帝が放りだしたランプと指環を拾いあげた。

「助けて、庶民！」

　シエラが入った籠かごを、兵馬俑が担いで逃げていく。神聖皇帝がアルフを相手に苦戦しながら、干からびたしわだらけの顔にますますしわをきざんで叫さけぶ。

『その瓦が礫れきの上でランプの魔神を刺し殺せ！　魔法書に血を注ぐのだ！』

　瓦礫の下には、ソグド兵らに押しつぶされたサロメがいる。どうやら、アルフのことは諦あきらめて、サロメが持っているランプの魔法書だけでも、瓦礫を伝って流れるシエラの血によって完全版にし、確保しようという狙ねらいのようだ。陣は、敵ながら感心してつぶやく。

「さすがに状況判断が的確だな。深追いはせず、確実な獲物だけを得るってことか。俺も、こうしちゃいられないな……」

「助けてっ、庶民ーっ！」

　瓦礫の上まで連れてこられたシエラが、大粒の涙をボロボロこぼして、陣のほうに手を差しだす。ところが、陣じんはシエラに背中を向けると、一目散に出口のほうへ逃げだした。

「ちょっ……！　ちょ、ちょっと、どういうことよ！　わたしやアルフを見捨てて一人で逃げるつもりっ？　そう言えばいつも、なんとなくアークダイモンとの戦いのときでも冷たいなーって感じるときがあったけど、やっぱり庶民は冷血漢なのねっ！　ひどすぎるわっ、死んだら化けて出てやるんだからーわーん！」

　シエラはおいおいと嘆く。が……陣が姿をくらませて少ししたころ、涙をぬぐった自分の手が、白い手袋に包まれたことに気づいた。

「……！　この手袋……！」

『刺し殺せ！』

　槍そう兵へいらが、いっせいにシエラの体を突き刺した。白いワンピースにブスブスブスッと穴が開く。神しん聖せい皇こう帝ていはアルフと戦いながら、高らかに笑った。

『ワハハハ、薄情な主人に仕えたのが運の尽きだったな！　そなたらを一瞬も案ずることなく、見捨てて逃げ出したではないか。これでランプの魔法書は手に入れた、世界を支配する強大な魔力は朕ちんのものだ！　あとはそなたの血で染めた剣を手に入れるのみだぞ』

「ばーか。よく見てみな」

　アルフは神聖皇帝相手に苦戦しながらも、不敵な笑みを浮かべた。籠かごからは、血など一滴も流れていない。槍兵たちは、自分たちが刺したのが少女の体ではなく一枚のワンピースにすぎなかったことに気づいて、きょろきょろした。神聖皇帝も、驚いて一瞬動きが止まる。そこをアルフに攻撃されて、あわてて剣で受けた。

『ど……どこへ行ったのだ？』

「陣は薄情なんかじゃないさ。だって確実な勝算があるのに、案じる必要なんて無いじゃあないか？」

　アルフは、自分のことのように誇らしくほほえむ。ナガシュは兵へい馬ば俑ようらと戦いながら、アルフに向かってどなった。

『おいアルフ、俺おれの嫁のくせに〈ジン〉の話とかするなってばよ！　ちくしょう、神聖皇帝がチャチャ入れるから恋敵をブッ殺しそこねたじゃないかよ！』

『いやそなた、チャチャって、そういう問題か？』

『責任とってもらうぜ、神聖皇帝さんよォォーッ！』

　ナガシュは悔しげに歯ぎしりした。そのようすを見てアルフは、陣が逃げてくれたことに心から胸をなでおろしたのだった。



　いっぽう、籠の中から消えたシエラが出てきたのは、地上だった。

　陣が地上に出た後で、ソロモンの指ゆび環わをはめて魔法のランプをこすり、シエラを召喚したのだ。ランプから、もくもくと紫色の煙が吹きだしている。

「こ……ここは……っ？」

　シエラは、紺色のワンピースに白いエプロン、白い手袋とニーソックスにヘッドドレスといったメイド姿で、煙の中から現れた、どうして自分がランプの魔神モードになっているのか、ここはどこなのか、すぐには状況がのみこめなくてきょろきょろしているシエラに、陣じんが言った。

「さっさと逃げろ、兵へい馬ば俑ようが追ってくるかもしれないぞ」

　神しん聖せい皇こう帝てい陵のはるか奥のほうから、ざわざわとした声が近づいてくる。

「しょ……庶民。わたしを見捨てたわけじゃなかったの？　籠かごの中のわたしを、ランプから召喚することで助け出そうとして、ランプを安全な場所まで運ぶために、先に一人で逃げ出したの？　何もかも、わたしを助けるための作戦だったの……？」

「もー、いいから逃げろって！」

　陣は真っ赤になり、シエラに向けてしっしっと手を振る。

「逃げろ……って、庶民は逃げないのっ？」

「俺おれは、煙が消えないように見張っておかなきゃ。『ゲート』が途切れたら、アルフが戻ってこられなくなるだろ」

　と、陣はランプが吹きだした紫色の煙が、空中をただよっているのを指さした。

　シエラを召喚すると、それから数分間……ランプの「煙」が残っているかぎり、シエラがもといた所とランプの煙の間に「ゲート」がつながる。この「ゲート」は、人も物も自由に通ることができるが、「シエラ自身は通れない」「お金・調理済みの食物など、ランプの魔神としての任務を手抜きするためのものは通れない」「ゲートの大きさよりも大きいものは通れない」「煙が薄まるにつれゲートは狭くなり、煙が散ってしまうとゲートは閉じてしまう」「通っているとちゅうでゲートが消えかけて収縮すると、ゲートに挟まれて切断される」という特性がある。

「アルフを助けることまで……計算ずくだったの？」

　シエラは、胸がドキドキした。あの危機的状況の中で、陣は①アルフに時間稼ぎをさせているあいだに、まず自分が脱出、②自分が地上に移動してから、シエラを召喚し、地下と地上をゲートで繋つなぐ、と同時にシエラも脱出、③ゲートを通ってアルフが脱出、という一連の流れを瞬時に計算し、冷静に実行したのだ。落ちついた陣の表情が頼もしかった。

「あら？　でも、わたしの頭を感謝をこめて『ちちんぷいぷい』してなでて、召喚が解除されたら、わたしは元の姿に戻ることができるのよね」

　シエラは人差し指を頬ほおに当てて、小首をかしげた。ちちんぷいぷいとは「智仁武勇」という意味だ。それぞれソロモン王が持っていた、王者に必要な資質である。

「で、そのとき、わたしの体は召喚されたときの場所に戻るわけよね？」

「そういう法則ルールだからな」

「つまり、かわりにわたしが敵のまっただ中ってことじゃないの？　さては庶民、最初からそのつもりだったのねわーん！」

　ポカポカポカッとシエラが陣じんの背中を小さな拳こぶしで連打した。

「いたたたた！　勝手に被害妄想してるなって！」

「何が被害妄想よ！　庶民はわたしなんか死ねばいいと思ってるのね、うわーん！」

「おまえの頭をなでて召喚解除するのは、いつでもいいだろ？　アルフさえ助かれば、本ほん田だたちが帰ってくるのを待ってあいつに任せれば、怖いものなしだからな」

　本田聡さと子こはサロメ同様、ネクロノミコンの呪じゆ文もんで生骸ゾンビを作り出すことができる。しかし、今まで使っていた七十二柱の悪魔召喚書である「ソロモンの鎖骨」は、現在封印している。死んだ使い魔に義理立てて、二度とほかの使い魔を使わない……と、心に決めた結果である。ネクロノミコンの術の解除は本人に限るため、聡子が帰ってきても神しん聖せい皇こう帝ていをもとのミイラに戻すことはできないが、何とかなるだろうと陣は思っていた。

「あ、なるほど。あったまいー」

「わかったら逃げろよな。しかし、アルフ遅いな……」

　兵へい馬ば俑ようがまだ誰だれも地上まで追いかけてこないので、アルフが地下で必死に戦って彼らを止めているのだろうということは判わかる。でも砂漠の太陽は西に傾き、夜風が吹きはじめる気配がする。すでに、紫色の煙はずいぶん拡散していた。

「アルフ！　足止めはもういいから早く出てこい、ゲートが閉じる！」

　陣がゲートに向かって叫さけんだ瞬間、ゲートから長剣が突き出てきた。

「うわっ！」

　陣は頭を貫かれかけたが、間一髪のところでよける。ゲートの向こうに見たのは、泣き叫ぶアルフを小こ脇わきにかかえたナガシュだった。陣は驚いて叫ぶ。

「な……何やってんだ、おまえ！　アルフを助けてくれたんじゃなかったのかよ、こっちに渡せよ！」

『ケッ！　てめえ……〈ジン〉とやら！　何か勘違いしてんじゃねえのか？』

　ナガシュが冷たい声で言った。

『この娘は俺おれの嫁だ、俺がそう決めて俺がこいつの命を救ったんだから、こいつの命は俺のものってことだろうが。違うか？』

「な、何だよ、その斜め上の論理展開は！　アルフを返せって！」

　陣はゲートの中に飛びこもうとしたが、ナガシュはもう一度陣を攻撃した。

『おっと、忘れてたぜ。てめえをぶっ殺しておかねえとな！』

「庶民、危ないっ！」

　シエラが陣を横から押す。陣はシエラに覆いかぶさられながら砂の上に倒れ、その動きとナガシュの剣が空気を乱して紫色の煙がパッと霧散した。

「あ……」

　陣じんは愕がく然ぜんとする。ゲートがきゅうっと収縮し、パッと消えてしまった。

「や……やばい。とんだ計算違いだ、マジでやばい」

「庶民、地下への入り口が！」

　シエラが陣の上にかぶさったまま、前に身を乗りだして神しん聖せい皇こう帝てい陵の入り口を指さす。下敷きになっている陣の顔に、ちょうど低反発な胸の部分が当たって、陣はもがいた。

「ぐぬー！　窒息するー！」

「そうよ！　窒息しちゃう！　アルフが！」

　シエラが、神聖皇帝陵の入り口に向かって駆けだした。神聖皇帝陵の入り口が、ガラガラと崩れている。同時に、その周囲の地面が、ざわざわと砂の波紋を作りはじめた。

「やばい、これは……！」

「アルフ！　早く来なさいったら、何してるのよ！」

　焦って入り口に入って行こうとしたシエラを、陣はいきなり肩に担ぎあげた。

「きゃあっ？」

「逃げるぞ座ざ堂どう！　流砂に巻きこまれる！」

　陣は猛ダッシュで逃げだす。シエラは両足を陣に抱かれ、彼の肩に上半身を乗せかけるようなかっこうで、担がれていた。

　顔を上げると、砂の上を走っているはずの陣の足あとがまったく残っていない。砂が、水のように流動しているのだ。神聖皇帝陵の入り口から同心円状に波紋が広がっていく。それは陣が走るすぐ後から、陣を追うように迫ってきた。

「こ……これは、いったい何っ？」

　波紋の中心がすり鉢のようにへこみはじめ、アリジゴクの巣穴のように砂が流れこむ。

「どうしてだかわからないが、『地下の天井が落ちた』んだ」

　陣は波紋から必死に逃げながら、息継ぎのあいだに早口で答える。

「天井が落ちたっ？　じゃあ砂が地下に流れこむってこと？　……アルフはっ？」

　陣は答えなかった。波紋に追いつかれかけていて、返事どころではなかったのか、それとも、どう考えても良い答えを導きだすことができなかったのか。

　シエラは呆ぼう然ぜんとして、砂の底に沈んでいく神聖皇帝陵の入り口を見た。長い髪が風になぶられ、沈みゆく神聖皇帝陵に手をさしのべるかのように、なびいていた。



　地下には、陣が言ったとおり砂が流れこんでいた。

　ナガシュは片手にアルフを抱え、もう片手に長剣を持っていた。だが、ゲートが閉じたときに剣先をひねり切られてしまっていたので、ガランと投げ捨てた。

『おやおや。なんで、砂が落ちてきてんだ？』

　ナガシュは周囲を見回す。二人の足もとには、神しん聖せい皇こう帝ていが倒れていた。背中には、深々と匕あい首くちが突き刺さっている。

　先ほど神聖皇帝と戦っていたアルフが危機に陥り、兵へい馬ば俑ようと戦っていたナガシュが、毒入りの匕首を神聖皇帝めがけて投げた。そして、陣じんを追ってゲートから逃げようとしたアルフを、捕まえてしまった……というわけである。

『ち、朕ちんの夢が……世界支配の野望が！　くだらんちっぽけな小娘一人を手に入れるために、朕の夢を砕くというか、そなたは！』

『おいおい。くだらんちっぽけな世界ひとつ手に入れるために俺おれの嫁を殺そうとしといて、調子のいいこと言ってんじゃないぜ』

　ナガシュがへらへらと笑いながら、倒れている神聖皇帝の頭を力任せに踏みつけた。アルフは思わず顔をそむけ、むごたらしい光景を見まいとして、目をきつく閉じる。

『ぶぎゃあ！』

　つぶれた蛙かえるのような声を立てて、神聖皇帝の体ががくがくと痙けい攣れんした。生骸ゾンビには「死」が無い。ただ「行動不能」があるだけである。首を失っても動けるはずだが、背中に刺さった匕首の毒が効いてきたようだ。頭をつぶされた体が、肺と声帯だけを使って、不ふ明めい瞭りようで弱々しいことばを話す。

『逃げられると……思うな……。ここは朕の城……世界は全すべて……朕の思うまま……』

『うるせーんだよ、負け犬はとっととくたばりやがれ』

　ナガシュは得意げに笑い、脇わきにかかえて動きを封じたままのアルフに目を向ける。

『どうだ、アルフ。俺が助けてやったぜ。〈ジン〉とやらより、ずっと頼りになるだろ？　俺が好きになっただろ？』

　まるで小さな子供が、遊びでアリを踏みつぶして喜んでいるような笑顔……アルフは、その幼い残酷さにぞっとした。

　その瞬間、砂がこぼれてくるスピードが一気に上がった。ナガシュを攻撃しようと剣や矛を振りあげていた周囲の兵馬俑たちも、「だるまさんがころんだ」で遊んでいるかのように、ぴたりと動きを止める。神聖皇帝が行動不能になったことで、「命令」も不能になったからだ。止まったときの姿勢がバランスを取れず、兵馬俑たちは次々に倒れて砕けた。

　アルフは驚いて、ナガシュにうったえた。

「ナ……ナガシュ！　兵馬俑が止まった！」

『だから何だ？　俺は止まってねーぜ、運がいいな』

「じゃなくて！」

　と、アルフは地下の空間を支えている、素焼きの柱を指さした。通路にあったのと同じ柱で、漆しつ喰くいで継ぎ合わされてる。天井を支えると同時に、地下の陵りよう墓ぼに水がたまらないよう、雨水などを陵墓の下の地層に流すための「土管」だ。この「土管」もまた泥魔法トウイーンの影響を受けていたことに、アルフは気づいたのだ。

「ちくしょう！　神しん聖せい皇こう帝ていの最後のことばは、このことを言ってたんだ！」

『このこと？』

「土管もゴーレム化してたんだ。神聖皇帝の奴やつ、もう逆転のチャンスが無いとわかって、あたしたちを道連れにするために、最後の力で土管に命令したんだ！」

　土管に「動け」と……そして、ずれた土管がバランスを崩してそのまま砕け、天井の支えが無くなって天井が落ちはじめたというわけだ。

『ふーん？　でもまあ、俺おれたちには関係ないよな？』

「関係ないわけないだろ！　早く逃げないと……」

　と、アルフは地上への出口に目を向けたが、すでに瓦が礫れきと砂で埋まっていた。愕がく然ぜんとしたアルフを、ナガシュはお姫様抱っこして抱きなおす。

『なんで逃げる必要があるんだ？　俺はここに、二千と二百年もいたんだぜ。おまえといっしょなら、もうあと何千年でも楽しく過ごせるはずさ』

「砂に埋まったら、あたしは死ぬんだよ！」

『死ぬ？　動きが止まることなら、別にかまわんさ。二千二百年間、俺もほかの兵へい馬ば俑ようもそうだったしな。まあ気にすんな』

「そういう問題じゃなくって！」

　叫さけんだアルフのことばが、ドドドッと落ちてきた砂にはばまれた。轟ごう音おんの中で、ナガシュの声がかすかに聞こえていた。

『外の世界になんか、行く必要はねえさ。俺には世界よりおまえが大事だ。世界なんかいらねえ、おまえさえいればいいんだぜ、アルフ。おまえがいるこの墓所が、俺の世界だ。おまえは俺の世界の全すべてなんだぜ、アルフ』

　たぶんもう逃げられない、とアルフは感じた。視界が全て、砂でおおわれた。



　地上では、相変わらず陣じんが、シエラをかついだまま必死に流砂から逃げていた。

　しかし、流砂はどんどん近づいてくる。シエラは叫んだ。

「庶民、わたしを下ろしなさいよ！　わたしをかかえて、早く走れるわけないでしょ！」

「おまえが自力で走ったら、もっと遅いんだって！」

「しっ、失礼ね！」

　そのとき、陣の体がガクッと下がった。足が流砂にとられたのだ。陣はシエラを、少しでも前のほうへと押しやった。反動で、陣は一気に腰まで埋まった。

「走れ、座ざ堂どうっ！」

「きゃーっ！」

　砂の上に倒れたシエラは、あわてて身を起こし、陣の手首をつかもうと手をのばす。

「庶民、つかまって！」

「離れろ、バカ！　とっとと逃げろって！」

「どっちがバカよ！　庶民を置いて逃げられるわけないでしょバカ！」

「えっ」

　すでに胸まで埋まっていた陣じんが、大きく目を見開く。シエラはハッとして、真っ赤な顔であたふた怒った。

「そそそ、そのっ、違うんだからねっ！」

「どうでもいいから逃げろって！　このバ……」

　叫さけんだ瞬間、陣の頭が砂の中にズブッと沈んだ。シエラは、ビクッとする。

　もう陣の声は聞こえない。ザザザザザ……と、流砂の流れる音が聞こえるのみだ。

「う……嘘うそでしょ。庶民、庶民っ！」

　手をついて身を乗りだしたシエラもまた、流砂に埋もれたが、お構いなしに陣が沈んだほうへ這はっていこうとする。

「ちょっと……死んじゃうの？　ご主人様を置いて死ぬなんて許さないんだから、バカって言ってもいいから戻ってきなさいよっ！　庶民っ……庶民ーっ！」

　流砂は無情に流れつづける。シエラも、すでに両手と両足が砂に飲みこまれていた。顔も砂に埋まり、ゴホゴホと咳せきこみながらも、陣を探して必死に砂の中、腕をかく。しかし、陣の手はどこにも無い。

「庶民のバカ……っ！」

　大きな目からぼろぼろとこぼれ出した涙が、乾ききった砂を濡ぬらした。



　シエラが完全に流砂に沈もうとしていたそのとき、静かな声が砂漠にひびいた。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経へて、死すら死を迎えん！」

　黄色い砂煙の中に、表紙にドクロが描かかれた黒い本を手にした本ほん田だ聡さと子こが立っている。後ろにはジープがある。運転席にニコライが乗り、ぐでんぐでんに酔って回収されたらしいシエラパパと大だい胡ごの役に立たない親父おやじ二人組が後部座席で寝ていた。

「本田さん……」

　シエラは目を見開いた。彼女が詠唱した「ネクロノミコン」の呪じゆ文もんが、死者を生骸ゾンビにすることは、シエラも知っている。だがこの状況で、いったい何を生骸ゾンビ化したというのか……？

　疑問の答えは、砂の中から現れた。ズゴゴゴゴ……と、すさまじい地鳴りがして、恐竜がせりあがってくる。サイのような体に長い首と尻尾しつぽがついた、骨格だけの化石の恐竜だ。全長は二十メートルを軽くこえ、体はアフリカゾウの倍ほどもある。大人が立ってようやく、恐竜のひざの高さだ。

『ブオオオオオオンッ！』

　恐竜は、人間の耳で聞こえるか聞こえないかというほどの超低音で咆ほう哮こうをあげた。その大きさは、クジラほどもある。砂の底から姿を現した恐竜は背中の上に気を失った陣じんを乗せ、しっぽの先でシエラを砂の中からすくいあげた。

「なっ、何なのっ、この『の○ぴ太の恐竜』はっ！」

「座ざ堂どう先輩、けっこう『ドラえ○ピん』お好きなんですね……ククク……」

　恐竜はたやすく流砂から脱出する。流砂の多くは、なだれの「表層なだれ」同様、砂の上層のわずか二、三メートルほどが流れているにすぎない。だから、ひざの高さだけで二メートルもあるような巨大な恐竜なら、脱出はたやすいことなのだ。

「これは黄こう河が巨きよ竜りゆう……ティタノサウルスの仲間です。ちなみに『の○ぴ太の恐竜』はフタバスズキリュウです」

「なんでいきなり怪獣映画になってるのよっ？」

　黄河巨竜のしっぽに必死でしがみつきながら、シエラが叫さけんだ。

「中国内陸部には恐竜の化石がごろごろしています。そして、わたしほどの魔力があれば、これぐらい巨大で太古の生物を生骸ゾンビ化するのもヘッチャラピーというわけです」

「……あなた、ほんとバランスブレイカーよね」

「ですね。このニコライ・パブロフ、はりきってシエラお嬢様についてまいりましたが、ぶっちゃけわたくしのような雑ざ魚こが戦う場面はございませんね……」

　あまりにも大きなレベルの差を見せつけられ、ジープの上でがっくりと肩を落としているニコライに、聡さと子こは流し目をくれて薄く笑う。

「ククク……そんなことはありませんよ。パブロフさんにも戦っていただかないと……」

「あっ、そ、そうですか？　わたくし、役に立っていますか？」

「確かにこの強いわたし一人で戦えば楽勝ですが、それでは『教育』になりませんものね。弱くて未熟な部下にも、サポートしつつ前線に出して実戦経験を積ませるのが優れた上官というものですし、足手まといな部下を守る上官にはただ自分で戦って勝つ以上の強さが要求されるというわけですよ……ククク」

「本ほん田ださん。そんな上から目線のフォロー、さすがのわたしもはじめて聞いたわ」

　シエラが硬い声でつぶやいた。ニコライは完膚なきまでに打ちのめされて、うなだれる。

　恐竜は聡子の前に頭を下げた。体は大きいが、頭は小さくてキリンほどの大きさしかなく、聡子はちょこんと横座りした。

「さて……とっととここから逃げましょうか」

「あっ、ちょっと待って、本田さん！　地下にまだアルフがいるの！」

　恐竜のしっぽにしがみついているシエラは、丸太をかかえるような格好になっているので、短いスカートがひらひらと風に煽あおられるたびにちらちらと何かが見えそうで見えない。

「な、何というお姿にっ、シエラお嬢さぷー」

　シエラは、ニコライの前でだけまだ猫をかぶっている。メイド服に変身することは「悪の魔王と戦う使命の運命がどーのこーの」という、適当にでっち上げたので恐らくシエラももう忘れている説明をしたため、ニコライも納得してはいる。彼女が「ランプの魔神」であること、すなわち「他人に仕える立場」であることは、シエラに仕える立場であるニコライには明かしてはいないし、当然猫っかぶりの正体も彼だけは知らない。

　ニコライにとっては、幼いころからそばで仕えてきた、楚そ々そとして気高く上品なシエラが、メイド服になっていることすら刺激が強すぎる。メイド服姿のシエラを、軽音楽コンクールのときなど何度かニコライも見てはいるのだが、お嬢様としてのイメージが強すぎるため、何度見ても慣れない。その上スカートのすそがぴらぴらして、ニーソックスの上の絶対領域がちらちらしていた日には、破壊力倍増である。

「本ほん田ださん、ニコライまで気を失ったし、あなたしかいないの。お願い助けて！」

「どうしてアルフさんが地下にいるのか知りませんが……」

　聡さと子こは恐竜の頭の上に座ったまま、人差し指で唇をちょこんとさわって考える。

「流砂が起こってるってことは、このままほっとけば死ぬんですよね、たぶん」

「死ぬわよ、だから助けて！」

「ということは……あと、ライバルは座ざ堂どう先輩ひとりだけ……さいわい、新あら木き先輩は気絶中ですし他ほかに目撃者はだーれも……」

「今何か言った？」

「いえ、何でもありませんよ……ククク……」

「本田さん。ここだけの話、あなた絶対ラスボスよね？」

　流砂がおさまってきた。地下の墓所が、完全に埋没してしまったようだ。流砂に巻き込まれる危険が減ったので、シエラと聡子は恐竜から降りた。恐竜は気を失っている陣じんをくわえてジープに乗せ、シエラは見渡すかぎりの砂の海に向かって、両手を口の横に当て、叫さけぶ。

「アルフー！　どこにいるのーっ？」

　だが、返事はない。シエラは泣きそうな顔で、聡子に頼んだ。

「やっぱりアルフは、まだ砂の下なんだわ。本田さんお願い、アルフを早く助けて！　わたしたちを助けたみたいに、恐竜を呼びだすなり何なりできるでしょ？　早くしないと、アルフが窒息死しちゃう！」

「地下何メートルぐらいですか？」

「えっと……五十メートルぐらい？」

「あ、じゃあ無理ですね。恐竜の化石を生骸ゾンビ化するにも、声届かないし」

「あっさり諦あきらめないで！　何か方法はないの？　たとえばこの恐竜に掘らせるとか……」

「それはいいアイディアですね、恐竜は卵を産むときに穴を掘りますし得意分野でしょう。では……どのあたりに埋まってるか、わかりますか？」

「え……」

　シエラはとまどう。すでに皇帝陵の入り口は流砂に埋まり、目安になる地形も全すべて変わっている。何より、入り口から墓所まで長い階段を降りて行った墓所が、地上ではどの位置にあたるのかわからない。シエラは、ふるふると首を横に振った。

「ですよね……。骨の重量だけで十トンぐらいあるんですけど、うっかりアルフさんがいる場所の真上とか踏みつぶすと、とどめをさすことになるかもしれませんね……ククク」

「なんで、そこでククク？」

「掘りますか？」

　聡さと子こはスッと人差し指を上げて黄こう河が巨きよ竜りゆうに命じ、流砂のほうへ一歩歩ませる。シエラは、聡子の後ろで悲鳴を上げた。

「だめええええ！　アルフがつぶれちゃう！」

「つぶさないんですか？」

「なにゆえにつぶすの？」

「邪魔な人でしょう。だって……座ざ堂どう先輩、新あら木き先輩のことを好きですよね？」

「えっ」



    

  
    
      



    

  
    
      　シエラの顔が、ぼっと赤くなる。

「ままままままままさか！　ちちちちちちち違うでござるわよっ？」

「混乱すると語尾が乱れるクセ、どうにかなりませんかね……？」

「と、とりあえず百歩ゆずって、仮に万一わたしが庶民に、少しばかりの好意を抱いているかもしれないと仮定してみるテストをしてみたとして？」

「わかりにくいですね」

「どうして、アルフを殺さなくちゃいけないのよ！」

「邪魔ですから。邪魔者は、消しといたほうがいいでしょう？」

　聡さと子こは冷ややかな目で、クククッと笑った。シエラは、背筋がぞくっとする。

「あなたってほんと、心底聖櫃の妖魔アークダイモンなのね、つくづく」

「座ざ堂どう先輩は、新あら木き先輩を取られてもいいんですか？」

「だ、だから庶民は関係ないわよ！　人間として、見殺しにできるわけないでしょっ？　まして友達なら、なおさらじゃない」

「……あ、なるほど。アルフさんが死んだら、新木先輩が悲しみますよね。自分の恋を成就させるためなら、愛する人が悲しんだってヘッチャラピー、なんてのは本当の愛じゃない……というわけですか。さすがは座堂先輩ですね……ククク……」

「じゃなくて！　この可愛かわいくてセレブのわたしがアルフに負けるわけなんかないじゃない、失礼ね、ってことよ！」

「あ、そっち方向に行くんですか」

「いいから、アルフを助ける方法はないの？」

　シエラは不安そうに、動きが鈍くなった流砂に視線をやる。聡子も、黄こう河が巨きよ竜りゆうの隣で小首をかしげて考えた。

「居場所がわかれば、何とかなるでしょうが……」

「そ、そうだわ！　庶民のお父さんは、数々の古代遺跡をダウジングで探し当てたゴッドハンドの考古学者！　得意のダウジングで探してもらえれば……！」

　と、シエラはわらにもすがる気持ちでジープのほうを見るが、大だい胡ごはシエラパパとともに、酔っ払ってグースカ寝ている。シエラは頭をかかえた。

「肝心なときじゃなくても役立たずなのに、肝心なときにはもっと役立たずー！」

　聡子の力をもってしても無理ということは、本当に無理……ということなのだろうと、シエラは思った。諦あきらめなくてはならないのか、と胸が痛む。

「トーレムも、アルフといっしょに砂の下に埋まっちゃったんだわ。わたしの友達が……猫を脱いでつきあえる数少ない友達が、ふたりもいっぺんにいなくなっちゃうなんて」

　ぽろぽろと、シエラは泣く。

「……新木先輩がいるんですから、友達なんかどうでもいいじゃないですか。人間というのは、わからないものですね……」

　聡さと子こは白けたような目で振りかえってシエラを眺めていたが、ふと、親友の安あん藤どう奈な津つのことを思いだした。

　一人暮らしをしている聡子は、一昨日、夕ゆう也やが塩の柱にされヘロディオンへの旅を決意した直後、奈津に「夏休みのあいだ、親元に帰る」と電話で伝えた。「死者の書ネクロノミコン」の本が入っている、キモブサのカエルのキャラクターが描かかれたポシェット……その中には、お守りが山盛り入っている。どれも奈津が、その夜……つまり出発の前日の夜に徹夜して「フェールト」で手作りしてくれたもので、車のマスコットには「交通安全」、家のマスコットには「家内安全」、ピンクのハートのマスコットには「えんむすび」と刺し繍しゆうしてあり、なんか他ほかにも健康とかなんとかいろいろある。そして「交通安全」に関しては、ヘリコプターが墜落したわけだから、他のも思いっきり効果が無さそうだ。

『いい、さとっち！　実家に帰ったからって、クーラーの部屋でダラダラしてたら夏バテしちゃうからね！　クーラーは省エネ温度の二十八度、ジュースより麦茶、汗をかいたらこまめに下着を着がえる！　のどごしがいいからってそうめんばかり食べてたらバテるから、土用の丑うしの日にはちゃんとウナギも食べるんだよ！』

　同じ中学三年生とは思えないオカン体質の奈津は、昨日の朝聡子が家を出発する寸前まで心配してあれこれ口やかましく注意していた。

「いえ……ちょっとだけなら、わかるような気もしますけどね。ククク……」

　聡子は、ぜんぜん効かないお守りを見てほほえんだ。



　ふたたび地下の墓所に話をもどそう。

　墓所は完全に砂に埋もれたが、アルフのまわりにはまだ空気が残っていた。二人の体は崩れた天井の岩石や、倒れてきた素焼きの円筒のすきまにはさまっていた。瓦が礫れきのすきまからごくわずかに光と風が入ってくるので、かろうじて地上とつながっているようだ。

「ずいぶん深いところに閉じこめられたみたいだね……」

　アルフは人差し指を口にくわえて濡ぬらし、風の流れてくる方向を見た。彼女と密着しているナガシュが、アルフの耳元に顔を埋めてうれしそうに笑う。

『ここは少し光が入るんだな、おかげでおまえの顔が見られていい具合だ』

「墓所の中も少し明るかったね。明り窓があったってこと？」

『ああ、ときどきタルバガンが落ちてくるな』

「タルバガン？」

『でかい地リスさ。目がクリクリしていて可愛かわいいぜ、おまえほどじゃねえけどな』

　タルバガンはモンゴル周辺の荒地に住む、プレーリードッグの仲間である。

「じゃあ地上に繋つながる道があるんだね」

　アルフは瓦が礫れきを掘ろうとしたが、ナガシュに腕を押さえこまれた。

「何すんだよ、放しな！　このままじゃ死ぬだけだ！」

『おまえバカか？　瓦礫を動かしたら、全部崩れてくるだろーが』

　はっ、とアルフは動きを止める。

「……つまり、一気に窒息死しちゃうってことか」

『砂が崩れてきたら、せっかくの可愛かわいい顔が見られねえだろーが』

「どうせあたしはすぐ死ぬさ。水が無きゃ、人間は数日しか生きられないからね」

　ナガシュにはどうせ理解できないだろうと思いながら、アルフは言った。

「この深さじゃ、陣じんたちに見つけてもらうのも無理っぽいし……」

　アルフがもがくのをやめたので、ナガシュはますますうれしそうに笑う。

『俺おれといっしょに、ここにいる気になったか？』

「考えてみりゃ、地上に戻ってもいいことないしね……」

　アルフは、小さくため息をついた。ナガシュが、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

『おまえみたいな綺き麗れいな娘に、〈いいことない〉なんてことねーだろ？』

「どうせあたしはお邪魔虫だよ。わかってんだ、張りあってみてもシエラにはかなわないってさ……なんだかんだ言って、陣はシエラのほうが好きなんだ」

『俺はおまえのほうがずっと好みだぜ。それに、おまえが言ってる意味がわかんねえ』

「何がわからないのさ」

『好きな男が他ほかの女に取られかけてんなら、俺なら意地でも地上に戻って取りかえすぜ。神しん聖せい皇こう帝ていからおまえを奪いかえしたように、世界じゅうを敵に回したって好きな奴やつをこの腕に抱くまで戦うぜ』

　薄暗い瓦礫の下で、ナガシュの青い目がわずかな光を乱反射して、美しく輝いていた。卵から生まれたばかりのヒナ鳥のような、幼い心を持つナガシュのことばは、さまざまなしがらみに縛られたアルフには考えられないものだった。

「あんたはそうかも知れないけど……そうかんたんには行かないんだよ。考えてみな、陣がシエラを好きなら、シエラとくっつくのが陣にとって一番の幸せなんだよ？」

『〈ジン〉とくっつくのが、おまえにとって一番の幸せじゃないのか？』

「あたしの幸せより、陣の幸せのほうが大事さ」

『おまえのかわりに、あの小娘を地下に引き止めておけばよかったな』

「何言ってんだよ。シエラが無事で、あたしはホッとしてるんだよ？」

『あの小娘が〈ジン〉のそばにいたって、おまえには何の得もないだろうが？』

　ナガシュとアルフの会話は、いつまでも平行線をたどる。

　なりふりかまわず愛する人に愛してもらおうとする、そんな、鼻水たらしてピーピー泣きながら親にしがみついて甘える子供のような恥ずかしい行動は、アルフにはできない。

　だが、幼い心を持つナガシュにはそんな抵抗感が無い。思うままに、鋭い疑問を投げかけて、アルフが必死に覆い隠そうとしている心の奥底を暴きだそうとする。

『もう一度聞くぞ。〈ジン〉とくっつくのが、おまえにとって一番の幸せなんだろ？』

「あ……あんたはあたしを嫁にしたいんだろっ？　なんで今さら、そんなこと言うのさ！　あたしはここにあんたといるんだ、それでいいだろっ？」

　ナガシュがあまりにしつこいので、アルフは半分キレながらどなった。怒りすぎて、大きな目に涙がにじんでいた。気づいたナガシュが、その涙を指でそっとぬぐってやる。素焼きの指に、涙がスウッとしみこんできた。

『泣くな、アルフ。おまえが泣くと俺おれの胸が痛い。何も入ってねえはずの、この空っぽの胸が痛いんだ』

　ナガシュは胸を押さえた。胸が痛いのを押さえているのかと思いきや、彼は胸の穴からトーレムを引っぱりだしていた。トーレムのあとから、シエラの携帯電話も出てくる。

『ぷきゅっ？』

　突然意識を戻されたトーレムは何が起こっているのかわかっていないようすで、目を白黒させながら周囲を見回している。アルフはナガシュの胸に大穴が開き、そこからパリパリと小さな音を立てながらひびが広がっていることに気づいた。

「ナ……ナガシュ！　あんた、割れてる！」

『うん、そりゃ割れるだろうさ。哨しよう戒かいに出て、神しん聖せい皇こう帝てい陵より離れすぎた。哨戒隊の仲間は全員動きが止まって割れたが、俺はぎりぎりこの土人形の魔力で動いてたのさ。あっそうか、それで神聖皇帝が倒れても、俺だけは動けてたわけだな。てえことは……やばいな、それじゃこいつ抜いたら俺……動けなくなるじゃねえか』

「知らなかったのっ？　すぐにトーレムを戻しなよ、なんかひび大きくなってるよ！」

　アルフは青ざめる。ナガシュの胸から広がったひびは、すでに首筋から頬ほおのほうまで伸びてきていた。だが、ナガシュは首を横に振る。すでに、トーレムを抜いたことで彼の魔法力が弱まり、体が硬くなって、陶器をこすりあわせるようなきしんだ音が立っていた。

『でもよ……。俺から切り離せば……このちっこい奴やつなら、瓦が礫れきのすきまを通って地上まで助けを呼びに行けるぜ……』

　ナガシュはトーレムを指さした。トーレムは、

『ぷきゅっ？』

　と、あわてて自分自身を指さす。期待の目をこめてナガシュがうなずくと、トーレムは自分がすべきことを理解したようだ。

『ぷきゅー！』

　りりしい顔で敬礼して「了解ラジヤー」のポーズを取ると、トーレムは邪魔になる携帯電話を外し、もきゅもきゅと瓦礫のあいだに体をねじこんだ。

『大丈夫さ……〈ジン〉なら、絶対まだそのへんでおまえを探しまわってる。あの土人形を、すぐに見つけるさ……』

　ナガシュの体から、トーレムから吸いとった泥魔法トウイーンの魔力がどんどん抜けていく。空っぽの胸の穴から魔力がほのかに光りながら雪のようにこぼれ、地面に落ちて消えてしまう。

「なんでこんなことしたんだ、ナガシュ。あたしをここに閉じこめて、嫁にするんじゃなかったのか？」

『んーまあ……そうしたかったけどな。あの土人形が胸の中に入ってるうちにさ……何だか、変な気分になってな』

「あたしは、地上に戻れなくてもかまわないって思ってたのに」

『俺おれもアルフは……〈ジン〉に渡すよりは、死んで俺と地下にいるほうがいいと思ってたけど、なんか違うっつーか……そんな気分になったんだ。墓所の底で、主人を守るために、俺を操ろうとしたあの土人形の影響かな……。やっぱアルフ、おまえが言ったほうが正しかったのかもって……自分の幸せよりも……おまえが幸せなのが、一番いいかもって……俺も、そう思ったのかもしれねーな』

　すでに顔もこわばってきて、しゃべるたびにナガシュの唇の端からひび割れが広がった。

「ナガシュ、もういいからしゃべらないで！　あんた壊れるよ！」

『魔力が尽きれば、どうせ壊れるさ……ほんとは哨しよう戒かいに出て、皇帝陵から離れすぎたときに、ほかの奴やつらといっしょに壊れてたはずだしな。あの土人形を胸の中に入れてたから、保もってただけで……。そうか。俺とあの土人形は似てるんだ。だから、あんなにしっくりなじんだのかもな』

　アルフの肩を撫なでるナガシュの指先が、ぽろぽろと朽ちるように砕けていく。

『俺もあいつも……〈誰だれかに仕えて〉た。命をかけて仕えたい人間がいる……だから、俺たちは似てたんだ』

「神しん聖せい皇こう帝ていのことかい？」

『バカ。おまえの事さ』

　ナガシュの胸の穴が、ピシッと音を立てて砕けた。

『でも、さすがにもう保もたないみたいだな……。あの岩場で動きが硬くなって、こけて、岩で胸を打って大穴開けちまったからな。へへっ、中身が空っぽだからもろいもんさ』

「空っぽなんかじゃない」

　アルフはぽろぽろと涙を流して、ナガシュが割れていくのを少しでも止めようとするように、彼の頭をかき抱く。

「あんたは空っぽなんかじゃないよ、ナガシュ。トーレムがあんたの中にいたからじゃない。あんたは、あんたの意思であたしを助けてくれたんだ。」

『やっぱ、おまえの胸やわらかいな。おまえから抱いてくれるなんて初めてじゃねーか……やっと俺おれに惚ほれたのかよ、ヘヘッ……』

「そうだよ。今なら、あんたの嫁になってやってもいいと思ってるよ」

　アルフはナガシュの頭に顔を寄せて泣くが、もう返事は無かった。ナガシュは固まった表情と、彩色された素焼きの肌をもった「土人形」に戻っていた。

　素焼きの肌に、アルフの涙がしみこんでいった。止めようとしても、ぼろぼろと腕の中で砕けて砂に戻ってしまった。砂はアルフの指のあいだをすり抜けて落ち、とどめておくことができない。止まっていた二千二百年の時が一気に流れ、愛も思い出もすべてを風化させていくように思えた。

　ナガシュがいなくなった穴の中は、がらんとして広かった。さっきまで、狭苦しかったのに……そのとき初めてアルフは、彼がどんなに大きな存在だったかを知った。

　しばらくして、ザクザクと砂を掘る音が頭の上からひびいてきた。黄こう河が巨きよ竜りゆうが、地上に出たトーレムの導きで穴を掘っている音だった。アルフは穴の底にへたりこみ、かつてナガシュだった砂に突っ伏して泣いた。

　きっと地上に出ればもう、こんなに感情をあらわにして泣くことは自分にはできないとわかっていたから、アルフは誰だれも見ていない穴の底で激しく泣いた。



　黄河巨竜がアルフを救い出し、ようやく一行は砂漠を離れた。

　ひとまずジープで西安シーアンに戻って、宿を取る。古い歴史を持ち有名な観光地である西安には、ヨーロッパ風の高級ホテルも数多い。中でも一番高級なホテルの、一番高級なスイートルームを借り切った一行は、砂漠と戦いの汚れをバスルームで落とした。

「ってことでオヤジ二人！　状況をちょっとは理解しろ、酒かっくらって寝てんなよ！」

　陣じんに叱しかられて、高級そうなソファに並んで座っていたシエラパパと大だい胡ごは小さくなっていた。ニコライは、旅先でも執事として完かん璧ぺきに振る舞い、ホテルのボーイよりもはるかに優雅で熟練した動作で、人数分の紅茶を淹いれる。

「まあまあ……新あら木き様、今回は全員無事だったのですから、そのへんで」

「座ざ堂どうが死にかけたってのに、なんでそんなににこやかだよ」

　陣は怪け訝げんそうにニコライをにらむ。シエラは、まだメイド服を着ていた。陣に「ちちんぷいぷい」と頭を撫なでてもらわなければ、彼女は変身が解除できない。変身が解除されると、変身前にいた所……すなわち、黄河巨竜に掘らせた穴の底に戻ることになるわけだから、本当はアルフを穴の底から助け出したときに、ついでに解除しておけばよかったのだ。ところが、ずっとニコライが側そばにいたため、それができなかった。もし陣がシエラにそんなことをすれば、次にまばたきする前にニコライが冷たーい目のままサーベルでまっぷたつにするであろうことは、火を見るよりも明らかだったからだ。

　そのためシエラは、脱げないメイド服のままソファに座っている。お風ふ呂ろに入れなくて、気持ち悪そうな顔をしていた。

　トーレムは、ニコライがお湯を入れてくれたティーカップの中に入って、気持ち良さそうに体を洗っている。シエラが「悪の魔王と戦う使命を持った魔法少女」だと理解したニコライは、トーレムのことも「魔法少女にはマスコットが付随して当然」とすんなり受け入れた。ティーカップに浸つかっている姿は、魔法少女のマスコットと言うよりはゲゲゲの鬼……いや何でもない。

「わたくしはいつでもにこやかですよ、最高の執事として当然のことです」

　目を細めてそう言うニコライの視線の先には、あきらかにシエラをとらえていた。

（あ。こいつ、座ざ堂どうのメイド服見れたから機嫌いいのか……）

　まじめそうに見えながら、いやまじめなだけに余計、ニコライは曲くせ者ものかもしれない。

　紅茶は、いつもニコライが入れるジャムを添えたロシアンティーとは違って、濃厚なミルクで煮出したものだ。インドの「チャイ」に似ているが、香りはあまり無い。

「おかわり。これ、うまいな。何なんだ？」

「康こう磚せん茶です。中国内陸部からモンゴルでよく飲まれている、プーアル茶を磚レンガのように固めて乾燥したもので、ナイフで削り、ミルクで煮込んだものです。遊牧民はこれに塩味をつけ、スープのようにして飲むのです」

　プーアル茶はウーロン茶のように茶葉を発酵させたお茶だが、コーヒーのように黒い。

「ミルクを入れるんじゃなく、ミルクで煮込むのか。どうりで腹が膨れるわけだ、おかわり」

「古代の交易路は、絹のシルクロードだけではありません。中国がわが故郷ロシアなど西方の遊牧民族国家から馬を輸入し、かわりに茶を輸出していた『茶のシルクロード』というものもあったのです」

「これ、塩入れたらポタージュみたいでうまいかもな。おかわり」

「新あら木き様。どれほど飲まれますのでしょうか」

　ニコライは冷静な執事としての表情を崩すまいとしつつ、声のトーンが下がってしまう。

　アルフの剣の魔神の変身は、解けていた。他ほかの妖魔ダイモンを食べることで、アルフの変身は解除される。神しん聖せい皇こう帝ていが倒されたときに、その魔力を条件反射的に自分の体内に吸いこんでしまったようで、変身解除の条件がそろったのだ。しかし、変身を解除したにもかかわらず、アルフもまだお風ふ呂ろに入っていなかった。

　聡さと子こはちゃっかり風呂を済ませて、ネグリジェの上にガウンをかけ、古本屋で大人買いしてきた古書をサイドテーブルに積み上げてむさぼり読んでいる。さっぱりした聡子に比べ、砂でドロドロになったシエラとアルフがますます薄汚れて見えて、ニコライはどうにも気になるようすだ。

「シエラお嬢様、アルフ様、そろそろご入浴なさっては？」

「あっ、いいの、わたしはまだいいの！　アルフ、あなたどうぞお先に」

　シエラはあわてて両手を振り、しっかり猫をかぶったまま、アルフに話を向ける。だがアルフは、辛つらそうな表情でゆっくりと首を横に振った。

「うん……あたしも、まだいいよ」

　そう言うと、アルフは立ちあがって窓から外を見つめた。すでに太陽は沈み、はるかな東の空にさえざえと満月が輝いて、遠い砂漠を照らしている。銀色の波のように見えた。しかしそれは波打つことのない、凍りついたような、時の止まった波だ。

　アルフがどこか辛そうだと、陣じんは何となく察した。でもアルフは気が強いから、慰めることは彼女の弱さを指摘することでもあり、プライドを傷つけると思って黙っていた。

　シエラパパがゴホンと咳せき払ばらいし、ちょっとドキドキしながら言ってみる。

「まあシエラは、あとでパパと入ればよろしい」

「お断りしますわ、パパ」

　にっこり、とシエラは花のようにほほえんだ。陣は呆あきれて額を押さえる。

「オッサン、まだ脳みそに酒が残ってるようだな。くだらねーこと言ってないで、これからどうするか考えたほうがいいんじゃないか？」

「これから……とは、どういう？」

　ニコライが、陣にお茶のおかわりを淹いれながらたずねる。

「どうして、サロメが俺おれたちをわざわざ兵へい馬ば俑ように探させたと思う？　空を飛んでるあいだは追跡できても、地上に落ちたら岩かげや茂みにまぎれて見失ったってことだ。つまり、あいつは『レーダー』とか『ソナー』とか持ってるわけじゃない。ヘロデ王の追っ手には、ふつうの人間の肉眼以上の視力は無いってことさ」

「新あら木き様。一人でお茶菓子を全部お召しあがりになられませんように」

　皿の上に乗せられたお菓子を、しゃべりながら猛烈にパクついていた陣だったが、ニコライが軽くたしなめた。陣が食べていたのは、西安シーアンの名産品であるクルミやナッツやドライフルーツを材料にし、飴あめで固めたヌガーである。米が名産の中国南部ではこれが穀物入りの飴菓子になり、日本に渡って「粟あわおこし」になったようだ。

「別にいいだろ。頭使うと腹が減るんだ。なんたって人間はカロリーの五分の一を脳で消費するんだぜ」

　トーレムも、必要ないと思うのだがいちおうたしなみとして小さなタオルを股こ間かんに当て、ティーカップから出てくるとお菓子の皿に移動して、陣に全部取られるまえにかぶりつく。ほっぺたを頬ほお袋ぶくろ状態にふくらませながら、もきゅもきゅ幸せそうに食べているトーレムを陣はつまみあげた。

『ぷきゃーっ！』

　大きな口の中に放ほうりこまれかけて、トーレムは手足をじたばたさせる。

「あ、すまんすまん。どっちも四角くて茶色いからまちがえた」

「新あら木き様、食品と非食品の見極めがざっくりしすぎです。それにわれわれ使用人は、シエラお嬢様がお食べになったあとで残ったものをいただくのが礼儀です」

「いつのまにか俺おれたちが座ざ堂どうの使用人になってる？」

「話が脱線しているようですから、僭せん越えつながらわたしがまとめますけれど」

　と、聡さと子こが本から視線を動かさないまま口を開いた。

「要するに新木先輩は、見通しの悪いところにいればヘロデ王の追っ手には見つかりにくい、だから空路は使わないほうがいいんじゃないかとおっしゃっているわけです」

「ありがとう。本ほん田ださんがいないと、わたしたち絶対旅を完遂できないと思うわ。戦闘力がっていうより、もう少し根本的な部分で」

　シエラは哀かなしそうな目でほほえんだ。陣じんも脱線を修正して、話に戻ってくる……ただし、お菓子の皿をニコライに返すまえに片手でごっそりつかんで自分の分を確保していたが。

「それに、まわりに何もない砂漠や山地も危ないってことだ」

「しかし陣、おまえが言ったのじゃろ？　人口密度の低いところを行くほうが人目につかず足取りをつかまれないから、砂漠ルートを通ろうと」

「方針転換したほうが良さそうってことさ、親父おやじ。人を隠すには人の中っていうし……親父だって無事にヘロディオンから日本に帰ってこられたのは、都市をつなぐ大陸横断バスを乗り継いだからかもしれないしな」

「太平洋からモスクワまでシベリア横断鉄道一週間の優雅な旅も捨てがたいと存じます」

　ロシア出身で代々ロマノフ王家の執事を務め、故郷に高い誇りを持っているニコライが、気をもたせるような言い方をした。しかし、聡子が首を横に振る。

「鉄道は時刻表どおりに決まった線路の上を走るんですから、もろにこちらの動きが読まれるでしょう。あまり何日も乗るのはギザヤバスですね」

　きっぱり断られて、ニコライは残念そうにうなだれる。恐らく、ロシアの歴史ある都市や自然をシエラに見せて、ちょっと自慢したかったのであろう。

「都市を繋つなぐ……っていうと、人口の多い都市はたいてい海沿いにあるわね。ということは、南へ移動するということかしら？」

　シエラは唇に人差し指を当てて、考える。大だい胡ごがうなずいた。

「そうじゃ、先ほどニコライ君が言ったじゃろう。シルクロードは絹ばかりではない、『茶のシルクロード』もあるとな。われわれは『西さい遊ゆう記き』で有名な遊牧民族のシルクロードを通る予定じゃったが、西アジアの船乗りが開拓した『海のシルクロード』もあるのじゃ。すなわち、インド洋沿岸の都市を繋いでいくルートじゃな」

「大きく南回りになるからいったんヘロディオンから遠ざかる方向になるけど、そっちで行ったほうが良さそうだな。とりあえず西安シーアンから香港ホンコンまで、長距離鉄道で移動するか」

　話をさっくりとまとめて陣がテーブルの上に地図を広げ、予定ルートを書き直す。シルクロード沿いに砂漠と高山を進む西さい遊ゆう記きコースから一転し、香港ホンコン、ベトナム、カンボジア、タイ……という、何やら旅行会社の前に置いてあるツアーのチラシのような名前が並ぶ。すなわち、どれも古くから開けた歴史ある国や都市である。大だい胡ごはうっとりと目を細めた。

「『海のシルクロード』は、古代エジプト文明もインドとの交易に使っておった。われわれの考古学の研究対象としても、一石二鳥じゃな」

「そうだな、一石二シーフードだな。エビの生春巻とかな」

　陣じんもうっとりと目を細める。どうやら康こう磚せん茶を山盛り飲んだ直後だというのに、すでに彼の胃袋はベトナムの夢を見はじめているようだ。その前に一行はまず香港まで移動しなくてはならないはずなのだが。

「この期ごにおよんで食欲旺おう盛せいですことね。おほほほほ」

　ニコライの手前、シエラはブチギレるわけにはいかず、ぴきぴきと今にも崩壊しそうな笑顔を必死に浮かべた。

「……あ、そうそう。新ルートが決まったところで、これ……」

　と、聡さと子こがフロントの呼び出しボタンを押した。すぐにボーイが、銀のワゴンに茶封筒を乗せてやってくる。

「座ざ堂どう先輩、さしあげます」

　聡子は、シエラに茶封筒を差しだした。不思議そうにシエラが開けると、中身は宿題のプリントだった。二セット……つまり、陣の分もある。

「ええっ！　ど、どうしてこれがここにっ？　本ほん田ださん、また何か魔法を使ったのっ？」

「いえ。魔法じゃなくて、ＦＡＸを使っただけですが……ククク」

「ＦＡＸ？」

「ホテルに入ったあと、日本の安あん藤どうさんに電話して……『座堂先輩たちから連絡を受けたんだけど、高等部一年二組の人に宿題を借りて、ホテルにコレクトコールでＦＡＸして欲しい』ってお願いしたんです。ちょうど、安藤さんの後輩の香か住すみさんが、寮にまだ桃もも井い杏あんさんが残ってると情報をくださったので、スムーズに運んだようですね……ククク。あとはフロントに、コピーしておいてもらったんですよ」

「わあ、本田さん、ありがとう！　本当に助かったわ！」

「いえいえ……そのかわり、安藤さんへのお土産みやげをよろしくお願いしますよ。わたしは座堂先輩たちに同行してないことになってますから、わたしのほうからはお土産をあげることができませんからね……ククク」

「本田、おまえほんと頭いいな。俺おれのぶんの宿題まで、サンキュな！」

　陣も感心して、宿題の山をながめた。

「じゃあ、さっそく宿題するかな」

「ええっ？　つ、つい今さっき砂に埋もれて死にかけた人が宿題ですってっ？」

　シエラはびっくりして、目を白黒させる。陣じんは、コピーの枚数を数えながら言った。

「俺おれは、八月下旬になって急に焦るタイプじゃないんだ。夏休みの宿題ってのは、毎日少しずつ計画的にやらないとだろ。もう七月も終わりかけだし、宿題の数を残りの日数で三十等分して、今日のぶんはとりあえず数学の問題集三ページ分かな」

「……え、えらいわね」

「夏休みの終わり、夕ゆう也やにうつさせてやらないといけないしな。それまでに、きっちり仕上げておかないと」

「宇う多た田だくんが宿題をうつす？」

　シエラは驚いて、目をぱちくりとする。

「何びっくりしてんだ。当然だろ、あいつが自分で宿題するタマだと思うか？」

「で……でも、それって、宇多田くんが助かることが前提っていうか。わたしたちが、無事に帰ることが前提っていうか」

　シエラはとまどう。陣はシャーペンをくるくるっと指で回し、当然のように言った。

「そうだけど？　『当然』だろ？」

「『当然』なの……？」

「『絶対』助けるし、『絶対』無事に日本に帰るんだから、『当然』じゃないか」

　あ、とシエラは思いだした。

　陣は戦いの中でも冷静だ。あまり取り乱すことはない。その冷静さで敵の裏をかいてきたのも事実だが、いつも涼しい表情でほとんど焦りもしないようすが、少し冷たいように感じることもあった。けれど、陵りよう墓ぼの中で自分やアルフを見捨てて逃げだした冷血漢……と思っていたが、それが作戦のうちだったことを今のシエラは知っている。

　何があろうと「絶対」自分が助けると思っているからこそ、陣は取り乱すこともなく、冷静でいられるのだ。逆にそうでなければ、「確実に」助けることなどできはしない。

「庶民……」

　シエラの胸が熱くなる。プリントの問題をちらっと見て、少し考えて、頬ほおを赤くして、ちょっと迷って……でもやっぱり意を決して、陣に言った。

「あの。良かったら……わたしの宿題も、見てもらえるかしら」

「えっ」

　陣は驚いて、目をぱちくりする。シエラはいつも、占い師にヤマを張らせてテストにのぞんでいる。一学期末に赤点を取りかけたことを気にしているとしても、努力が好きではないはずのシエラなのだから、ここは「じゃあ、わたしにもうつさせなさいよねっ。っていうか、わたしのぶんまでプリント書きなさい！」とか言うはずである。ニコライがいるから猫をかぶってるのかな、と陣は考える。しかしどういう理由であれ、勉強熱心なのはいいことだと思い、陣はにこやかに立ち上がった。

「よし、じゃあいっしょに宿題やろう。こっちとそっちのテーブルをくっつけるか」

「え、ええ。ありがとう」

　シエラはホッとした表情で、大きくうなずいた。ぱあっとした、可愛かわいい笑顔だ。やっぱりニコライがいるから、猫をかぶってるんだな、と陣じんは確信する。

　ニコライがいるから、ふだんはどうしても陣に対して気恥ずかしさが前面に出るため強がってしまうシエラが、それをうまい言い訳にして素直にふるまっている……という可能性までは、陣は考えがおよんでいなかった。せっかくの「ソロモンの知恵」も、肝心なところではあまり役に立たないようだ。

「くー！　頭いいくせに鈍感ってありえんだろう、おたくの息子さん！　たくもー！」

「何怒っとるのじゃ、座ざ堂どうさん」

　ハンカチを噛かんでいるシエラパパに、大だい胡ごは呆あきれた目を向けていた。



　シエラと陣が顔をつき合わせて宿題を始めた。いつものアルフなら少しは二人のことが気になるところだが、今だけは陣よりも、はるかなる砂漠に視線を向けていた。砂漠の中に浮かぶ大都市のきらびやかな灯あかりが、蜃しん気き楼ろうのように見えた。

　蜃気楼の別名は、空中楼ろう閣かく。現実ばなれした高望みや、むなしく消え去る夢のこと。砂上に崩れる蜃気楼のように、神しん聖せい皇こう帝ていの野心もナガシュの心も、今は深い砂の中で眠っている。遠い目でじっと砂漠を見ているアルフに気づいて、トーレムが近づいてきた。

『ぷきゅ、ぷきゅ？』

　トーレムだけは知っている。心配そうな目でアルフを見あげるトーレムを、アルフはつまみ上げて胸に抱きしめた。

「ありがと、トーレム。優しいね……」

『ぷきゅー……』

「あんたにもわかるんだね、ナガシュの気持ちが。ナガシュが言ってたよ、あんたと自分は似てるって」

『ぷきゅ、ぷきゅう』

「心配ないよ、あたしは大丈夫さ。でももう少しだけナガシュのそばにいてあげたいんだ」

　アルフの全身を包む赤茶けた土ボコリが、かつてナガシュの一部だったことをトーレムも知っている。

「だってあいつは……二千二百年もあたしを待ってたんだからね」

　切ない微笑を浮かべて、アルフは遠い砂漠を見つめる。トーレムはその肩によじのぼり、ナガシュのかわりにはなれないかもしれないけれど、せめて少しでもアルフをなぐさめようと、小さな体で両手を広げてアルフの頬ほおにぴとっと抱きついた。



　翌日の早朝、陣じんとシエラは二人でこっそりと黄こう河が巨きよ竜りゆうが掘った穴の底へ行き、シエラの変身をようやく解除した。

　その後、シャワーを浴びるひまもなく、シエラたちは列車に乗って西安シーアンを離れた。西安をシエラたちの乗った列車が旅立った。

　それからずいぶんして……砂漠に埋もれた神しん聖せい皇こう帝てい陵の跡地から、突如砂煙が吹きあがった。竜巻のようにぐるぐると回転し、遠心力によって砂漠はすり鉢状にへこんで、周囲に砂を吹きとばす。

　回転を起こしているのは、円を描いて高速で動く数十個のドクロだった。深くへこんだ砂の底から、サロメが姿を現した。

「ようやく……地上か」

　サロメは大きく息をついて、ドクロのひとつに腰かけ、空中高く飛びあがる。

　回転していたほかのドクロは、回転をやめてサロメのもとに集う。巻きあがった黄色い砂煙は、風に吹かれて炎のようにたゆたっていた。

「ジンたちの気配が消えた……完全に見失った。百の首よ、奴やつらを探すのだ！」

　サロメが地平線を指さし、命令する。百の首……といっても、もともとサロメの首を飾る百個の真珠の姿をしていたドクロたちは、サロメが日本で春はる紗しや学園の学生寮を攻撃したときに反撃を受けて破壊され、数は半減しているのだが。



    

  
    
      



    

  
    
      　ドクロは命令どおり四方八方へ飛び去ったが、ひとつだけ残っているドクロがいた。暗くからっぽの眼がん窩かの底から、じっとサロメを見つめている。

「どうした。おまえも行くがいい」

『ソロモンの知恵者は抜け目がありません。空路で足取りをつかまれるとわかれば、地上を行くはず。今から探しても、なかなか見つけだすことは難しいですぞ、サロメ様』

「そんなことはわかっている。だから、早く探せと言っている！」

『なぜ、すぐに砂の中から脱出を始めなかったのですか？』

　ドクロに問われ、サロメはぐっとことばを詰まらせる。

「そ……それは、戦いのダメージが大きかったせいだ。回復に時間が必要だったのだ」

『剣の魔神とソグド兵の声が聞こえていました。すぐに脱出を始めると、剣の魔神が砂に巻かれて生き埋めになるから……では？』

「ばかな。奴やつを生かしてわらわに何の得がある？」

『愛する者のため自らは砂に還かえることを決意したソグド兵の〈思い〉を、無駄にしたくなかったのでは……と』

「わらわに何の得があるというのだ！」

『これは……ヘロデ王に報告すべきかも知れませんな、サロメ王女』

　サロメは目を吊つりあげてドクロをにらむと、赤いスカーフを鞭むちのようにはなった。ドクロは木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散り、砂漠の上に降りそそぐ。

「あのお方のお心をわずらわせる必要はない。なぜなら……このわらわが、あのお方が完全に力を取りもどされるまえに、必ず全すべてを終わらせるのだからな」

　サロメははるかな西の地平を見つめる。遠い西、イスラエルのヘロディオン……そこに、サロメの偉大なる大王ヘロデがいる。墓所ヘロディオンの暗い地下で、魔力の回復とサロメの帰りを待っている、たった一人のサロメの王がいる。

　ヘロデに殉じゆんじる覚悟のサロメが、アルフに殉じたナガシュの心に同情したかと問われればそうかもしれない。しかし、ヘロデに殉じる覚悟であればこそ、サロメはその気持ちを否定せねばならない……それは「裏切り」に他ほかならないからだ。

　ふたたび陣じんたちとの戦いに戻るため、サロメもまた彼らを探し砂漠の空高く姿を消した。



　日本からヘロディオンまで、九〇〇〇キロ。

　シエラたちの現在地、西安シーアン。ヘロディオンまで、

　あと七〇〇〇キロ……。



    

  
    
      


二話　説せつ子この抱き枕まくら





　陣じんたちが出発する前日……すなわち、陣たちが神しん聖せい皇こう帝ていと戦う前々日の夕方に時間を戻そう。タイミング的には、夕ゆう也やが塩の柱にされた少し後である。

　春はる紗しや学園高等部一年十三組、毒どく呂ろ説せつ子こは、せっかくの夏休みだというのに悩んでいた。

　説子の部屋は、軽音楽部の部員仲間、宇う多た田だ夕也の写真およびそれを加工したオリジナルグッズで埋めつくされている。といっても、毒舌なくせに照れ屋さんな説子には夕也を隠し撮りする度胸がないため、写真は全すべて一年二組のクラス写真から拡大したものである。

「はー……。もう一日間も宇多田に会ってない……」

　説子は夕也の顔写真をどアップにしてアイロンプリントで貼はりつけたクッションを抱きしめながら、ため息をつく。ゴス系ファッションの説子は、夏だというのに銀の鋲びようや鎖で飾られた、黒いビニールレザーの服を着ている。もちろんそのままでは蒸れて暑いので、極力肌を出すようセパレート水着のようなデザインだ。

　説子が夕也に最後に会ったのは、きのうのことだ。夏休みが始まって一週間が過ぎ、夕也が「明日、帰省する」というので寮に会いに行った。男子寮「橘たちばな寮」は以前まで女人禁制だったが、いろいろあって、今は玄関ロビーまでなら入ることができる。

　夏休みが明けるとすぐに文化祭の準備が本格化するから、それまでに「得意な楽器はエアギター」な夕也がまともに演奏できるようになるよう、説せつ子こは「よいこのギター教本」を買ってきて帰省中練習するようにと渡したのだ。なのに、きょうの夕方になって急に陣から、「宇多田は帰省せずに俺おれと『自主的に軽音楽合宿』するから！」と妙に焦った声で電話がかかってきたのである。

「きのうは、帰省するって言ってたくせに……、どうして急に新あら木きくんと合宿なんてことになったのかしら。あたし、プレッシャーかけすぎたのかな……」

　夕也の実家なら、場所は職員室に忍びこんで調べたから説子はばっちり知っている。個人情報保護法とかいろいろ問題ありそうだが、とりあえずいつでも会いたければ会えると思って油断していた。まさか「行方知れず」になるとは思ってもいなかった。

「軽音楽の合宿なら、あたしも一緒に連れていくもんじゃないの？　宇多田はともかく、新木くんがそのへんきちんと考えとくべきじゃないの？　そんなことも考えられないような役立たずの脳ミソは、ストローで吸いだして代わりにヌカミソでも詰めとけばいいのよ。そのほうがナスでも漬けられて、まだ世の中の役に立つってもんだわ」

　説子の毒舌はあいかわらず。もし陣がまともにここで聞いていたら、その場で便所に飛びこんでスンスン泣き出しかねないほど辛しん辣らつである。

　でも考えてみれば、同じ軽音楽部のシエラもついさっき、「明日から自家用飛行機で海外にバカンスに行くことになったの」と、急に電話をかけてきたのである。ということは、説せつ子こが陣じんたちに混じったとしたら、男二人に女が一人である。ふつう、この状態で女の子を合宿に誘ったら、十中八九身の危険を感じて断られるに決まっている。

「そうか、新あら木きくんが気を回しすぎてあたしをハブにしたということね！　自分が座ざ堂どうさんに置いていかれたものだから、あたしと宇う多た田だも引き裂くつもりなのね。なんて心の狭い男かしら、まさに楔くさび形がた文字のように心がささくれ立っているんだわ！」

　念のためにフォローしておくが、楔形文字がトゲトゲしく見えるのは、心がささくれているからではなく、柔らかい粘土板に葦あしのペンを押しつけるようにしてクサビのような三角の線を書くからである。

　しかしどんなに陣を恨んでみても、夕ゆう也やに会えない寂しさをごまかせないことに気づいて、説子は立ちあがった。

「そうだわ！　こういうときこそ、新しいグッズを作るべきなんだわ！」

　その方向性は、明らかに違うと思う。だが説子は、夕也への熱いパッションを抑えきれず、クラス写真を持ってくると夕也が写っている部分をスキャナーでスキャンし、パソコンで拡大する。もうクッションもコップもキーホルダーもバッグもタペストリーも作ってしまったし、何を作ろう……と、説子は考える。考えて、ぼん、と顔を赤くした。

「……夏休みいっぱい会えない寂しさを埋めるには……宇多田がいつもあたしのそばにいてくれればいいわけよね」

　もちろんベッドの上の天井には夕也のタペストリーが貼はられ、仰あお向むけに寝ると夕也と対面するようになっている。でも距離が遠くて、幽体離脱した人が見下ろしているような位置関係でもあり、今ひとつ萌もえにくい。

　クッションはすぐそばにあるけれど、顔だけである。たまにクッションを抱きしめるけれど、生首を抱きしめているような気もする。

　そのふたつの欠点を補いあう最強グッズを、説子は思いついた。要するに、タペストリーがクッションになればいいわけである。

「……抱き枕まくら！」

　説子は力強くそう叫さけぶと、布と中綿を買いに、夕暮れの街へ飛びだした。



　説子は、駅前のデパートのブックコーナーにやってきた。

　夕也はヒョロヒョロしているが、けっこう背が高い。等身大の抱き枕を作るには、布が百八十センチ必要だ。それに夕也の姿をプリントするためのプリンター用アイロンプリント用紙がいったい何枚要るのか……中に詰める中綿は何パック要るだろう、それとも使っていない布団ふとんか毛布でも丸めて入れておけばいいだろうか……。

　抱き枕まくらの作り方なんて見当がつかないので、とりあえず手芸本が並んでいる棚の前で何か参考になる本は……と探していると、横からにゅっと手が伸びてきた。

「はい、ちょっとごめんなさいよ」

　その手には『親友とペアで作る☆キュートな手作りフェルトマスコット』という本がつかまれている。取っていく手を視線で追った先に、安あん藤どう奈な津つがいた。奈津は説せつ子こと目が合った瞬間、あわてて頭を下げた。

「わっ、高等部の毒どく呂ろ先輩！　すみません、先輩だと思ってなくて失礼しました！」

「先輩？　あんたあたしの後輩なの？」

「中等部三年で家庭科部部長の安藤です、毒呂先輩は軽音楽コンクールでの快挙を学校新聞で見て思いっきり存じあげてます！」

「ああ、あの壁新聞か……」

「友達が明日、実家に帰っちゃうって今、急に電話があって……。交通事故とか心配だし、今夜徹夜してお守りをいっぱい作るつもりで、本とフェールトと中綿をを買いにきたんだけど、憧あこがれの毒呂先輩に会えるなんて超感動だな！」

　言動がいちいちオカン体質な奈津は、フェルトのことを「フェールト」とのばすクセがある。奈津の押しの強さに、テンションの低い説子は戸惑って「え、あ、そう？」ぐらいしか返事できない。



    

  
    
      



    

  
    
      　ついでに、奈な津つは中学生のくせに説せつ子こより背が高いしプロポーションはいいし、確かにファッションセンスは中学生っぽくてヒラヒラしたサマーブラウスやスカートを着ているけれど、それだけに胸のたわわっぷりとのアンバランスさが強調されている。説子はちょっとだけ、自分のぺたんこの胸が気になったりした。

「なんだか、あっちもこっちも急にどこかに行く人ばっかりね……」

「まー夏休みはそんなもんっしょ。キャンセル空きで急に旅行に行くことになるとか、多いじゃないっすか」

「……それにしたって……」

　陣じんと夕ゆう也やに置いていかれたことがまだ胸にひっかかっていて、説子は表情をくもらせる。それに気をつかったのか、奈津がひときわ声を明るくして話題を替えた。

「毒どく呂ろ先輩も手芸とかするんですか？　ステージ衣装なら、良かったらあたし作ってみたいな。これでも家庭科部の部長なんですよ」

「ステージ衣装じゃなくて、抱き枕まくらなんだけど」

「あー、抱き枕！　今はやってるんですよね、安眠にすごくいいんですよ。あたしもフェールトで作りましたよ、フェールトで」

「それ、暑苦しくない？」

「うん、あたしよく暑苦しいって言われるんですけど」

「いや、そっちじゃない」

「毒呂先輩はクールですよね、かっこいいですよね！　あたしもこんなスレンダーでクールな服着てみたいな。フェールトで作れますかね？」

　奈津は、説子の周りを人工衛星みたいにくるくる回る。人懐っこいを通りこして、ものすごく押しが強くてなれなれしい。

「なんかあなた、若いのにおばちゃんみたいね」

「あ、よく言われます。ははは」

　説子の毒舌もカラッと受け流してしまう奈津の笑顔を見ていると、説子はため息が出た。

「……あたしもそれぐらい押しが強ければ、置いていかれずにすんだのかな……」

　泣く気なんて無かったのに、両目からぽろぽろっと涙がこぼれる。

「……あ、あれ？」

　あわてて目を押さえるが、涙が止まらない。奈な津つはびっくりして、自分より背が低い説せつ子この肩を両手で支える。

「ど、どうしたんですか、毒呂先輩？　友達と百貨店来てはぐれて迷子になってたとか？」

「ほっといてよ……なんでそんなにおせっかいなのよ……っ」

　強気を振り起こそうとして毒舌を吐こうとするも、声が弱々しくて毒舌にならない。奈津はちょっと考えて、説せつ子こをブックコーナーの片隅にある喫茶店のほうへ押していった。



　説子が涙ぐんでいて声が出せないので、奈な津つがかわりに二人分の注文をした。

　グラタンとグレープフルーツジュースのセットに、二人でつまめるようサンドイッチがひとつ。いつもあまり食べないし激苦ブラックコーヒーを飲む説子にはありえない選択肢だ。さすがに説子は声を上げた。

「な……何か多くない？」

「え？　だってもうごはんの時間じゃないですかいただきまーす」

　奈津はぱくぱくとおいしそうにグラタンとサンドイッチをたいらげていく。説子は目をぱちくりしながらも、少しずつ食べはじめた。

「何か……迷惑かけたみたいね」

「えー、全然迷惑なんかじゃないですよー！」

　奈津は右手を、手首を支点にぱたぱたと上下に振る。とてもおばさんっぽい。若いのに。

「あたしも家庭科部の後輩の香か住すみが今日帰省しちゃったうえ、さっきも言いましたけど、親友までさっき突然電話をかけてきて、明日から帰省しちゃうっていうんで、寂しかったんですよね。図書委員の本ほん田ださん知ってます？　髪長くて眼鏡かけてて、すっごい可愛かわいい子なんだけど」

「髪長くて眼鏡かけてる子はいたけど、すっごいっていうほど可愛かった記憶はないわ」

「その子、さとっちって仇あだ名ななんですけど、ほっとけないんですよねーなんか。まーでもさとっちはクールだから、あたしみたいなのがそばで騒いでるとうるさいのかなって思いますけど。だから、帰省しちゃうのかなー。去年の夏休みは二人で毎日、図書館行って宿題したり遊んだりしてたのに、もしかして避けられてるのかな……。今日の昼間、図書館で本の整理してるのに押しかけていって、邪魔しちゃったのかな……。あんまりひっつきまくってお守りあげたりしても、迷惑なのかなー……」

　底抜けに明るいと思っていた奈津が、一瞬寂しそうな表情を見せる。説子は意外な表情を見て目をぱちくりとした。説子が自分を見ているのを見て、奈津はあわてて笑顔を作る。

「あっ、す、すみません！　あたしのことなんてどーでもいいんだよって話ですよね！」

「あたしにつきあってるより……明日から帰省なんだったら、その本田さんのところに行ってあげたほうがいいんじゃないの？」

　説子に指摘されて、奈津はブルブルッと首を横に振る。

「だ、だって憧あこがれの毒どく呂ろ先輩といっしょにお茶できるなんて、すごいうれしいですし！　あたしも毒呂先輩ぐらいクールなら、さとっちにつりあうのにな……あ、いやいや」

　口を開くたびに聡さと子このことが出てしまうようだ。奈津はあまりしゃべらないようにと思ったのか、ウェイトレスを呼んで追加注文する。

「すみません、ミートスパとホットケーキお願いします！」

「ちょ、ちょっと！　あたし、そんなにお金持ってきてないわよ」

　ワリカンにされると思ったのか、説せつ子こがあわてて財さい布ふを見る。奈な津つは、首を横に振った。

「大丈夫です、このお店あたしがおごりますから」

「おごるって、全部で五千円ぐらいになってない？　あたしの中学生時代の一ヶ月のお小遣いが五千円だったわよ？」

「ですから大丈夫です。すみません、もう一品追加お願いします」

「まだ追加するのっ？」

「『チャレンジチョコパ』お願いします」

　奈津の笑顔に、ウェイトレスの顔からサーッと血の気が引いた。



　説明しよう。

　チャレンジチョコパとは、バケツぐらいの大きさのグラスにコーンフレーク三箱とアイスクリーム一キロをぶちこみ、バナナをさりげなく一房あしらったチョコレートパフェである。十分で完食すると、五千円分のデパート商品券がもらえるという。

「シェフ！　あの娘がまた来ました！」

　ウェイトレスが真っ青になって厨ちゆう房ぼうにやってくる。厨房にいたシェフも、顔が真っ青になった。

「ま、また来たのか……！」

「だから学生がたくさん来るブックコーナーでチャレンジチョコパとかやめようと言ったんです！　あいつら成長期だから、おやつに食パン一斤きんとか平気で食うんですよっ？　あの娘、グラタン食べてミートスパとホットケーキを追加注文した上でのチャレンジチョコパですよ、どんだけ！」

「ミートスパとホットケーキを追加注文した、だと？」

　絶望していたシェフの顔が、邪悪な笑みにゆがんだ。

「フフフ……それはいい。それはいいぞ……」

　シェフは手を伸ばすと、スパゲティの袋をわしづかみにする。

「おのれの胃袋におごったか、小娘！　シェフの意地にかけて貴様にチョコパは完食させはせぬぞ、今日が貴様の命日と知れィィィッ！」

　地獄の釜かまのように激しく沸きたつ鍋なべに、シェフはスパゲティを一袋、一気に投げこんだ。



　一袋一キロのスパゲティは、ゆでると二・四キロになる。皿の上からこぼれ出しそうな勢いでどっかりと盛られたスパゲティが、奈津の前に運ばれてきた。説子の目が点になる。

「ちょ……ちょっと多いんじゃない、それ？」

「多くないですよ、いつものお皿ですし」

「いや皿じゃなくて上。高さ」

「やっぱりあたし、さとっちのところに行ったほうがいいんですかねー……」

　奈な津つは心ここにあらずといったようすで、スパゲティにパルメザンチーズをシャカシャカとかける。心がここに無いので、スパゲティの高さが異様であることに気づいていないようだ。

「ちょっと！　この上にまだカロリーを加えるのっ？」

「すみません、毒どく呂ろ先輩につきあうつもりだったのにあたしの話につきあわせちゃってますよねー。さとっちも、あたしがほっとけないから世話してあげないとって勝手に思ってるだけで、ほんとはさとっちのほうがつきあってくれてたのかもしれないですよねー」

　ちゅるちゅるちゅる、と気持ちが入らないようすで、奈津はスパゲティを食べる。うかない表情をしているのに、スパゲティの山がどんどんへこんでいく。

「やっぱ、あたしってちょっとウザかったのかな。避けられても、しかたないですよね」

　スパゲティの皿が空っぽになった。ウェイトレスが、震えながらホットケーキの皿を持ってくる。

「……ホットケーキ、お待たせしました……」

　お皿の上に、ホットケーキを二枚重ねたものが乗っている。一枚あたりホットケーキミックスを一箱使い、ホットケーキというよりふつうのケーキぐらいの高さになっている。それが二つ重なっているので、テーブルに置くと目の高さまで来ている。奈津はうかない顔でその上にバターを塗りたくると、メープルシロップをかけ、ステーキのようにナイフで切りとりながら食べはじめる。いくら何でも気づいてないのかと思いながら、説せつ子こが指摘した。

「安あん藤どうさん。そのホットケーキ、明らかにホットケーキじゃないよね？」

「……あっ！　本当だ、家庭科部部長のあたしとしたことが！」

　奈津の声を聞いて、厨ちゆう房ぼうでシェフがビクッとする。

「や、やっぱり何かおかしいと気づいたかっ？」

「シェフ！　だから、こんな明からさまな工作はよくないと言ったんですよ」

　ウェイトレスも泣きそうな顔をしている。奈津は、頭をかかえた。

「あちゃー、さとっちのことで頭がいっぱいで、あたしとしたことが」

「これ、明らかにおかしいでしょ。返品できるんじゃないの？」

　説子のことばに、奈津はブルブルッと首を横に振った。

「返品なんてとんでもない、あたしの間違いなのに」

「は？」

「『ホットケーキの正しい食べかた』はッ！　まず、二枚のホットケーキそれぞれに、バターを塗ったのち、それを二枚きっちりと重ねてから食べやすい大きさに切り！　しかるのちに、シロップをかけるんです！　なのに、なのに切るまえにシロップをかけてしまったっ、あたしとしたことがァァーっ！」

「ふーん」

　説せつ子この目から光が消えた。

「まーでもどうでもいいんじゃない？　ホットケーキミックスの箱のホットケーキは、切ってないやつにバターを乗せてシロップかけてるし」

「それじゃあシロップが、ホットケーキの表面を流れて底にたまっちゃうんです！　ホットケーキの表面はバターでコーティングされているので、そのままではシロップがからみません。全部切ってからシロップをかけることで、スポンジ状の断面にシロップがまんべんなく吸い取られ、えもいわれぬハーモニーを奏でるんです！」

「でも、そもそもこれホットケーキの体裁を成してないよね？」

「そうです、あたしが先にシロップをかけてしまったから！　家庭科のうんちくでは誰だれにも負けないこのあたしが！　せっかくのホットケーキをこんな失礼な食べ方してごめんなさい、お店の人！」

　でもおいしいので、奈な津つは全部食べてしまった。

「そっち方向で謝られてもなー……」

　死んだ声でつぶやきながら、シェフはチャレンジチョコパを作った。それを何事もなかったようにぺろりと食べてから、奈津は両手をぽんと合わせて頭を下げた。

「ごちそうさまでした」

「だ……大丈夫なの、おなか？」

　説子は震える声でたずねる。奈津は、こくんと可愛かわいくうなずいた。

「はい、そこそこおなかいっぱいにはなったんで大丈夫です。いちおう腹八分目にしておかないと、太っちゃうんですよねー」

「いや、そっち方向で『大丈夫？』って聞いたわけじゃないんだけど言ってもわからないだろうから言うのやめた」

　厨ちゆう房ぼうではシェフが床にくずおれ、完全敗北に打ちひしがれていた。ウェイトレスはカチカチと歯の根が合わずに震えながら、五千円のデパート商品券をお盆に載せて持ってきた。



　もらった五千円の商品券で支払いをすませてから、説子と奈津はデパートを出た。もともと、二人とも家を出たのが夕方だったうえに、喫茶店に長居したので、すっかり夜になっていた。

「すみません、毒どく呂ろ先輩。あたしの愚痴で時間とらせちゃって……百貨店の閉店時間になっちゃって、先輩、布とか買えませんでしたね」

　奈な津つは星がまたたく夜空を見あげて、申し訳なさそうに言った。

「あたし、やっぱりちょっと友達とのつきあい方とか、自重したほうがいいのかな……」

「自重するべきところは、そこじゃないっぽいけどね」

　説せつ子こは乾いた笑みを浮かべ、あんなに食べたのにほとんど出っぱっていない奈津の胃袋を見る。もしかすると奈津の胃袋はたわわな胸の中にあるのかもしれないと本気で考える。

　でも奈津がけっこう本気で落ちこんでいるようなので、説子は言った。

「……でも。その本ほん田ださん、だっけ。ウザがってるとかは、無いと思うな」

「ほんとですか？」

　驚いたように、すがる目で見つめてくる奈津を見て、説子は実感した。押しが強くて馴なれ馴なれしくてにぎやかな彼女は、ちょっと夕ゆう也やに似ている……と。

「うん。たぶん、自分のほうからどんなふうに相手と接したらいいのかわからないから、そっけなく見えるだけで……ほんとは、自分から近づいていけないぶん、うるさいぐらい強引にくっついてきてほしいって思ってると思うよ」

「そうでしょうか？」

「うん。でも自分から『そばにいて』って言えないのよ……いや、あくまでもあたしの想像だけどね、あくまでもよ？」

「さとっち、一人暮らしだし、ずっと一人だから、一人でも平気って感じだし」

「だけど本当に一人で置いていかれたら、ものすごく寂しいと感じるのよ。想像だけど。でも性格上、寂しいからそばにいてほしいって言えないのよ。想像だけど」

「なるほど……。さすが毒どく呂ろ先輩、ハートにひびく歌作るだけあって洞察が深いですね。じゃああたし、やっぱりこれからさとっちに会いに行ってあげようかな」

「そうしたほうがいいと思うけど。ぜったい、喜ぶと思うから。うれしそうな顔をしなくても、ほんとはすごく喜んでるから」

「そうですね。そうします！」

「夏休みいっぱい会えないんだから……きちんとお別れしないと本田さん、すごく寂しがると思うわよ」

「わかりました！　明日も、さとっちが家を出発するまで見送ります。フェールトのお守りも、気合いを入れて作ります！　やっぱり今日、毒呂先輩に会えてよかった。アドバイスありがとうございます、それじゃっ！」

　奈津は心からうれしそうにそう言うと、いてもたってもいられず、聡さと子この家のほうへ走りだす。あれだけ大量に食べたのに、その足取りは羽のように軽い。

　奈津がいなくなって、説子はまた一人ぼっちになった。夕方になって風が強くなりはじめ、夏なのにちょっと寒くなった。

「いいのよ。あたしは、一人でも平気だし……」

　別に、何か期待していたわけでもないし……と、心の中でつぶやいて、説せつ子こは一人、家に帰ろうとする。抱き枕まくらの作り方の参考になるような本も見つからなかったし、布も買っていないし、今日は何となくよけいに寂しくなっただけだったな……と思いながら、とぼとぼと歩いていると、後ろからものすごい勢いで誰だれかが追いかけてきた。

「毒どく呂ろ先輩ーっ！」

　振りかえると、奈な津つだった。たわわな胸をちぎれんばかりに揺らしながら走ってくる。

「何、忘れ物？」

　期待してはいけない、と自分に言い聞かせつつ、冷静な表情を作って説子はたずねる。

「忘れ物です！　あたし、なんで喫茶店に入ったのか忘れてて！　もともと毒呂先輩が泣いてたんですよね！」

「あたしは別にいいのよ。本ほん田ださんのところに行ってあげたら？　もうすっかり夜だし、女の子がウロウロしてると危ないんじゃないの？」

「毒呂先輩、本当に一人で置いていかれたらものすごく寂しいって言ったじゃないですか」

「本田さんがね」

「そうかもしれないですけどっ！」

　と、奈津はいきなり説子を抱きしめた。中学生のくせに説子より背が高いので、細い体が包みこまれてしまう。豊かな胸が、温かくて柔らかい。説子はどぎまぎして、目を白黒させた。

「な、何やってんの？」

「抱き枕作るって言ってましたよね！　今日と明日はさとっちのところに行きますけど、明後日、材料持って先輩の家に行きますから！　予定とか、構いませんよねっ？」

　強引にそう言って、奈津はふたたび走り去っていく。

　説子はしばらく狐きつねにつままれたような顔をしていたが、自分が喫茶店で奈津を励ますために言ったもろもろのことばを思いだした。

「あ……。もしかしたら、あたしが自分のことを言ってる……って、気を回したのかな」

　説子の白くて冷たい頬ほおに、少し血の気がさした。汗が出るほど、暑くなってきた。奈津のことばを思いだすたび、夕ゆう也やのことを思いだした。いつも顔を合わせれば毒舌を吐いてケンカしてしまう夕也だけれど、奈津が聡さと子こを思うように、彼が自分のことをとらえていたのかも……と思うと、心が温かくなった。

「おせっかいね、たしかに暑苦しいわ。抱き枕なんか要らないぐらい、暑苦しいわ。まあ一人ぼっちの後輩につきあってあげるのも……先輩の義務かもね」

　説子はクールに髪をかきあげた。足取りが軽くなる。夏の夜風は、温かかった。

「あ。でも……彼女が遊びにくるならお茶菓子、ポテチ十袋ぐらい要る？」

　お小遣いの残金を考えたとき、説子の胸に再び冷たい風が吹きぬけた。



    

  
    
      


三話　南海のカジノロワイヤル





　爽さわやかな朝がきた。

　ここは中国の南端、南海に浮かぶ島、香港ホンコン島とう。かつて白びやく檀だんという香木を生産し中国へ船で出荷していて、港が香木の匂においで溢あふれていたことからついた名前である。

　しかし陣じんの香港ホンコンの朝は白檀の香りではなく、プーアル茶とシュウマイの香りで始まる。

「素晴らしい！　これが本場の飲茶ヤムチヤか！」

　飲茶は、香港や中国南部の習慣で、朝食やおやつに用いられる。中国茶を飲みながら「点心てんしん」と呼ばれる軽食を食べるのだ。

「新あら木き様、プーアル茶をお淹いれしましょう」

　執事のニコライは朝からシャワーを浴びて身を清め、列車での長旅の疲れを全く見せないパリッとした立ち姿で、コーヒーのように黒いプーアル茶をそそぐ。

　陣たちは西安シーアンから、香港行きの長距離鉄道に乗ってこの香港までやってきた。山地を通るので追っ手に見つかりにくいと考えたのだが、三十時間もかかってしまった。おかげで、暇をもてあました陣とシエラは現代社会の宿題のプリントを全部仕上げたわけだが、座りっぱなしの一行はお尻しりが痛く、ホテルに入るなりぶっ倒れて寝てしまったのだ。

　しかし、もちろん陣の胃袋も長旅の疲れを全く見せていない。香港の高級ホテルのスイートルーム。一流シェフが手塩にかけた「点心」が、大きなテーブルから溢れそうなほど、ずらりと並んでいるのを見ると、条件反射的におなかが「ぐう」と鳴る。

「ニコライ。『点心』は『飢えた心に食欲の火を点つける軽食』という意味だ。英語の『朝食ブレツクフアースト』、つまり『寝ているあいだの断食状態を壊すもの』に似ているとは思わないか。やっぱり世界中みんな、朝起きたら腹が減るんだよな」

「おなかがすいて寝てられない、というのはいかにも成長期っぽいですが……少々、注文しすぎではありませんか」

　ニコライはなかば呆あきれながら、テーブルの上を見回した。そこは点心の見本市のようになっている。

　点心には、軽い食事である、というほかに決まりはない。

・主食系……おかゆ、湯麺タンメン

・軽食系……肉まん、饅頭マントウ（具のない肉まん＝中国風蒸しパン）、肉ちまき

・副食系……しゅうまい、ギョウザ、春巻、揚げ餅もち

・おやつ系……マーラーカオ（中国風蒸しカステラ）、桃もも饅まん頭じゆう、ゴマ団だん子ご、杏仁あんにん豆どう腐ふ、マンゴープリン

　ざっくり分けてもこれだけある上に、さらに具違いなどを入れると、点心てんしんの種類は軽く百種類をこえるだろう。陣じんの目の前には、饅まん頭じゆうやギョウザを蒸すせいろだけでも三十個以上並んでいる。

「ルームサービスのメニューを見ても、どんな料理かよくわからなかったから、とりあえず頼んでみたんじゃないか。あ、これうまい」

「ゴマ団だん子ごですね。あんこの入った餅もちのまわりにゴマをつけて揚げたものです」

「うまいうまい！　こんなにうまいお菓子は、東京銘菓『ごまたまご』以来だ！」

「『ごまたまご』がうまいのは、ネーミングでしょう」

「誰だれがうまいこと言えと」

「ってちょっと！　なに二人でうまいうまい言ってんだよ！　三十時間も列車に乗って疲れてるんだから、もうちょっと寝かせなよ！」

　スイートルームの部屋と部屋を仕切る扉をバターンと開けて、アルフが怒った。アルフのパジャマは長いＴシャツだ。

　そこは女子部屋で、シエラと聡さと子こもいた。二人とも、まだそれぞれのベッドの上で、すーすー眠っている。シエラはフリルたっぷりで肌の露出が少なめのアンティークドールのようなネグリジェを着ていて、布団ふとんの隣にはトーレムがちょこんとこんな顔で寝ていた。この説明だと、どれが目でどれが口かよくわからないが。

　聡子は、男物の長いワイシャツをパジャマがわりにしている。袖そでが長すぎるので、ぐるぐるにまくり上げていた。

「ぷしゅー」

　スイートルームに血の雨が降る。ニコライが鼻血を吹いてぶっ倒れた。物静かで落ちついたニコライは、もともと血の気が薄くて血圧も低そうなのに、鼻血で血が減ったら一発で貧血を起こすようだ。陣も真っ赤になって、見るまいと必死に手でかくしながら叫さけぶ。

「バカっ、寝室を開けるなよ！　着替えてからにしろ！」

「何だよ、別に裸で寝てるわけじゃないからいいじゃん」

「ぷしゅーぷしゅー」

「うわあああ床が血の海に！　この絨じゆう毯たん、弁償しないと！」

　床に倒れたまま鼻血を噴きだすニコライの横で、陣は必死にバスタオルで絨毯をおさえ、何とかシミを抜こうとする。

　そのとき、ノックの音がしてボーイが金色のワゴンを押してくる。血まみれの絨毯にちらっと目を向けたので、叱しかられる……と思って陣は覚悟したのだが、ボーイは何も言わず、流りゆう暢ちような英語で陣に声をかけた。

『新あら木き様、お持ち帰り用のゴマ団子をご用意いたしました』

「あれっ。もしかして気づいてない？　ラッキー」

「っていうか、お持ち帰り用？　ま、まだ何か注文してたんですかっ？」

　ニコライは、鼻を押さえながら身を起こす。ワゴンの上には、ゴマ団だん子ごが入った白い紙箱が三ダースぐらい積みあげられていた。ニコライは、陣じんをどなりつける。

「頼みすぎです！」

「だって、三日ぐらいもつっていうから……」

「三日で完食するつもりだったんですか！」

『お支払いのほうをお部屋につけさせていただきます。あ、ついでにお汚しになられた絨じゆう毯たんとバスタオルの弁償金も、日本円にして百万円ほどつけさせていただきますが、よろしかったでしょうか？』

「涼しい顔してると思ったら、ちゃっかりバレてたー！」

　陣は頭を抱えた。

「さすが一流ホテルのボーイ。このニコライ・パブロフも執事として、すぐに激げつ昂こうしたり取り乱したり鼻血を噴いたりする自分をコントロールしなくては……」

「いやもうそれはそう、ほんとにそう」

　陣はこわばった表情でつぶやく。

『というわけで、お客様。すみませんが、カードをお預かりできますでしょうか』

　ボーイが、淡々とした表情で手を差しだす。

『あ、は、はい、すみません。カードですね。少々お待ちください』

　ニコライが英語で答え、あわててスーツの内ポケットに手を入れた。

　シエラたちもそれぞれお小遣いは持っているが、強盗などの危険を避けるため、旅行中は信用のおける執事であるニコライに大金とカードを任せている。

「あれ？」

　ニコライの白い顔が、サーッと青くなった。体じゅうを、ぱたぱたとたたく。

「あれ、あれ。あれっ？」

「どうしたの、ニコライ？」

　シエラは目をこすりながら、起きてくる。ニコライは、激しく取り乱していた。

「さ……財さい布ふがございません！　列車の中で落としたのかも！」

「えええーっ！」

　陣たちが同時に叫さけんだ。



　結局、全員をたたき起こしてニコライの財布を探したものの、どこにも無かった。

　各自が小遣いとして持っていた現金をかき集めても、三十万円。一泊十万香港ホンコンドル（約百三十万円）のスーパースイートルームの宿泊費には足りない。ついでに絨毯の弁償金や飲食費の合計も、同じく十万香港ホンコンドルほどになった。ニコライは、平身低頭して謝る。

「申し訳ありません。いちおう、カード会社に電話してカードは止めましたが……」

「まあ財さい布ふの中に入っていた三百万円ぽっち、座ざ堂どう家にとってはハナクソ同然だがね」

　からからと笑うシエラパパに、着替えた聡さと子こが冷静なツッコミを入れる。

「しかし、そのハナクソが無ければ、わたしたちは警察に突き出されることになるわけですが……」

「なに、クレジットカードを再発行してもらえばすむことさ」

「クレジットカードは、日本に帰国してからでなければ再発行してもらえませんが……」

「えっ、そうなのか？」

「いちおう、現地では緊急に現金を貸してくれるサービスがあるはずですが……五十万円ぐらいまでしか用立ててくれないはずです……」

「どう考えても、二百万円近く足りんというわけか」

　シエラパパはため息をつく。大だい胡ごが、その肩をポンとたたいた。

「なーに、大丈夫じゃよ、座堂さん。香港から高速船に乗って一時間、ちょいとマカオへ行けば賭城カジノがごろごろある。マカオといえば、ドッグレースにサイコロを使った大小タイシウなど、いまやラスベガスを抜いて世界一のカジノ都市じゃ。この三十万円を元手にして、がっつり稼げばＯＫじゃ」

「ほほう、なるほど。ギャンブルで一気に、濡ぬれ手に粟あわというわけですな」

　悪い大人二人はニヤニヤしている。陣じんが反論した。

「何言ってんだよ、オッサンども。もう少し、地に足のついた方法を考えろよ！」

「ふふふ、甘いな陣。わしはこれでも、くじ運が強いのだ」

「いや、賭かけってのは確率論と駆け引きだろ？　くじ運とか言ってる時点で……」

「何しろわしは、あの妻をゲットしたのじゃからな！」

「ふはは、それならわしだってあの妻をゲットしたのだから、くじ運は最強だ！」

　大胡とシエラパパは、すっかり気が合ってハイタッチする。

「おお！　ひょっとしてわしらって、最強タッグじゃぞ！」

「よし、ではちょっくらマカオへ行ってこの元手を十倍にしてこよう！　おまえたちは未成年でカジノに入れないからな、大船に乗ったつもりで飲茶ヤムチヤでもしながら待ってなさい！」

　肩を組みながら、二人は軽い足取りで部屋を出ていった。

「……お二人とも、愛妻家なんですね」

「本ほん田だ。それ、ツッコむところ違うから」

　陣は眉み間けんを押さえた。アルフが、硬い表情でこくりとうなずく。

「正確なツッコミは『大船っていうか、大きな泥船』だね。お金ってのは、堅実に働いて稼ぐべきだと思うけどねえ……」

「ああ、せっかくあったお金まで無くなってしまいました！　わたしの責任です、こうなればこの腹かっさばいて……！」

　と、ニコライはサーベルを抜こうとする。シエラが、あわててその手をつかんだ。

「待ちなさい、ニコライ！　切腹しても、よけいに絨じゆう毯たんが汚れて弁償代が高くつくだけよ！　それに執事がいなくなったら、誰だれがわたしにお茶を淹いれてくれるというのっ？」

「いや、自分で淹れれば」

　陣じんが取りあえずツッコミを入れる。が、シエラのそのことばで、ニコライはふと思いついたように顔を上げ、サーベルをしまった。

「……そうです。わたしは執事、お茶を淹れるのが仕事です」

　陣がお持ち帰り用に大量に頼んだゴマ団だん子ごを、ニコライが見つめる。

「シエラお嬢様！　以前、お嬢様のご命令で、春はる紗しや学園の寮生のため青空喫茶を開いたことを、不肖ニコライ・パブロフ、思いだしました！　そして現在中国では、日本のアニメやコミックなど、オタク文化が人気だとか」

「おい。なんでこっち見てるんだよ」

　陣が後ずさる。ニコライが、陣の手をガシッと両手で握った。

「新あら木き様、宿泊費が膨れあがった原因のひとつは、新木様が鬼のように飲茶ヤムチヤを注文したからです。このゴマ団子を持って、二人で『青空執事喫茶』を開き、その売り上げで宿泊費を払いましょう！」

「ちょっと待て！　なんで俺おれだ、俺は執事じゃねーぞ！」

「ははは。本物の執事がやってる執事喫茶なんて、ありませんよ」

「言っちゃったな。っていうか俺は裏方でいい、一人でやれよ！」

「確かに、先祖代々ロマノフ王家の執事をつとめた家系で、幼きころから本格的な執事の教育を受けてきた、長身銀髪美形のこのわたくし一人いれば、じゅうぶん客寄せパンダにはなるでしょう」

「なんかムカつくな」

「しかし引き立て役がいれば、もっとわたくしの執事としての魅力が上がりますよね？」

「座ざ堂どう。おまえんとこの執事、すごい性格悪いぞ！」

　陣がニコライを指さしながらシエラにうったえる。だが、アルフはぽんと手をたたいた。

「ニコライさん、それいい！　働いて稼ぐの、大賛成だよ。あたしも手伝う、当然シエラも手伝うよねっ？」

「えっ」

　シエラはいきなり話を振られて、目を丸くした。アルフは、ぱちんとウィンクする。

「今、ニコライさんが言ったじゃん。オタク文化が人気だ、ってさ」

「そ……それって、もしかして……」

　シエラの顔から、脂あぶら汗あせが流れだした。



　こうしてホテルの敷地とテーブルセットを借り、即席の青空喫茶がオープンした。

　海に向かった坂の町は見晴らしがよく、海沿いには高層ビルが立ち並んでいる。行きかう観光客たちが、はたと足を止める。

「お帰りなさいませ、お嬢様」

　片手にナプキンをかけたニコライが、日本人の女性観光客を見つけて、うやうやしく頭を下げた。顔を上げると、片眼鏡モノクルがきらりと光る。女性観光客たちがいっせいに、ポーッとなった。ポーッとしているところで、素早くニコライは椅い子すを引く。

「お嬢様、どうぞ……」

「は、はいっ」

　催眠術をかけられたかのように、女性観光客たちが次々と席につく。トーレムは裏方に徹し、陣じんが買ったゴマ団だん子ごを二個ずつお皿に乗せる仕事をしていた。

　陣も、別の客に声をかけた。長身のニコライの着替えの執事服を借りているので、ぶかぶかして、コメディアンのようだ。

「メ、メ、メ、メニュ、メニューを……」

　赤くなって、客に手書きのメニューを差しだす。執事服は軽音楽コンクールのときにも着たことがあるが、客を相手にするのは初めてだ。今さら、シエラが初めてランプの魔神として自分の前に姿を現したときのことを思いだす。シエラパパに、陣を「ご主人様」と呼ぶように強要されて、真っ赤になりながらどうしても言えなかった、あのときのシエラの気持ちがよくわかった。ぎこちない陣の横から、アルフが客に声をかける。

「ヘイらっしゃい！　ご注文お決まりですか？」

　さすが食堂の看板娘だけあって、動きと発声が根本的に違う。アルフは陣の「アブラカダブラ」の呪じゆ文もんで、剣の魔神モードになっていた。といっても、今回は剣関係の属性はまるで関係なく、単に剣の魔神モードならウェイトレスの制服に変身できるからだ。

　妖魔ダイモンを食わないかぎり変身は解けないわけだが、まあ妖魔ダイモンぐらいそのうち出てくるだろうし、別にずっとウェイトレスの格好でもアルフは支障は無いから、陣に変身させてもらったのである。

「Ｏｈ！　ウェイトレス、ベリーキュート！」

　アメリカ人らしい男の観光客が、カメラを向ける。アルフはにっこり笑って、彼らのレンズをお盆で隠す。

『すみませんけど、写真撮影は有料です。百香港ホンコンドルいただきます』

『ひゃ、百香港ドルっ？』

　百香港ドルはおよそ千三百円である。陣があせって、アルフにささやいた。

「お、おい。二十万香港ホンコンドルかせがなきゃいけないから何からでも儲もうけなきゃ……ってのもわかるけど、百香港ドルは高くないか？　なんか、ざわざわしてるぞ」

　陣じんは心配そうだが、アルフは自信たっぷりに笑っている。ざわざわしていた観光客たちは、いっせいにアルフのほうに、紅色の麒き麟りんの絵が描かかれた百香港ドル札をさしだした。

『安い！　こんな可愛かわいいウェイトレスを百香港ドルで撮影し放題なんて、安い！』

　パシャパシャパシャッ、とシャッターが切られた。呆ぼう然ぜんとしている陣に、アルフはぱちんとウィンクして見せる。

「ほら、やっぱりウェイトレス服に変身しといて正解だっただろ？」

　シエラもまた、ランプから呼びだされて、コスチュームのためだけに魔神モードになっていた。すなわち、紺のワンピースに白いエプロンドレス、レースのヘッドドレスにニーソックス……という、メイド服だ。メイド服だけでもポイントが高いのに、しかも中身は春はる紗しや学園全生徒のあこがれ、座ざ堂どうシエラである。

「Ｏｈ！　メイド、モエーモエー！　ジャパニーズメイド、本場ノメイドサンネ！　ワタシ、イギリスカラ来タネ！　写真、撮ラセテホシイネ！」

　イギリス人の観光客が片言の日本語で叫さけびながら、鼻息荒く押し寄せてくる。海外のオタクにとってオタク文化生産国である日本は聖地であり、「マンガ」などを原語で楽しむため日本語の勉強が流行しているのだ。

「モエーモエーって、おまえは牛か。っていうか、メイドの本場はむしろおまえの国だ」

　陣は、何やら腹立たしくなってきて悪態をついた。

「はい、メイドさんを撮影されるかたはメイド価格で千香港ドルですよ……ククク……」

　本ほん田だ聡さと子こが、彼らから次々にオレンジ色の龍りゆうが描かれた千香港ドル札を巻きあげる。聡子自身も、強大な魔力を無駄に使って、メイド服に変身していた。

「おい、本田！　千香港ドルって一万円以上だぞっ？　いくらなんでも高すぎるだろう！　そもそもメイド価格って何だ！　それとなんでおまえの髪が三つ編みになってるんだ？」

「ククク……新木先輩は、萌もえというものがわかっていらっしゃいませんね。メガネっ娘こメイドは、やっぱり三つ編みのほうが萌えるじゃありませんか……？」

　聡子は、観光客たちがカメラを向けている方角を指さした。

「それに……千香港ドルでも、皆さん喜んで撮影されてますよ。ククク……」

　そこには、淹いれたてコーヒーを載せたお盆を持って、こまねずみのように働いている、メイド服のシエラの姿があった。

　シエラはもともと、「メイドを使う立場である自分がメイドになるなんて屈辱だわっ！」と叫さけんで、ランプの魔神の運命を否定していた。けれど、つぶれかけたペンションを助けるためにすすんでメイド服でウェイトレスをした経験から、初期に比べるとはるかに動きも態度も良くなっている。

「はい、香港コーヒーとゴマ団だん子ご、お待たせいたしました」

　にこっ、と笑ってシエラが注文の品をテーブルに置くと、客は顔を真っ赤にして、ぽやーんと見ほれてしまう。せっかく千香港ホンコンドル払って撮影しようとしている世界各国のカメラ小僧たちも、シャッターを押すことすら忘れて、口をあんぐり開けていた。

　陣じんの顔も、かあっと赤くなる。シエラが猫っかぶりであることは重々承知している、あの優しく可か憐れんな笑顔は仮面だと解わかってはいる、なのにドキドキしてしまう自分がふがいない。しかも、シエラに見とれているカメラ小僧たちにムカムカしている自分が、ますますふがいない。

「ククク……。新あら木き先輩、気が気でないというようすですね」

「じょっ、上級生をバカにするな！　誰だれがあんな奴やつのことなんか、気にしてるもんか！」

「まあまあ、そう熱くならないでください……。座ざ堂どう先輩のおかげで、すでに四万香港ドル稼いでます」

「えっ？　も、もうそんなにっ？」

「ニコライさんとアルフさんの撮影分に喫茶の売り上げを合わせると、現在五万香港ドル。この調子なら、二十万香港ドルぐらいすぐに稼げると思いますよ……ククク……」

「す、すごい……。座堂のメイド服に、そこまでの価値があったとは……！」

　あまりにも周囲が熱狂しているので、見慣れているはずのシエラのメイド服が、何か特別なもののように見えてくる。胸がドキドキした。



    

  
    
      



    

  
    
      　陣じんの視線に気づいたシエラは、ぽんっと顔を赤くした。

（……えっ？　な、なんであいつが顔を赤くするんだっ？　お、俺おれそんなじろじろ見てたかっ？　べ、別に座ざ堂どうのことなんて、珍しくもなんともないんだからなっ！）

　あせって、陣はそっぽをむく。

「……新あら木き先輩。服ぶかぶかで、ズボンのチャック開いてますが……」

　聡さと子こが、冷ややかに指摘した。陣ははっと顔を赤くし、チャックを引っぱりあげた。

「み、見たのか。座堂に何か見られたのかっ？」

「大丈夫です、新木先輩。見るほどのものはありませんでしたから。ククク……」

「本ほん田だ。少なくとも俺にとって、お前はラスボスだと今決定したぞ」

「それから、お客さんが『責任者』に用があると言って来られてますが、いちおう先輩を立てて、新木先輩が責任者だと説明しておきました……」

「お客さん？」

　陣の背後を、聡子が指さす。振り返ると、ものすごくガラと人相の悪い黒服サングラスの男たちが立っていた。葉巻をすぱすぱ吸いながら、陣をにらんでいる。

『やいやいやいやい！　てめえ、誰だれの許可を得てここで店を開いてんだっ？』

　中国語である。陣が一夜漬けした「トラベル中国語会話」がようやく役に立ちそうだ。

『誰の許可っていうか、おまえら誰だよ』

『てめえら日本人のようだから、日本語でわかりやすいように言ってやろう。いわゆる〈や〉のつく自由業だ』

『ああ、薬剤師さん』

『基本すぎるボケには笑いへのプライドが感じられんな。事前に言っておくが〈八百屋さん〉も禁止だからな』

『えっと……』

『必死にボケを考える必要ないから！　要するにショバ代払えってことだから！』

　イライラしながら黒服の男がどなった。陣は眉まゆをひそめる。

『ホテルの人は、ここで店やってもいいって言ったぜ』

『俺たちがＯＫって言ってなきゃＯＫじゃねえんだよ！』

『お金払ったら無くなるじゃないか。先を急いでるんだけど』

『知ったことか、痛い目に遭わねえとわからねえようだな！』

　陣の胸ぐらをつかみあげる。そのとき、シエラが気づいてやってきた。

「あら、王大人ワンターレンじゃない」

「は！　ざ、座堂のお嬢様っ！」

　いきなり日本語で叫さけぶと、黒服の男たちは芝生の上に土下座して、額を地面にすりつけた。陣じんは驚いて、シエラにたずねる。

「やっぱりおまえ、裏社会に顔きくんだな」

「人聞きが悪いわね」

「どうかＫＧＢカーゲーベーには言いつけないでくださいー！」

「カーゲーベーって発音しちゃったぞ」

　ＫＧＢは「今日も元気に冒険だの会」の略のはずである。陣はミハイル・イワノビッチに銃撃を受けたような記憶が陣にはあるが、たぶん気のせいということにしている。

　シエラは、天使のようにほほえんだ。

「昔、香港ホンコン旅行に来たわたしにあなたたちがからんだあと、ミハイルは『憎しみあうより、友好的にふるまうのが世界平和には一番ダー』と言って、あなたたちにコンクリートの靴をプレゼントしたうえ、ビクトリア湾の底でお魚さんとのダンスを楽しませてあげると聞いているわ。さぞ楽しかったのでしょうね」

「ひいいー！　やめてください！　思い出させないでくださいぃー！」

　王大人ワンターレンたちは泣きながら土下座した。シエラは、にこっと笑う。

「あら。ダンスはお気に召さなかったのかしら？　では、次はもっと気のきいたイベントを準備するようミハイルに……」

「やめてぇぇ！　俺おれたちが悪かったっ、もうショバ代よこせとか言いませんから！」

「そうだわ。お店が繁盛しすぎて、コーヒー豆が足りないの。ちょっと買い出しに行ってきてくれるかしら？　もちろん豆代はあなたたち持ちで」

「なっ、何で俺たち持ちですか」

「『迷』・『惑』・『料』♪」

　シエラはキュートな笑顔で人差し指を立て、ぱちんとウインクする。

「ひいい！　わっ解わかりましたっ！　お助けぇぇぇ！」

　王大人たちは、猛スピードで逃げだした。

「座ざ堂どう。とりあえず謝っとく、ごめん」

　陣は怯おびえた目でつぶやいた。



　そんなこんなでシエラたちの青空喫茶が大繁盛していたころ、香港ホンコン島とうで一番標高の高い大平山の山頂「ビクトリア・ピーク」には、サロメの姿があった。

　山腹の途中にはケーブルカーの駅があり、商業施設や展望台があってにぎやかだ。そこから山頂までは、ハイキングコースになっている。

　サロメは緑に包まれた山頂の高い木の枝に座り、駅のまわりでアリのように動き回る人人を見下ろしている。サロメの使い魔であり、ふだんは真珠の首飾りとなっているドクロのひとつが、その駅のほうから飛んできた。口に、香港コーヒーが入った紙コップをくわえていた。ドクロがお金を払って売ってくれるわけがないので、こっそりかすめ取ってきたものだろう。

『サロメ様、どうぞ』

「不死のこの身、本来、飲食物など必要とはしないのだがな。呪じゆ文もんを詠唱するまえに、喉のどを湿らせておこう」

　ドクロからコーヒーを渡されて、サロメは一口飲んだ。香港ホンコン名物の「香港コーヒー」はカフェオレのようなものだが、カフェオレがコーヒーに同量の牛乳を加えるのに対し、香港コーヒーは紅茶を煮出した牛乳を同量加えるのである。砂糖で甘くするのが一般的だ。

「なるほど……。まずくはないが、何やら複雑な味だな。渋いコーヒーというか……」

『コーヒーが無ければ、ふつうのロイヤルミルクティーです』

「『ロイヤル』？」

『ご存知ありませんか、サロメ様。この香港はかつて中国の一部でありながら、アヘン戦争に負けたため、一九九七年までイギリスに支配されていたのですよ』

　一八四〇年、アヘンは一八四〇いやよおアヘン戦争勃ぼつ発ぱつ……せっかくだから、テストに出る「アヘン戦争」について、ざっくり三行で説明してみよう。

　当時、イギリスは清しん（中国）から茶や陶磁器を大量に輸入し、貿易赤字にならないよう麻薬であるアヘンをインドから清へ輸出した。アヘン中毒者が増え貿易も赤字になった清政府がアヘンの輸入を禁止したため、イギリスは中国を攻撃した。終わり。

　ついでに、当時の日本は江え戸ど時代末期だったが、中国がアヘン戦争に負けたのを目の当たりにして欧米列強の力に震しん撼かんし、開国へと向かったのだった。

「中国といえば、二千年前……わらわたちの時代には、世界一の文明国として周囲の国々を属国とし、強大な権力を有していたはず。それが、二千年前にはローマの属国にすぎなかった英国ブリトニア人に負けたというのか？」

　香港コーヒーを飲みながら、サロメは意外そうにたずねる。ドクロは飛びまわりながら、歯をカチカチと鳴らした。

『ですから、この山頂の名も〈ビクトリア・ピーク〉……当時のイギリスの女王の名がついているのです』

「なぜ負けた？　二千年のあいだに、何があったのだ？」

『中国にははるか昔から偉大な科学や発明がありましたが、権力者が人民を支配するため、科学や知識を権力者だけのものとして独占していたからです。ヨーロッパでも中世までは、教会の権力を守るため、科学や知識は異端のものとして迫害していました。しかしヨーロッパはルネサンスを迎え、科学や知識を全すべての人が共有することで、人々の知恵を結集して中国を超える偉大な知恵を得るようになったのです』

「……確かに、現在の世界はすさまじい知恵に溢あふれている。偉大なわが王ヘロデの知恵をもってしても、聖櫃アークの権力無くては恐らく敵かなうまい。今は二千年前とは違う……人の知恵は、聖櫃の妖魔アークダイモンを超えつつあるからな」

『超えるまえに、潰つぶせば良いのです』

　ドクロは、サロメの耳もとでささやいた。

『いつまでわたしを待たせるつもりですか？　もうじりじりしているのですよ、あなたに情報を与えたのは復活の時を待てばこそ』

「そうだな。そろそろ『約束』を果たさねばならぬな……清国の将軍、『南なん海かい不ふ敗はい』と呼ばれし勇士よ」

　サロメはスカーフの中から、ドクロが描かかれた黒い本……「死者の書ネクロノミコン」を取りだした。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経へて、死すら死を迎えん！」

　甘く濃厚な香港ホンコンコーヒーでじゅうぶん湿らせた喉のどは、鈴が転がるような美声を発する。呪じゆ文もんの詠唱が終わると、山のあちこちから赤いナメクジのようなものがうじゃうじゃと集まってきた。ドクロは、うれしげに叫さけぶ。

『来た！　百数十年ぶりにわが体！　わが不敗の肉体よ！』

　赤いナメクジのようなものは、肉片だった。それがドクロのまわりに集まり、筋骨隆々とした若い男の姿になる。丈の短い胴衣とズボン、長い三つ編みの髪は当時の清国の戦士のものだ。手には青せい龍りゆう刀と呼ばれる薙なぎ刀なたを握っている。「南海不敗」と呼ばれた勇士は地上に立ち、燃えるような鋭い目で樹上のサロメを見あげた。

『感謝します、〈百の首の王女〉よ！　この南海不敗、一度たりとも戦いで負けたことはない。死んでも負けないのだ！』

「そのとおりだ、南海不敗。今のそなたは、わがネクロノミコンの呪文で復活した生骸ゾンビ。生骸ゾンビに死は無い、すなわち不敗のそなたは、勝つまで戦いつづけることができるのだ」

　サロメはひらりと樹上から舞い降り、南海不敗の体に赤いスカーフを巻きつけて、引き寄せる。彼女は妖あやしい目で、南海不敗の凛りんとした目をじっとのぞきこんだ。

「南海不敗よ、わらわは聖櫃アークを探す旅の途中、シャレコウベとなって転がっていたそなたを拾ってやり、今またこのように千々に爆散した肉体を集めて不死の命を与えてやった。恩を忘れてはおらぬな？　果たすべき契約を、忘れてはおらぬな？」

『〈ランプの魔神〉と〈剣の魔神〉の生き血を手に入れること。〈ソロモンの知恵者〉を生け捕りにするか、無理ならば殺すこと。あなたこそ忘れてはいないでしょうな、〈百の首の王女〉よ。あなたの王がランプと剣の力、世界を支配する力を手に入れたら、わたしとの約束を果たすと……』

「まずはそなたが、契約を果たすことだ」

　甘くささやいたサロメを、南海不敗は突き飛ばした。地面に倒れて、サロメは怒鳴る。

「何をする、無礼者！」

『わたしの勝利を疑うような言いかたは、たとえ恩人であるあなたでも許しはしない！　わが名は南なん海かい不ふ敗はい、決して負けることはないのだ！』

　そう言い捨てるや、南海不敗はひらりと飛ぶように大平山を駆け下りていった。サロメは美しい顔を不愉快そうにゆがめ、立ちあがる。

「無礼な男だ。生骸ゾンビのぶんざいで、プライドだけは生きていたころのまま……か。生骸ゾンビのくせに何が南海不敗だ。南海腐敗で十分ではないか、生骸ゾンビだけに。くす」

　うまいこと言えたのでサロメはちょっとうれしくなって、機嫌を直した。

「ふん。その場でネクロノミコンの呪じゆ文もんを解除し、もとのシャレコウベに戻してやっても良かったが……まあ許してやろう」

　サロメはようすをうかがうため、スカーフを樹きのこずえに巻きつけて、ひらりと身軽に舞いあがる。

「南海不敗のあの『勝利へのプライド』こそが、『ソロモンの知恵者』らへの勝機を生むのだからな。今度こそ……わが王ヘロデの野望を叶かなえてみせる」

　枝に座り、サロメは南海不敗の行く先を見守っていた。



　陣じんたちの「青空メイド＆執事カフェ」は、引き続き大盛況だった。

　トーレムは札束をせっせと数えて、集計する。

『ぷきゅっ、ぷきゅー！』

　トーレムは計算した紙を頭の上に差しあげて、テーブルの上で跳ねた。紙には「HKD235,263-」と書かれている。すなわち、売り上げが二十万香港ホンコンドルを超えたということだ。陣はガッツポーズを取った。

「やった！　これで、ホテル代も絨じゆう毯たん代も、俺おれが食った飲茶ヤムチヤ代も払えるぞ！」

「やれやれ……早く変身を解きたいわ」

　刺すような視線とカメラのフラッシュにうんざりしながら、シエラはため息をつく。疲れてテーブルに手をついたとき、そのテーブルがぐらっと倒れた。

「え？」

　シエラの目が点になる。テーブルが、まっぷたつに斬きられていたのだ。斬ったのは、薙なぎ刀なたを持った三つ編みの若い戦士……南海不敗である。

「きゃああ！」

　シエラはドッと倒れた。南海不敗は、シエラを撮影していた観光客たちに向かって、薙刀を振りあげながら突進する。

『欧米の侵略者め！　南海不敗の名にかけて、香港から追い払ってくれるわ！』

　南海不敗の本気の殺気を感じ取って、観光客たちは蜘く蛛もの子を散らしたように逃げだした。しかし、その背後から南なん海かい不ふ敗はいはさらに追いかけ、逃げ遅れた金髪の観光客を叩たたっ斬きろうとする。そのとき、

「ちょいと待ちなーっ！」

「お客様に何をするのですか、営業妨害は許しません！」

　アルフとニコライが、南海不敗に襲いかかった。ウェイトレスをするため、さいわい剣の魔神モードになっていたアルフは、エプロンのポケットにさしていたボールペンをそりのある長刀シャムシールに変え、大上段に振りあげる。コサック騎兵流剣術を誇るニコライは、先祖伝来のサーベルを抜いて突撃した。

　だが、南海不敗は余裕の表情を浮かべ、彼らに視線を流した。

『何だ。それで剣術のつもりか？』

　薄い笑みすら浮かべて、薙なぎ刀なたを一いつ閃せんした。重い刃がブオンッと音を立てて、風を切る。まだアルフとニコライは間合いに入っていないのに……しかも、薙刀の刃ではなく、刃の側面で風を切っていたのだ。うちわであおぐように、刃に押された空気のかたまりがアルフに襲いかかった。

「うわあ！」

　どん、と重い空気のかたまりがアルフのみぞおちに埋まり、吹っ飛ばされてしまった。まるで、見えないパンチを食らったかのようだ。衝撃が強すぎて、アルフは口から血を吐き、気を失ってしまう。ニコライの顔から、血の気が引いた。

「な……何です、今の技はっ？」

『顔が引きつっているぞ』

　南海不敗はニコライを指さしながら、ゆっくりと近づいてくる。さすがのニコライも、気おされてじりじりと後ずさった。

『戦士たるもの、勝利に向かって完かん璧ぺきに作戦を遂行するためには、恐怖を克服せねばならん。貴様には、まだそれができないようだな。しかし、わたしにはできる。わたしは勝利のために最善の方法を取るのだ、たとえそれが死であっても！』

　南海不敗が、ニコライに猛ラッシュをかけた。ニコライは、それを必死に止めている。ニコライには必殺技「バルチック・アタック」があるが、構えたり力をこめたりする暇が与えられないため、なかなか攻撃に転じることができない。

「あっ。ロング三つ編みにもかかわらずいまいち萌もえキャラになりきってない人だなーと思ったら、あの人、南海不敗じゃないですか」

　聡さと子こが、南海不敗を見てポンと手を打つ。シエラがたずねた。

「だ……誰だれ？」

「ああ……。そういえば、高校一年生の社会は現代社会を履修するので、世界史や日本史は二年生での履修になるのですよね……ククク」

「い、いちおう中学では勉強したけど……中学の歴史じゃ年号ぐらいしか習ってないし」

「南なん海かい不ふ敗はいは、アヘン戦争で戦った清国の将軍だ。最期は瀕ひん死しの重傷を負いながらも敵を弾薬庫に誘いこみ、百人の敵兵を道連れに爆死した……と書かれた英雄の碑いしぶみが、ビクトリア湾ぞいに立ってるはずだぞ」

「あらまあ、百人も殺すなんて何て豪快、愉快愉快」

「もしもし、そこのアークダイモンさん？」

「新あら木き先輩はほんとに、楔くさび形がた文字のみならず歴史全般に詳しいんですね……おかげでわたしも勉強になります。人間はお互いに、侵略したりされたり殺したり殺されたり、この狭い地球の上で、短い一生の中で、愚かな争いの歴史を繰り返している……その愚かな歴史を知るのは、まったく楽しいことですね。ククク……」

「アークダイモンらしい意見どうも。でも人間は、いつまでも愚かな争いばかり続けてるわけじゃ……」

　少しムッとして陣じんが反論しようとした途中で、何かが飛んできた。最初から劣勢だったニコライが、南海不敗に高々と持ちあげられ、投げとばされたのだ。

「わああああ！」

　ニコライはホテルの壁にぶつかって、ずるずると崩れ落ちる。頭を切ったのか、銀髪のあいだからダラダラと真っ赤な血がこぼれて、座ったまま気を失っていた。

「ニコライ！　たいへん、病院に連れて行かなくちゃ！」

　駆け寄ろうとしたシエラの前に、南海不敗が薙なぎ刀なたを突きだして止める。

『きさまが〈ランプの魔神〉だな？　これ以上この男を攻撃されたくないのならば、わたしとともに……〈百の首の王女〉のもとへ、来てもらおうか』

「『百の首の王女』ですって！　じゃああなたは、生骸ゾンビなのね！　あいつに伝えなさい、生骸ゾンビなんかに頼らずに堂々とこのわたしと、セレブ対決で勝負をつけに来なさいとね！　さしずめ、セレブらしくオペラを歌って対決などどうかしら！」

「座ざ堂どう、絶対そんなので引っかからないから」

　陣が低い声でつぶやく。

「とりあえず本ほん田だ。こいつ強すぎるんだけど、どうにかならないか？」

「わたしが戦うと、もっと強すぎてバランスブレイカーになっちゃいますが……？」

「話をおもしろく盛り上げようとしなくていい！　アルフとニコライを早く病院へ連れていかないと、頭を打ってたり内臓破裂でも起こしてたら……！」

「ちぇ。味方が半分ぐらい殺されるぐらいがおもしろいのに、解わかってらっしゃいませんね」

「ほんと、本田さんったらアークダイモンなんだから。めっ☆」

　シエラは可愛かわいく言ったが、目が全然笑っていない。聡さと子こはしぶしぶ、死者の書ネクロノミコンを開いた。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経へて、死すら死を迎えん！」

　呪じゆ文もんの詠唱とともに、土中から巨大な蒸気戦艦が姿を現した。陣じんが目をまん丸にする。

「なっ、何だこりゃー！」

「アヘン戦争のときに沈没したイギリスの戦艦『アレクト』です。後に引きあげられ、このへんの鉄骨資材として使われていたようですね……ククク」

　戦艦の上では、ドクロになったイギリス艦長の指揮のもと、ドクロの水夫たちが大砲に砲弾を装そう填てんしている。まさに丘に上がった船で動くことができないが、固定砲塔として南なん海かい不ふ敗はいを攻撃するつもりらしい。

「おいこらやめろっ、周囲にも被害が……っ！」

　陣が叫さけんだ瞬間、ドカーンと破裂音がして大砲が撃たれた。砲弾は地面に当たって砕け散り、地面に直径数十メートルの大穴をあけた上、ホテルの壁も三階部分まで砕けた。水道管が破裂して噴水のように吹き上がる。南海不敗も散りぢりの肉片となって砕け、肉片の一部は、アレクト号の水夫たちにまで飛びちった。

「きゃああ！」

　残酷なようすに、シエラは思わず顔を覆った。聡さと子こはまさにアークダイモンの本領発揮というべきか、邪悪な笑みを浮かべている。

「ふふふ……。南海不敗といえどしょせんただの人間、強い武器を持つ者が勝つのです」

「いや本ほん田だ、戦争はだめだから！」

「なぜです？　人間の本質は、争いではありませんか……」

「そういう哲学的な問題じゃなく、ホテルすごい壊したし水道管は水吹いてるし！　これの弁償、二十万香港ホンコンドルじゃきかないだろ！」

　陣がどなる。聡子が、つまらなそうな目を向けた。

「わたしのおかげで楽勝だったのに、文句を言われるなんてわかりませんねえ……」

「と、とりあえず南海不敗も死んだし、早く救急車を呼びましょう！」

　トーレムがシエラのもとに、携帯電話を頭の上に差しあげて運んでくる。メイド服に変身したときに、もとの服のポケットの中に置きっぱなしだったため、わざわざホテルの部屋まで戻って取ってきたのだ。

『ぷきゅ、ぷきゅっ！』

「あっ、ありがとうトーレム！　なんて気がきくの！」

『ぷきゅきゅー』

　トーレムがこんな感じで赤くなり、照れ照れと頭をかく。

　だが、携帯電話を受け取り、ボタンを押そうとしてシエラの指がはたと止まった。

「……香港の救急車って、何番？」

『ぷきゅ？』

　トーレムが、小首をかしげた。

　そのとき「ドカーン！」と、ものすごい音がした。シエラはびっくりして、思わずトーレムと抱きあう。水夫が、自分の艦ふねに向かって大砲をぶっぱなしていたのだ。

「なっ……何をしてるのっ？」

『ぷっ、ぷきゅ、ぷきゅー！』

　トーレムが目を白黒させながら、何かを必死に指さしている。生骸ゾンビの水夫の腕からもう一本……たくましい腕が生えていて、水夫を操っていたのだ。

『ガアアアアーッ！』

　水夫は必死に抗あらがおうとしているが、かなわない。もう一人の水夫も、一本の腕に寄生され、次々に砲弾を補充していく。水夫を止めようとしたほかの水夫たちは、寄生された両足を生やした別の水夫に蹴けり倒され、頭を砕かれた。

　ついにアレクト号は完全に崩壊し、鉄くずとなって地中に沈んでいった。

　呆ぼう然ぜんとしている陣じんたちの目の前で、水夫をあやつっていた腕や足が集まって、ふたたび南なん海かい不ふ敗はいの姿になった。

『愚か者が。こんなものでわたしを倒せると思っていたのか？』

「回復早すぎだろ。理科Ⅰいち生物で、そういうイソギンチャクの写真見たことがあるような気がするが」

『わたしの信念と同じだ。どうあっても勝利する、わが祖国のために何が何でも勝利する。その信念は、誰だれにも砕くことはできんのだ。決して負けないのだから、必ずわたしが最後に勝つのだ！』

　腕組みをして、南海不敗は憎たらしいぐらい堂々と立つ。聡さと子こが、ムッとした。

「確かに生骸ゾンビは不死ですから、バラバラになった肉片をちまちまパッチワークすれば元に戻るわけですが……自力でここまで急速回復してしまう人は、ちょっと困りますねえ……」

「生骸ゾンビの呪じゆ文もんを解除とかは、できないの？」

　シエラの質問に、聡子はうなずく。

「残念ながら、他人の呪文を解除することはできません。そして、殺すこともできない……というわけですか」

『言ったはずだ、わたしは南海不敗。誰にも決して負けはせぬ！』

「うーん。そろそろ怒りますよ……？」

　聡子の長い黒髪が、ざわざわと揺れる。陣はあわて、聡子と向かいあうようにして彼女の前に立ちはだかった。

「ちょっと待てー！」

「あら？　わたしをかばってくださるのなら、向きが逆では……？」

「違うっ、おまえを止めてるんだ！　これ以上市街地に被害を出すな！」

「えー……？　わたしが悪者扱いですかー……？」

「扱いっていうか、モロにそうだから！　いいから、こいつの相手は俺おれに任せろ！」

　自分自身を指さして、ちょっと不服そうにぷっと頬ほおを膨らませている聡さと子こに背を向け、陣じんは南なん海かい不ふ敗はいに向きあう。南海不敗は長身から陣を見おろし、余裕の笑みを浮かべた。

『聞いているぞ、きさまが〈ソロモンの知恵者〉だな』

　南海不敗は薙なぎ刀なたを取り、陣の前に突きだす。

『先に攻撃してきたふたりに比べ、剣のおぼえは無さそうだが……どうやってこのわたしと戦うつもりだ？』

「戦う？　そのまま俺をまっぷたつにすればいいじゃないかよ」

「なっ、何言ってるのよ庶民！　うっかりそんなこと言って、ほんとに殺されちゃったらどうするのよっ！」

　シエラが青ざめたまま叫さけぶ。だが、南海不敗は不愉快そうに顔をゆがめ、薙刀を引いた。

『わたしは戦士だ。武器を持たない者に攻撃することはできん』

「だろうと思った」

『だが、だからといって武器を持たねば見逃されるというわけではないぞ！　無抵抗のまま、わたしに縛られて〈百の首の王女〉に引き渡されるだけのことだ！』

「わかってる。俺だって、無抵抗でいい子にして敵に容赦してもらおうだなんて、思ってないさ。むしろ抵抗しなきゃ、どんどん侵略される……それぐらい、歴史の勉強をしてりゃわかる。だからあんたも『抵抗』して戦ったんだろ？」

　陣に言われて、南海不敗はぐっと息をのむ。シエラは、聡子にささやいた。

「本ほん田ださん……庶民はいったい、何をするつもりなの？」

「残念ながら、わたしにもわかりません。世界中の書物を読みつくしたわたしですら、新あら木き先輩がどう出るのかわからない。ククク……これだから、新木先輩ウォッチングはやめられないんですよ……」

「だ、黙って見てて大丈夫なの？　何か、嫌な予感がするんだけど」

「新木先輩が、ご心配ですか……？」

「べっ、別にあんな庶民のことなんか全然心配なんてしてないんだからねっ！」

「おい、こっちでまじめに話し合いしてるんだから、後ろ私語すんな」

　陣が怒って、シエラたちを振りかえる。南海不敗が、探るような目を陣に向けた。

『〈ソロモンの知恵者〉よ、それはどういう意味だ？　おとなしく連行される気はないということか。抵抗して、わたしと戦うというわけか？　ならば、なぜ武器を取らぬ？』

「俺は、子供のころ買ってもらったおもちゃのヌンチャクで頭にコブ作って以来、武器系のものはいじったことがないんだよ。アルフが変身した剣を使ったことはあるけど、あれは俺がじゃなくてアルフが動いてくれてたわけだからな。自分で剣を振り回してたら、十中八九、自分の首をはねとばしてたぜ」

「ククク……。新あら木き先輩ったら、意外にドジっ子キャラだったんですね」

「それ、ドジっ子とかいうことばで片づけちゃっていいケースなんだ……」

　シエラが硬い声でつぶやく。陣じんは南なん海かい不ふ敗はいを指さした。

「ってわけで、俺おれは武器は使わない。勝敗を決めるだけなら、何も武器でなくてもいいわけだろ？」

『どういう意味だ』

「百年前とちがって、今は世界が少しずつ変わってるんだ。戦争みたいな殺し合いじゃなく、経済や外交や話し合いで、知恵を使って国のあいだのトラブルを解決しようとしてきてる。なかなか理想どおりにはならずに世界中で今も、血みどろの戦争が起こっちまってるけど……でも、とりあえずそういうわけだ」

『わたしはおまえと話し合いをする気は無い。答えは決まっているからだ。だから、どちらかが死ぬか戦闘不能になって降参するまで、力を競って白黒つけるしか無いのだ』

「だから、白黒つけたいなら、わざわざ剣なんて要らないのさ」

『どういうことだ？』

　陣は、客が逃げてしまったカフェのテーブルの上に、客からもらった代金の十香港ホンコンドル硬貨を置いた。丸いコインで、銀色のふちの中に金色の小さな円が入った二重構造である。横から見ると、おはじきのように分厚い。表はツツジに似た花が描かかれている。バウヒニアという、香港を象徴する花だ。裏は、アラビア数字の「10」である。

「俺は親父おやじたちと違ってギャンブルは否定派なんだが……戦争なんかして人を殺したり傷つけたりするよりは、少しぐらいはましかもと思うぜ」

　陣は客が残していった「ロイヤルミルクティー＆ゴマ団だん子ごセット」のティーカップを取り中身を地面に捨てた。コインをカップに入れて裏返し、陣は南海不敗をじっと見つめる。

「ってわけで、表か裏か。一秒で勝負が決まるぜ」

『ふん、賭かけをするというのか？　勝負とは戦って相手が死んでこそ決まるもの、死を覚悟せぬ臆おく病びよう者のそれは戦いとは言わぬ！　武器を取らないならば……』

「誰だれも、死を覚悟してないとか言ってないだろ」

　陣は椅い子すに座ると、皿の上に残っていたゴマ団子を口に運ぶ。

「俺が賭けに負けたら、俺の首を斬きれよ。そうすれば、武器を使わなくても命を賭けた勝負はできるだろ？」

「ちょっ……ちょっと庶民っ！　何言ってるのよ、正気なのっ？」

　シエラは真っ青になって陣の前に出る。だが、陣は平然としてほほえんだ。

「おまえ、西安シーアンのホテルで俺がせっかく数学の宿題教えてやったのに、もう『確率計算』忘れたのかよ？」

「な、何のことよっ？」

「一枚のコインの裏と表が出る確率は、それぞれ二分の一。俺おれがこいつ相手に武器で戦って勝つ確率より、ずっと高い。つまり、こっちのほうが『お得』な勝負法じゃないか」

「半分の確率で殺されるってときに、なんでのんびりゴマ団だん子ご食べてるわけっ？」

「ははは、これから男が命を賭かけた、一世一代の大勝負をするんだぞ？　腹が減ってはおなかがすくじゃないか」

「おなか減ってばっかりなんだけどっ？」

「そういうときは、澄んだ目で包みこむようにほほえみながら見詰めてあげると効果的ですよ、座ざ堂どう先輩。絶対、耐えきれなくなって謝ってきますからね……ククク」

「本ほん田だ！　おまえほんと、嫌な攻撃方法知ってるよな」

　陣じんが噛かみついて、またゴマ団子を食べる。南なん海かい不ふ敗はいは、陣の前にドカッと座った。

『おもしろいことを言うな、おまえ。いいだろう、その賭け乗ってやろう』

「俺は命を賭けるわけだけど、おまえは負けたら何をしてくれるんだ？　たとえば俺たちを見のがしてくれるとか？」

『わたしは何も賭けない』

　南海不敗は笑う。

『なぜならわたしは〈南海不敗〉、たとえ硬貨の裏表を賭けるていどの賭けでも決して負けることはない。すなわち、〈わたしがもし負けたら〉などという仮定そのものが、ありえないのだ』

「ちょっと待って！　思わず言いくるめられそうになるけど、それってただのズル！」

　シエラは南海不敗を指さして怒るが、陣はそれを軽く手で制した。

「別にいいさ」

「全然良くないでしょっ！　タダで命を賭けるわけっ？　ゴマ団子の食べすぎで、脳みそが全部アンコになっちゃったわけっ？」

「はいはい暴言暴言」

　南海不敗は陣の手からカップを取ると、コインをつまみ上げた。陣が眉まゆをひそめる。

「何だよ、ズルなんかしてないぜ。さっき客にもらったコインだ、タネも仕掛けもないぜ」

『別にズルなどしてもかまわん。それも勝つための策略、知恵も力のうちだからな……ただし、もちろんそれがバレたときには命が無いからな。覚悟しておくがいい』

　南海不敗はコインの上下をあらためてから、いきなり自分の指に歯を立てて血を流した。陣が驚き、目を丸くする。

「おい、何してんだよっ？」

『おまえがコインをすり替えたりできないように、しるしをつけているのだ』

　南海不敗は、コインの表に刻まれた、金色のバウヒニアの花のレリーフにべったりと赤い血をなすりつけた。陣じんはうんざりした表情で、ため息をつく。

「疑うたぐり深いな、勝利への執念……ってやつか。さすがだぜ」

『そう不安そうな顔をするな。コインを入れたカップは、おまえに振らせてやろう』

「余裕だな」

『当然だ。わたしは決して負けないのだからな』

　南なん海かい不ふ敗はいから陣はコインを受け取り、ティーカップの中に入れてチリチリンと振ると、テーブルの上に伏せた。

「表か裏か。あんたが先に決めていいぜ」

『自分で自分の運命を選ぶのが怖いのか？』

「単に、俺おれが振ったんだから、あんたから選ぶのがフェアだってだけさ」

　陣は命が賭かかっているというのに、まるで他ひ人と事ごとのようだ。たぶん「給食で一個だけ残ったプリンをめぐってジャンケンで争奪戦する」というシチュエーションの一万分の一ぐらいのテンションで、飄ひよう々ひようとしている。というか、陣はむしろプリンにこそ命を賭ける食いしんぼさんではあるのだが、それにしても危機感がない。さすがに心配になったシエラと聡さと子こが、陣に忠告した。

「ちょっと庶民、フェアとか余裕かましてていいのっ？　自分で選んだほうがいいわよ、ぜったい！」



    

  
    
      



    

  
    
      「わたしもそう思います……南なん海かい不ふ敗はいの余裕は怪しいです。いくら自分がノーリスクの賭かけとはいえ、ぜったい何かたくらんでるっぽいです……」

「たくらんでてもかまわないさ。『それも勝つための策略、知恵も力のうち』だろ？」

　そう言って、陣じんは南海不敗を見つめると、ニッと笑った。南海不敗はそんな陣の余裕っぷりを、うさんくさそうな目で見ている。

『わたしを甘く見ているなら後悔するぞ、〈ソロモンの知恵者〉よ』

「甘くなんて見てないさ。先に選んでも後で選んでも確率は同じ二分の一だってだけだ、数学の教科書にもそう書いてある」

『ふん……覚悟の上ならば、遠慮なく先に選ばせてもらうぞ』

　南海不敗は立ちあがると、伏せたカップを覗のぞきこむように身を乗りだした。陣は圧迫感を避けるように、カップは手で押さえたまま体をそらせて南海不敗から離れようとする。

「そんなに顔を近づけても、透けて見えたりしないぜ」

『わかっている。では、わたしは〈花のほう〉だ』

　南海不敗は、ふたたび椅い子すに腰を下ろす。

「表の面ってことだな。じゃあ、俺おれは裏の……〈数字の10のほう〉にするか」

　陣はそう言うと、ゴマ団だん子ごをもうひとつ口の中に放ほうりこんだ。

　南海不敗は、ニヤリと笑った。



　当然、南海不敗には確実な勝算があったのだ。

　彼はコインに「しるし」として、自分の血をつけておいた。

　南海不敗の肉体は、木こっ端ぱ微み塵じんに砕けても、ふたたびひとつに融合する。すなわち、彼の体の一部である「血液」も、南海不敗とひとつになろうとする性質を持っている。

　伏せたカップに南海不敗が顔を近づけたのは、コインにつけた血液を「引きつけるため」だ。コインがカップの中で表を向いていようが裏を向いていようが、南海不敗が近づけば、彼に引き寄せられた血が上を向く。すなわち、百パーセントの確率で、コインは「表」……花が描かかれているほうを向くわけだ。

　顔を近づけたあと、ごく小さな「チャリン」という音が、カップの中からしたのを南海不敗は確認している。陣は身をそらして離れていたので、南海不敗にしか聞こえなかった音……それは確かに、コインが一度引き寄せられてカップの中で浮きあがり、南海不敗が離れたと同時にテーブルの上に落ちた音だ。つまり、確実にコインは「表」を向いた確証を、彼は持っていたのだ。

　南海不敗は決して負けない。陣たちをサロメに渡して、彼女との約束を果たす。サロメは、ヘロデ王が復活したら、南海不敗の祖国を蹂じゆう躙りんした欧米諸国を殲せん滅めつすると約束した。そうなれば、もう二度と彼の祖国を脅かす者はいない。彼が命を賭けて守ろうとした香港ホンコン島とうを、今度こそ守るのだ……と、南なん海かい不ふ敗はいは心に熱い思いを湧わきあがらせていた。

　南海不敗の、勝利を確信した表情を見て、シエラは叫さけぶ。

「庶民、カップを上げちゃだめ！　こいつ、ぜったい何かズルしてるわ！」

「そうかもな」

　陣じんは他ひ人と事ごとのようにあっさりそう言って、カップを上げた。

『！』

　南海不敗は、ことばを失った。

　そこには「10」の数字が燦さん然ぜんと輝いていた。

『……なっ……？　な、なん……だとっ？』

　南海不敗は、がくがくと震えはじめた。戦場で瀕ひん死しになったときですら、勝利への闘志だけが胸に燃え、恐怖など感じなかったであろう勇士が、あまりのショックに震えていた。

『ばかな！　この南海不敗が負けるなんて……ばかなっ！』

「ばかなと言われても、見てのとおりさ。あんたは負けたんだよ」

　陣は冷淡にそう告げると、全すべての終わりを告げるようにカップをふたたびコインの上に伏せた。南海不敗のひざが砕け、もはや立っていられないようすで地面に這はいつくばる。

『ばかなばかなばかな……ばかな……っ！』

「そんなにショックだったの？　ひょっとして、ものすごい負けず嫌い？」

　シエラは、ちょっと気の毒な気がして聡さと子こにささやいた。聡子はニヤッとほほえむ。

「なるほど……そういう作戦ですか、新あら木き先輩。さすがのわたしも考えつきませんでしたよ。さすがは『ソロモンの知恵者』、恐れ入りました……ククク……」

「一人で納得してないで教えて、本ほん田ださん！　気になって今夜眠れない！」

　シエラが、両手を胸の前で組んで聡子に頼みこむ。

「つまり、南海不敗の不死身は、『決して負けずに勝つまで戦いつづける』という信念によるものです。その強い信念があるかぎり、体をバラバラにしても、すぐに復活してしまうので、新木先輩に勝ち目は無いと思われました……」

「そうよ、勝ち目は無かったわよ、どう考えても」

「しかし、その『信念』を砕けば、彼は不敗ではなくなります。肉弾戦で勝てなくても、どういう方法でもいいから南海不敗を敗北させれば良い……と考えて、新木先輩は彼に賭かけを持ちかけたわけですよ」

「で、でも……もし庶民が負けてたら、その作戦は失敗だったわけよね？」

「しかし、新木先輩は勝ちました。南海不敗は、今やただの生骸ゾンビ……いえ、生骸ゾンビですらありません。敗北した時点で彼は南海不敗ではなくなる……彼は、彼ですらなくなるのです」

『わたしが……わたしでなくなる……？』

　南海不敗は、椅い子すを支えにして何とかもう一度立ちあがろうとするが、椅子をつかむ手首が砕けた。体じゅうが、ボロボロと砕けて崩壊していく。陣じんは、黙ってそのようすを見つめていた。

『まさか……このわたしが……負けるなんて、まさか……！』

　南なん海かい不ふ敗はいはうわごとのように繰り返す。

　確かに「チャリン」と音がした。確かに、コインは自分に引き寄せられ、表を向いたはずだった。いったい何が起こったのか、理解できない。絶対的な勝利の確信が打ち砕かれたショックの激しさに、頭が混乱し、喉のどがかわく。

『そうだ……喉がかわく。むしょうに喉がかわく……』

　南海不敗は喉をかきむしる。聡さと子こは冷ややかに目を細めて言った。

「あー、それ死にかけてるんですよ」

「本ほん田ださん、軽すぎ！」

　あまりにも無情な死亡宣告に、シエラは思わず語気を荒くした。

「ご存じないんですか？　人間、死にかけてるときって喉がかわくんですよ……ククク」

「いや、だからその、もう少し気をつかってあげなさいよ！」

　シエラは、敗北によってプライドをくじかれた心の苦しみと、まさに死のうとしている体の苦しみ、耐えがたいふたつの苦しみに苛さいなまれている南海不敗の姿が痛々しくて、見ていられなかった。南海不敗は、目を上げてシエラを見つめる。聡子は、つまらなそうに自分の三つ編を払った。

「別に、敵に気をつかう必要ないじゃないですか……？」

「わたしにはわかるのよ、プライドをくじかれる苦しみとか！　わたしも最初に庶民の魔神になったとき、ぜったい『ご主人様』なんて呼びたくなかったもの、今でもだけど！」

　シエラが南海不敗に同情する気持ちが、陣には理解できた。彼女が言うように、『絶対無敵で不敗のプライド』を持つ、という点で二人はよく似ている。セレブのプライドを守るために、シエラは猫をかぶりつづけている。それは時に、勇気をふるって強大なアークダイモンと戦うほどの意地をも見せてきた。

　そして陣も、南海不敗を倒してうれしいわけではない。歴史オタクの陣にとって、実在の歴史上の人物に会えたという喜びのほうが大きかったはずなのだ。神しん聖せい皇こう帝ていのときも今も、それがどのような立場の人物であろうとも、心をときめかせてきた歴史の中の彼らと戦わねばならないのは正直辛つらかった。

『死ぬのか……わたしは。あのときも喉がかわいていた……ひどく喉がかわいていた。体中に被弾しながら、敵をおびき寄せて走った。呆あきれるほど天気が良くて、香港ホンコンの空と海は真っ青で、死ぬにはいい日だった……。あのときも、喉がかわいていたな……死ぬまえに、水を一杯飲みたいと思っていた……』

　南海不敗が砕けていく。シエラは、おろおろしながらそのようすを見ている。

『喉のどが……かわいた……』

　はっ、とシエラは気づいた。陣じんが賭かけに使っていたテーブルの上に、客が残していったティーポットがあることを。

「庶民！　ちょっと貸しなさいっ！」

　シエラは陣が伏せていたティーカップを奪うと、ティーポットから紅茶を注いで南なん海かい不ふ敗はいのそばに行った。

「おい、座ざ堂どう！　近寄るな、危ないぞ！」

「だって、放ほうっておけないじゃない」

　南海不敗は、驚いたような目でシエラを見つめる。体が砕けてカップを持つこともできないので、シエラが唇にティーカップを当ててやった。

　だが、南海不敗は顔をそむける。

「どうしたの？　喉がかわいてるって言ったじゃない」

『きさまのような……アジアの誇りを失い、西洋かぶれのチャラチャラしたかっこうをしたアバズレなどに施しは受けん！』

　南海不敗は、シエラのメイド服にいまいましそうな目を向ける。シエラはムッとした。

「別に好きでこんなかっこうしてるわけじゃないわよ！　いいから、喉がかわいてるんでしょっ？」

『敵に同情されるなど、屈辱でしかない』

「同情じゃないわ、勘違いしないでよねっ！　セレブの心は慈善事業だから、わたしは自己満足のために施してあげようというのよ！」

『おい小娘、それ同情のほうがまだましだろうが！』

「わがままねー。どういう気持ちで飲んだって、一杯の紅茶は一杯の紅茶でしょ？　しのごの言わずに、飲みなさいったら！」

　シエラは南海不敗の頭を後ろから押さえつけて、無理矢理紅茶を飲ませる。

『ごほごほごほごほ！　しっ、死ぬ！』

「かわいそうに、死にかけているときは喉がかわくというものね。わたしは優しいから、もっと飲んでいいのよ。はいじゃんじゃん♪」

『違う！　おまえの茶で溺おぼれ死ぬ！』

「ったく……仕方ない奴やつだな」

　口調はぶっきらぼうだが、シエラを見つめる陣の目は優しい。聡さと子こは「やれやれ」と、そんな二人を見ないようにそっぽを向いた。

　南海不敗はシエラの紅茶で咳せきこんでいたが……ふとシエラの向こう、陣の手もとに視線が釘くぎづけになった。

　陣が机の上に置いている十香港ホンコンドル硬貨が、異様に分厚い。もともと十香港ドル硬貨は、大きさは五百円玉ぐらいなのに、厚さは五百円玉の二ミリよりまだ分厚くて三ミリもある、重たい硬貨だ。ところが、陣じんの手元のそれは三ミリどころではなく、大学ノートの罫けい線せんの幅ぐらいの厚みがある。

『そういうことか！』

　崩れつづけていた南なん海かい不ふ敗はいの体が、一瞬にして融合した。彼が勢いよく立ちあがったので、シエラは跳ねとばされてしまう。

「きゃっ！」

「おっと……。これは、ちょっとまずいかも」

　陣は小声でつぶやく。すっかり元通りの威風堂々たる姿に戻った南海不敗は、陣の前にある「分厚い十香港ホンコンドル硬貨」を奪いとった。コインは南海不敗の手の中でもどかしそうに震えている。コインには表も裏も「10」と刻まれていた。シエラは驚き、目を丸くする。

「……えっ？　りょ、両方とも裏っ？」

『やはり、この南海不敗が負けるはずなど無かったのだ。こういうことだったのか、〈ソロモンの知恵者〉よ！』

　南海不敗は、分厚いコインを両手でつまみ、引っぱった。めりめり、とコインが二つに分かれる。二枚のコインの表の面どうしを、ノリのようなねばついたもので接着してあった。片方のコインの表には、確かに南海不敗の血がついている。血はするするとコインの上をすべって、南海不敗の指の傷へと戻っていった。

『全すべて見切った！　〈ソロモンの知恵者〉よ、貴様はわたしが硬貨に血をつけた理由に気づいていたのだな。わたしの仕掛けに気づいていたくせに、気づかないふりをしながら、カップにコインを入れるときに自分の仕掛けを仕込んだ。命がかかった勝負の時だというのに、団だん子ごなどのんびり食っているマヌケだと思っていたが、貴様はその団子の餅もちでコインを二枚貼はりあわせたわけだ』

「ったく。だから、コインを見せたあとすぐにカップを戻して隠したのに、座ざ堂どうがカップを持ってっちまうから……」

「なっ、何よ、わたしのせいっ？」

「はい。どう考えても、座堂先輩のせいですね……」

　聡さと子こが、ズバッと無情に指摘した。

『わたしが、自分の血を引き寄せて〈表〉を出すことに、貴様は気づいていた。だが、両方裏にしたコインなら、どんなにひっくり返したところで出るのは〈裏〉だ。貴様は最初から、表が出るか裏が出るか定かではない勝負などする気はなかったのだ。むしろ、わたしのトリックを逆に利用することで、確実に勝てる勝負をしようとしたわけだ。だからこそ、その余裕ぶりだったわけだな。仕掛けが解けてみれば、何とも幼稚なものよ！』

　南海不敗が生き生きした表情で、薙なぎ刀なたを振りあげる。

『さて、決めるがいい。わたしに首をはねられるか、おとなしく〈百の首の王女〉のところへ行くか！』

「ちょ、ちょっと、ずるいわよ！　庶民が約束を守る必要なんてないでしょ、だってあなたは何も賭かけなかったのに！」

　シエラが必死に反論するが、南なん海かい不ふ敗はいはチチチッと人差し指を横に振る。

『何も賭けなかったのは当然だ。見てのとおり、わたしは絶対に負けないのだから、賭ける必要などなかろう』

「まあ、俺おれも絶対自分が勝って、こいつを敗北のショックで絶対消せると思ってたから、あらためて賭けさせなかったわけだけどな……少しばかり、計算違いがあったな」

　陣じんはため息をつき、面倒くさそうに頭をかく。その胸ぐらを南海不敗がつかみ、いきなり高々と差しあげた。陣は地につかない足を、バタバタさせる。

「ぐっ……！　な、何すんだよ！」

『さっさと決めろ、〈ソロモンの知恵者〉よ。わたしも忙しいのだ、〈百の首の王女〉との契約を果たしたら、彼女らに約束を守ってもらわねばならんからな』

「ロクなことじゃなさそうだな」

『まずはこの香港ホンコンから外国人を全すべて追い出す、抵抗する者は殺す！　そしてヘロデ王が欧米列強を滅ぼせば、それはわたしの逆転勝利となる。南海不敗は決して負けぬ、今こそアヘン戦争に勝利するのだ！』

「何かもう戦争とかやめとけって、今は二十一世紀なんだぜ？　それに、そんなことしたら香港政府の観光局とか観光産業が、逆に思いっきり困ると思うぞ」

『うるさい、さっさと決めたらどうだ』

「さっさと連れていけばいいだろ。何で俺に選ばせる？」

『おまえが〈百の首の王女〉に渡れば、何億という人間が死ぬ手助けをすることになる。おまえはそんなことになるよりは、自分が死ぬほうを選ぶかもしれんから、どうするのかおまえに選ばせてやろうと思っているわけだ』

「そんなの、あんたには関係ないだろ」

『関係はない。しかしわたしも、かつては香港の住民たちを守るために自分の死を選んだ男だ。誇り高い人間の考えることは、よくわかっているつもりだ』

「自分一人の命と、何千何万の他人の命を天秤にかけるってことか」

　陣は考えていたが、あきらめたように目を閉じた。

「よし決めた。おまえの言うとおりだ……かんたんな算数だ。何万人も死ぬよりは、ここで俺一人が殺されておいたほうが、犠牲者の数は一ですむ」

「ちょ……！　そ、その一って自分なのよ、わかってるのっ？　自分の命ひとつは他人の命百万個よりも大事でしょ、ふつうは！」

　シエラは青くなって叫さけぶが、陣じんの答えは変わらないよだ。

　その答えを聞いて、南なん海かい不ふ敗はいは陣を地面に投げ捨てると、薙なぎ刀なたを振りあげた。陣を一刀両断にするつもりのようだ。

『承知！　〈ソロモンの知恵者〉よ、覚悟せよ！』

　薙刀が振りおろされる。ニコライもアルフもまだ気絶中で、陣を助けにくることはできない。聡さと子こはよけいに被害を拡大させてしまいそうなので、陣に出動停止命令を受けているから、忠実にじっとしている。

　誰だれも陣を助けられる人間がいない。そう思った瞬間、シエラは陣の前に割りこんで両手を広げ、南海不敗を押しとどめていた。

「まっ、待ちなさい！」

「ざ、座ざ堂どうっ？　何やってんだ、おまえ？　とっとと逃げてろよ！　数秒前、自分の命一個は他人の命百個よりどうのとか言ってなかったか？」

　陣が倒れたまま、目を白黒させた。シエラは南海不敗から陣を隠すように、きゃしゃな腕を大きく広げて敵と対たい峙じする。

「庶民が殺されたらわたしはどうなるのよ。新しいご主人様なんてお断りよ！」

「でも新しいご主人様に代わったら、今せっせと再発行中の『魔法書』も新しく発行されるから逆に都合がいいんじゃないのか？　それ以前に、座堂家はもう金持ちだからランプの魔神やってる意味も無いんじゃ？」

「庶民にはまだ、高貴なる義務ノーブルス・オブリツジということばが理解できないようね。いわばセレブにとっては世界中の人間が領民のようなもの、その領民である宇う多た田だくんたちを塩の柱に変えるようなヘロデ王を、領主の責任においてほったらかしにはできないでしょ？」

「おまえの観点にはいろいろと問題があるが、結論としてはよくわかった。っていうか……俺おれ、ご主人様なんだ」

　信じられないように、陣は自分を指さす。シエラは、カッと赤くなってどなる。

「だっ誰が誰のご主人様よっ、勘違いしたこと言ってると叩たたっ斬きるわよ！」

「いやだから、それ今、南海不敗がしようとしてるから」

　陣のことばを聞いて、シエラはキッと南海不敗に鋭い目を向けた。南海不敗は、何となく二人の会話に割りこみにくくて薙刀を振りあげたまま、ちょっと前に出たり後ろに下がったりしつつ、躊ちゆう躇ちよしていたが、シエラににらまれて少しホッとした。

『やっとわたしが話せる番が来たか』

「いいえ、まだわたしのターンよ南海不敗！」

『おいおい。どうにかしてくれよ』

「ちゃんと聞きなさい！　引きつづき、わたしタイムなんだからねっ！」

『はいはい』

「いいこと、南なん海かい不ふ敗はい！　これはわたしが、西安シーアンから来る列車の中で必死こいて解いた現社のプリントよ！」

　トーレムがとてとて持ってきたプリントを、シエラは南海不敗の前に突きだす。

『で？』

「『で』っとか言わない！　わたしはまだ高校一年生だから、現代社会しかやってないの、世界史は二年生でやるのよ。中学校の世界史ではそんなにくわしくやらなかったから、アヘン戦争もよくは知らないの。きっと、他ほかの観光客もそうよ。香港ホンコンに来てあなたの碑いしぶみを見て、それで初めてあなたやアヘン戦争のことを知る人も多いと思うわ。観光客を追い出し、歴史を学ぼうとする人を殺したら、アヘン戦争は『無かったこと』になる。あなたが死をもって伝えようとしたことも『無かったこと』になるのよ？」

『それで良い。この南海不敗の祖国が負けた歴史など必要は無い』

「違うわ。その歴史からみんなが戦争の愚かさを学んで、何かあるたびにあなたやアヘン戦争のことを思いだす。みんなが歴史の知識を共有して歴史から学ぶことができれば、何かを解決するための方法として、戦争を選んではいけないという気持ちが世界中に少しずつ広がっていく。そうして戦争が無くなったときが、あなたの本当の勝利なのよ」

『意味がわからん。わたしは戦争で勝利することを望んでいるのだ、その戦争が無くなれば勝利することも無くなるではないか？』

「戦争で勝つなんてたやすいことよ。人間の歴史の中で、何千何万の戦争があった。そのたび、何千何万の勝者が出たのだもの。言わば戦争の勝者なんて、ブランドショップで売ってる既成のバッグと同じ。ありがたがってるのは庶民だけ！　本当のセレブとは、ブランドのデザイナーに自分だけのオリジナルバッグをデザインさせ、世界でひとつだけのバッグを作らせるもの！　すなわち、セレブの心はトップ・オブ・ザ・オンリーワン！」

「座ざ堂どう。そこの定冠詞は『ザ』じゃなくて『ジ』だ。母音の前だから」

　陣じんが義理堅く修正を入れる。シエラは、頬ほおを少し赤くする。

「うっ、うるさいわね！　英語なんてできなくていいのよ、妖魔ダイモンは意志の声でしゃべってくれるから！」

『つまりまとめると、母音の前の定冠詞は〈ジ〉ということか？』

　腕組みをして難しい顔で考えている南海不敗に、シエラはほほえむ。

「惜しいなー。もうちょっと前の部分をまとめてほしかったわ♪」

『では、香港は無税タツクスフリーなので、安いブランド品をショッピングしにくる観光客が多いということか？』

「それも間違い♪　歴史上、戦争で勝った人間は山ほどいるけど、戦争に勝った人間はただの一人もいない、ってこと」

　シエラの説明に、南海不敗の動きがぴたりと止まった。

『……そう言えば、そうだ。人類が戦争に勝利していないのだから、まだ世界から戦争が無くなっていないのだものな』

「それそれ」

『わたしなら勝てると？』

「みんながあなたとアヘン戦争の歴史から学べば、すぐじゃなくてもいつかはきっとね」

『どうせなら、より大きなものに勝利したほうが、かっこいいよな？』

「そうね。子供にジャンケンで勝つような攻略難易度よりは、人類史上最強の強大な敵に勝利したほうが、『南なん海かい不ふ敗はい』の名にふさわしいんじゃないかしらね？」

　シエラは腕組みをして余裕の態度を取りながらも、この駆け引きがうまく行くか、内心ドキドキしていた。後ろから見ている陣じんには、彼女の足首が細かく震えて、今にも崩れそうな体を必死に支えているのがよく判わかった。

「座ざ堂どう……」

　陣はシエラの背を見つめる。南海不敗はしばらく考えていたが、薙なぎ刀なたを地面にガランと投げ捨てると、その手でシエラの頭をなでた。シエラはきょとんとしているが、その瞬間陣はカチンときて南海不敗をにらむ。

「おいこら！　なに座堂の頭なでてんだよ！」

『は？　いや、これからこの娘を誉ほめようとしているのだが、何か悪いか？　西洋かぶれしたかっこうをしていても、まさにこの娘は世界に誇れる素晴らしい女性ではないか』

「誉めるんなら、ことばで誉めろよな」

「ちょっと庶民、なにゴチャゴチャ言ってるのよ。せっかく、南海不敗がそれとなく機嫌よくなったのに」

　シエラが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。陣は赤くなり、ぶるぶるぶるっと首を横に振った。

「べっ、別にゴチャゴチャなんて言ってないからなっ！」

『まあ、文句が出るならわざわざ頭をなでることもないのだが』

　と、南海不敗はシエラから手を引いた。陣は、はっきりと表情には出さなかったが、ちょっとだけ溜りゆう飲いんが下がった。

『娘、おまえは気高く賢く美しく優しく、そして勇敢だ……この南海不敗、今初めて〈敗北〉を感じたぞ』

　シエラから引かれた南海不敗の手が、サラサラと砂のように崩れはじめる。シエラは驚いて、目をぱちくりした。

「えっ……『敗北』っ？」

『おまえの言うとおりだ、娘。わたしは歴史の中から、真の勝利をめざすことにする……いつかわたしは、真の〈南海不敗〉となる……』

　砂と化した南海不敗の体は、風に乗って飛び散り、香港ホンコンの青い空と海に溶けて消えた。彼が残した薙なぎ刀なたも、草のつるに巻かれて土に戻っていく。後には美しい花が咲いた。



　南なん海かい不ふ敗はいが消え去ったとき、シエラはぐらっと倒れかけた。後ろから、陣じんが抱きとめた。

「大丈夫か、座ざ堂どう」

「しょ……庶民」

　シエラのひざが、がくがくと震えている。緊張が解けて、一気に震えがきたようだ。

「まさか……消えてくれるとは思わなかったわ。パパたちが帰ってくるまで、時間稼ぎできればぐらいに思ってたけど……好運ラツキーだったのね」

「好運ラツキー？　違うな、おまえは実力で勝ったんだよ。でなきゃ、あの南海不敗が負けを認めやしないさ」

　陣はそう言って、いきなりシエラをお姫様抱っこした。シエラはびっくりして目を回す。

「ななななな何するのよっ！」

「何っておまえ、立てないだろ？」

　陣はそう言って、シエラを近いテーブルの上にぽんと座らせた。ぬいぐるみでも抱くかのようにあまりにも軽々と抱かれて、シエラは真っ赤になっていた。

「ほら、落ちつくまでちょっと座ってろ」

「べ、別に、最初っから落ちついてるわよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「怖かったんだろ？　すごく震えてたし」

「さ……寒いからよっ」

「七月の香港ホンコンの平均気温って確か三十度ぐら」

「わーわーわーわー！」

「ったく、おまえは子供か」

　陣じんは呆あきれてため息をつく。シエラはまだ少し赤い顔で、ムッとして陣を見あげた。

「そ、そんなことより……頭をなでなさいよねっ！」

「なにゆえに？」

「だって、結果的にわたしが南なん海かい不ふ敗はいを説得してみんな助かったわけでしょ？　感謝するのは当然じゃないの？」

「えっと。おさらいしてみると、おまえが俺おれのティーカップを取って南海不敗に紅茶を飲ませようとしなければ、俺のズルがばれることもなく、あのまま南海不敗は消えていってたわけだよな？　それはつまり、おまえは自分のミスを自分で尻しりぬぐいしただけだと思うが、その条件で俺に何を感謝しろと？」

　陣に理詰めでたずねられて、シエラは返答につまる。脂あぶら汗あせをダラダラ流して考えた。

「え……えーと。だ、だから……本来、庶民がわたしの尻ぬぐいをすべきところ、かわりにわたしがわたしの尻ぬぐいをしてあげたんだから、感謝しなさいよ、ってことよ！」

「おまえの言うことは、一いつ休きゆうさんのとんちにしか聞こえないんだが」

「とにかく！　頭をなでなさいったら！」

「はいはい、あーもー。『ちちんぷいぷい』」

　陣はめんどくさそうに、シエラの頭をなでた。シエラのヘッドドレスが、機械のメーターのように虹にじ色いろに輝き、光の粉がこぼれてシエラの全身をつつんだ。光の強さは陣の感謝度に依存しているわけだが、今回、どうにも光が弱い。

　光がおさまったあと、シエラはあわててポケットの中から魔法書を取りだした。何度もページを数えなおしてみたが、一ページしか増えていない。

「わあっ、ケチケチ庶民にしてはえらく大盤振舞ね。ありがとう♪」

「はいはい、嫌味嫌味」

「どうして一枚っきりなのよ！　神しん聖せい皇こう帝ていの墓所でも、一ページだけだったし！」

　シエラはぷんすか怒った。陣は、うるさそうに顔をそむける。

「何度言わせるんだよ。おまえは自分の尻ぬぐいをしただけなのに、なんで俺が感謝しなくちゃいけないんだ」

「だってわたし、怖いのを我慢して南海不敗に立ちむかったわけよ？　あんな薙なぎ刀なた持った不死身のすっごい強いやつに、意見したわけですよ？　それってえらくない？　お化け屋敷が怖くない人がお化け屋敷に入ったってえらくないけど、お化け屋敷が怖い人がお化け屋敷に入ったら勇気があるな、よくがんばったな、誉ほめてしんぜようって思うでしょ？」

「あ、やっぱり怖かったんだ」

　陣じんに指摘されて、シエラはぼっと顔から火を吹いた。ごまかすように、あわててテーブルから飛びおりる。

「あっ、そ、そうだっ、救急車呼ばなくちゃ！」

「あ。しまった、急がなきゃ」

　陣は、アルフとニコライに目を向ける。二人とも、倒れたまままだ気を失っていた。シエラはあわてて、トーレムを呼び寄せる。

「トーレム、携帯電話持ってきて！」

『ぷきゅー！』

　トーレムが携帯電話といっしょに、青空メイドカフェに集まっていた観光客が南なん海かい不ふ敗はいから逃げるときに落としていったリュックからガイドブックを持ってくる。シエラはテーブルに腰かけて、ガイドブックを広げた。

「なるほど。香港ホンコンでは、警察・消防・救急車などの緊急電話番号はすべて９９９なのね」

『ぷ９ー、ぷ９ー、ぷ９ー』

　トーレムが、携帯電話のボタンを押してシエラに渡した。

「えーと、もしもし。ハロー？」

　香港は一九九七年までイギリス領だったので英語が通じるが、日本人も多いので、日本語しかできなくても比較的大丈夫だ。病院などでも、日本語を話せるスタッフや通訳がいるところがある。

　というわけで、陣ほど語学堪たん能のうではないシエラでも、ぶじに救急車を呼ぶことができそうである。南国・香港の日差しは強いので、救急車が来るまでアルフたちが日射病にならないよう、陣はホテルのプールからパラソルを借りてくる。

「新あら木き先輩、わたしもお手伝いしましょう」

　聡さと子こがパラソルをひとつ受けとって、ニコライの上にさしかける。陣は、アルフの上にさしかけて、直射日光が当たらないようにした。シエラは、いっしょうけんめい電話で状況を説明している。

「サンキュ、本ほん田だ」

「いえいえ、これぐらいのことは……ククク」

「なんでクククだ」

「新木先輩があのまま賭かけで南海不敗に勝っても、それは結局『知恵』という『力の一種』で押さえつけただけのこと。戦争と大差はありません。しかし座ざ堂どう先輩は『説得』しました……智仁武勇の『仁』すなわち『心』で、南海不敗に勝利したのです。そのことを、新木先輩ほど頭のいい方なら気づいていらっしゃいますよね……？」

「だから何だ」

「生骸ゾンビに死はありません。南なん海かい不ふ敗はいはもし新あら木き先輩との賭かけで負けたとしても、いったんは心が折れるでしょうが、ネクロノミコンの呪じゆ文もんの効果が続くかぎり、またすぐに復活していたかもしれません。彼を本当に止めるには、永遠に戦意を喪失させることが必要……つまり、説得して納得させることが必要。座ざ堂どう先輩のやり方が『正解』だったわけです……それに何より、新木先輩の性格からして、あのまま南海不敗をズルで負かしたら、寝覚めが悪くなるはず。ですから、本当は座堂先輩にいろいろと感謝してるんですよねえ……？」

　聡さと子こは陣じんの目を、じいっとのぞきこんできて薄く笑う。

「それなら、座堂先輩の頭をなでるとき、『感謝ゲージ』をもっと上げてさしあげればよかったのに……。南海不敗が座堂先輩の頭に触れたときに、座堂先輩の頭をナデナデしていいのは自分だけだ、って焼きもち焼いてムカつくぐらいでしたらね……ククク」

「ちょ、ちょっと待て！　俺おれは別にムカついてないし！　座堂の頭をなでていいのは俺だけだとか言ってないし！」

「言ってないけど、思ってたんじゃないんですか……？」

「お、思ってねーし！　ふざけんな本ほん田だ！」

「まぁ……魔法書のページが全部そろって、そのあと魔法も全部埋まって、座堂先輩が一人前の魔神になったら、新木先輩は座堂先輩にとって必要なくなりますものね……ククク」

　聡子は手を口元に当てて笑った。陣は真っ赤になって、激しく怒る。

「ちょ……っ！　おいっ、俺が座堂と離れたくなくて、感謝ゲージをケチったって言いたいのかよ！」

「あら、言っちゃった」

「言っちゃってない！」

　陣が怒れば怒るほど、聡子にはおもしろいらしい。

「ククク……本当に、あなたがた人間を見ているとおもしろいですね。思考が意外な超展開で、ちょっとした本より楽しめます。夏休みのひまつぶしになりますよ……ククク……」

　聡子は、低いテンションでくすくすと笑った。

「世界を支配する力を持つ聖櫃アークを盗み、その権力で世界を支配しようとしているアークダイモンとの戦いを、夏休みのひまつぶしって言い切っちゃったな」

「だって、実際ひまなんですよ。世界の全すべての本を読みつくしたわたしの知恵をもってすれば、夏休みの宿題は日本を出発するまえに全部片づけてしまいましたし……」

「俺も七月中に終わらせるのがモットーだったけど……さすがに、旅をしながら、ボンボン敵が襲撃してくる状況では、なかなか思うように宿題が進まないな」

「宿題、提出する気ですか。生きて帰れるおつもりとは、これはこれは……ククク……」

「なあ本田、結局おまえがラスボスって設定なんだよな？」

　陣じんが、硬い声で念を押すようにたずねた。



　サロメはビクトリアピークの高い木の上に座って待っていた。

　斥候に行かせていたドクロが、飛んで戻ってくる。

『サロメ様、南なん海かい不ふ敗はいは敗北いたしました』

「何だと？　生骸ゾンビに対して強大な破壊力を持つ『ソロモンの判決』を使う新あら木き大だい胡ごがいないのだから、不死の南海不敗ならば勝てるような気がしていたのだが……」

　サロメは、口惜しそうに爪つめをかむ。

「やはり、ずいぶんと手て強ごわいのだな。奴やつらの強さがどれほどのものか、なぜこれほど読めないのだ？」

『力ならば、読むこともできるでしょうが……〈ソロモンの知恵者〉は知恵で戦いますれば、それを読むにはソロモンを超える知恵が必要かと』

「知恵ならばヘロデ王も負けはせぬ。それに『偶像崇拝』も、人間ごときよりははるかに大きな知恵を持っているだろうに、なぜ奴らにくみするのか……」

『いえ。南海不敗には結局、知恵でも勝つことができなかったのです』

　ドクロの報告に、サロメは眉まゆをひそめた。

「何を言っているのかがわからぬ。知恵でも力でもなければ何なのだ？　ちちんぷいぷい……『智仁武勇』の、智でも武でもないのならば？」

『〈仁〉です。勇気を振りしぼり、〈心〉で戦って勝ったのです。干からびたわたしの心も、その勇気の心に思わず震えたほど……。彼らは予想以上に恐ろしい敵ですぞ、サロメ様』

「そのようだな。わらわには、彼らの何が恐ろしいのかすらも解わからない」

　サロメはドクロを呼び寄せて巨大化させると、その上に乗ってふわりと舞いあがった。

「しかし、勝つのはわらわだ、そして世界を支配するのはわが王ヘロデだ」

『剣の魔神は傷ついています。病院を攻撃すれば、奴だけなら倒せるかもしれません』

「そのつもりだったが……少し少し遅かった。新木大胡らが戻ってきたようだ」

　サロメは空中から地上を見下ろす。マカオからの高速船が波止場に着き、シエラからの電話を受けたシエラパパと大胡がタクシーを飛ばして病院に向かっているところだった。

「わらわでは、〈ソロモンの判決〉には勝てぬ。勝てるかもしれぬが、万一負ければ、ヘロデ王にお仕えし、『気』を届ける者がいなくなる。すなわち王の復活もできなくなる。だからわらわは、無事に、確実に勝たねばならぬ」

『〈ソロモンの判決〉……ですか。確かにあれは厄介ですな。悪あしき心を持つ者は、たちどころに裁かれてしまう……』

「勝つために必要なのは『勝とうとすること』ではなく『負けないようにすること』だ……南海不敗は負けたが、わらわは決して負けはしない。ヘロデ王にささげたわらわの心は、どんな心をもってしても決して負けはしないのだ」

『しかし、あまりゆっくりしていると、奴やつらがヘロディオンに到着してしまいます。ヘロデ王が力を取りもどすまえに、奴らが来てしまったら……』

「そのとおりだ。逆に言えば、わらわは奴らに必ずしも勝利する必要はない。足止めをし、時間を稼ぐだけで……勝てるのだ」

『確かに今回病院送りにして、少なくとも一日は稼ぎましたし……奴らの〈夏休みの宿題〉とやらはずいぶん足止めをくらわせているようですから、サロメ様の作戦は功を奏しているのかもしれませんな』

「次の策を、ゆっくり確実に考えるとしよう。焦ることはない。こちらは防戦側、すなわちはるかに有利な立場なのだからな……フフフ」

　サロメは赤いスカーフを風になびかせ、陣じんたちの動きを見失わないよう、病院の近くに移動していった。



　香港ホンコンの夜景は、日本のそれとは印象が違う。

　独特の、透きとおるような鮮せん紅こう色しよくの光が、ガーネットのように燃えている。日本の夜景には白色電球による黄色やオレンジが多いが、香港ではネオンによる赤や青が多いからだ。

　宝石箱をぶちまけたような夜景が、病院の窓から見えた。

　病院に行ったニコライとアルフは、ＣＴスキャンを使った精密検査を受けたものの、それぞれ大したこともなく、安静ののちに退院できることになった。しかし、精密検査が夜中までかかってしまったので、その夜はホテルが破壊されていることもあり、うろうろ外に出て夜の闇やみで視界のきかないところをサロメに襲撃される危険もあったので、病院で一泊することになった。

　魔神モードを解除して私服に戻ったシエラと、陣と聡さと子ことトーレム、そしてマカオから帰ってきたシエラパパと大だい胡ごが、ＶＩＰ用の特別病室に集っていた。

「ほほう。病院といえどもさすが特別病室だと、すごいごちそうが出るものじゃな。陣もこの満漢全席、一口どうじゃ？」

　息子同様、大食漢の大胡が、テーブルにずらりと百皿ぐらい並んだ料理に舌鼓を打つ。

「別にいらねーよ」

「珍しいな、三度の飯よりごはんが好きなおまえが」

「昼間、南なん海かい不ふ敗はいの目をごまかすためにゴマ団だん子ご食いすぎたんだよ。っていうか、病人に満漢全席とか食わせてたらだめだろ」

「南海不敗か、わしらが留守中に攻撃されるとはなあ。生骸ゾンビにはわしの〈ソロモンの判決〉が効く、あまり油断して離れてはいかんのじゃな。反省反省」

　大胡が、北京ペキンダックの皮をナイフでこそげては、小さいクレープのような薄餅バオビンに甘い味み噌そだれを塗り、ネギとともに巻いてぱくぱくと食べながら言った。どうやら、口ばっかりで全然反省はしていなさそうだ。

「別に、親父おやじは勝手にどこでも行ってくれていいぜ。〈ソロモンの判決〉だけ置いてってくれたら」

「ばかもん！　それだと、わしが襲われたときに身を守る術すべがなかろーが！」

「結局自分の身が一番可愛かわいいのかよ、クソ親父」

　陣じんが不服そうにつぶやいた。ニコライもアルフも、もう意識を取りもどしていて、ベッドの上で身を起こしていた。

「申し訳ありません、旦だん那な様。わたくしがついておりながら、シエラお嬢様を危険な目に遭わせてしまいました」

「まあそう気にするな、ニコライ。暇つぶしがてらギャンブルに行ったわしも悪いのだ」

「いえ、旦那様がいても全然勝てる相手ではありませんでしたが……」

「ふふふ、甘いなニコライ。前も言ったが、わしは脱ぐとすごいんだぞ？」

「脱がなくていいです」

　ニコライは低い声でつぶやいた。

「それより……問題は、これ以上旅が遅れると、シエラお嬢様の夏休みが終わるまでに、ヘロディオンに着きさえしないのではないかということです。ホテルの宿泊代は稼ぐことができましたが、南なん海かい不ふ敗はいとの戦いでそれ以上の被害を出してしまいましたし、この病院の入院代も……旅行者ですから健康保険も入ってませんし……」

「ふふふ。そんなことは心配無用だ、ニコライ！」

　シエラパパは余裕しゃくしゃくの笑みを浮かべると、ドラえ○ピんのテーマ曲とともに、胸ポケットから紙束を取りだした。

「タラララッタラー！　白紙の小切手ー！」

「ものすごくなまなましいひみつ道具だな」

　テンションの高いシエラパパに、陣がツッコミを入れる。

「……っていうか、白紙の小切手って？　マカオのギャンブルで勝ったにしては、白紙の小切手で支払いっておかしくないか？」

「そのとおりだ、なかなか鋭いな。実を言えば、マカオではボロ負けしてスッカラピーになったのだ」

「だめじゃん」

「香港ホンコンに戻ってくる船賃まで無くなってしまってな」

「ほんとにだめじゃん」

「そのとき、天才のわしは思いついたのだよ。わが愛する妻、踊オードリーが経営する国際大企業『シェラザード』、その支社がマカオにもあるはずだと」

「平たく言えば、座ざ堂どうさんの奥さんの会社に行って事情を話して、白紙の小切手帳を一冊いただいてきたというわけじゃよ。座堂さん、あったまいー」

「ふはは。いやなにいやなに」

　大だい胡ごとシエラパパは朗らかだが、聡さと子こをのぞく他ほかの五人のこめかみには、血管がぷちぷちと浮き出ていた。

「パパ、ちょいとお待ちなさいな。『シェラザード』の支社は、当然日本人の多いこの香港ホンコンにもあるわけよね？　ということは、財さい布ふを落としたことがわかった時点で、マカオに行ったりメイド喫茶を開いたりしないで、『シェラザード』に行ってれば良かったのではないざますかしら……？」

　ニコライがいるので、シエラは爆発寸前に怒っているにもかかわらず、表面上はにこやかに優雅にしとやかに振舞っている。そのせいで、少し語尾が乱れている。まあニコライもすごく怒っているのだが、今日のホテルのボーイの冷静な態度を思いだし、深呼吸して必死に感情を抑えようと努力していた。

　シエラパパは、適当にうなずく。

「うん、ほんとほんと」

「軽いねちょっと！」

　シエラパパのスカした態度に、ベッドの上で座っているアルフも激怒した。

「シエラの言うとおりだよ！　最初からそうしてれば、あたしたちはニャロメとやらにも見つからず、『南なん海かい不ふ敗はい』と戦うこともなく、今日の午前中には香港を出発できてたんじゃないのかいっ？」

『ぷきゅー、ぷきゅー！』

　トーレムも短い手足を振り回してとても怒っている。シエラパパは、さらっと答えた。

「いやまあ、日本に電話してママの秘書に別のカードを届けてもらっても良かったんだがね。東京から香港まで、飛行機なら四時間ぐらいだし」

「そうすれば良かったわよね？」

「このセレブのわしに、『ママーお金落としたからお金ちょうだいー』って言えと？　鼻水たらしたガキみたいに？　そいつはちょっと、セレブとしてのプライドが許さんなあ」

　それを聞いて、アルフと陣じんがそろって怒りだす。

「言えば良かったんだよ！　っていうかマカオで全額スッたから、結局言ったんだろ！　セレブのプライドとか以前に、大おお袈げ裟さじゃなく世界の存亡かかってるよねっ？」

「つーか！　オッサンども、どんな理由を作ってでもマカオにギャンブルに行きたかっただけだろーが！」

　ニコライの目さえなければ、シエラも何か一言二言、いや三十言ぐらい言いたい勢いで、うずうずしている。噛かみつかれた大胡とシエラパパは、いきなり逆ギレした。

「親に対してオッサンとは何じゃ、陣じん！」

「そうだ！　わしはオッサンではなくチョイ悪オヤジと呼べ！」

「親なら親らしくしろよ！　あとおまえらの態度は、チョイ悪ってレベルじゃねーぞ！」

「だいたい、結局わしらが小切手を調達してきたんじゃぞ？」

「そうだそうだ、『ソロモンの知恵』とかぶっこいて、『シェラザード』に金を借りにいくことも思いつかずにのんびりメイドカフェなんかしてた庶民に、偉そうに言われる筋合いなんかないもんねーだ！」

「パパ、暴言」

「むかつく、このクソジジイども！」

「陣、斬きっていいならいつでも『アブラカダブラ』って唱えてよね」

『ぷきゅっ、ぷきゅきゅーっ！』

「精神集中です……。わ、わたくしは、決して怒ったりしないのです……！」

　病院の中だというのに、罵ば詈り雑ぞう言ごんが響きわたる。どう考えても、団結心からはほど遠い。どっちかというと、思いっきりバラバラだ。

　聡さと子こは部屋のすみっこの椅い子すに座り、薄い笑みを浮かべながら、言い争う彼らのようすを眺めていた。

「ククク……。どう考えても、人間の本質は『争い』っぽいですけどね、ほんとに人間というのはおもしろいですねえ。もっとやれ」

『ぷきゅー！』

　邪悪なオーラでほくそ笑む聡子に、トーレムがこんな感じで怯おびえていた。

　シエラたちの現在位置、香港ホンコン。ヘロディオンまで、大きく南回りのルートに変更したために、いったん少し遠ざかってしまい、あと八〇〇〇キロ……。



　そして……八〇〇〇キロの西の彼方かなた、ヘロディオンの地下の墓所の棺ひつぎの中に、ヘロデ王は横たわっていた。

　この距離を、サロメは一日で往復することができる。そのサロメがまだ戻ってこない。それはすなわち、彼女が首尾よく行ってはいないことを示していた。

「何をしている、サロメ……」

　目覚めたヘロデ王は、棺の中からゆっくりと身を起こす。長い黒髪が揺れる。広い肩にかけられた紫色のローブが、二千年の時を経へて風化し、ぼろぼろと崩れた。

　ヘロデ王は、自分の手を眺める。指が、きしむように動いた。

「ほう……これは。サロメが新たな『気』を運んで来なくとも、わが『気』が少し復活している。なぜだ？」

　ヘロデ王は、まだ立ち上がることができない。棺に座ったまま、墓所を見わたす。

　墓所の中には数十人の、「塩の柱」と化した人間がいた。大だい胡ごとともに、ヘロディオンの調査にきた考古学者たちだ。

　部屋のすみには、崩れた塩の柱が山積みになっている。長年にわたり、ここに侵入してはサロメに塩の柱とされた盗掘者たちのなれの果てだ。

　もっとも棺ひつぎに近いところに、ギリシャ彫刻と見まがうばかりの、美しい女性の姿があった。大胡の妻、すなわち陣じんの母で、考古学者の新あら木きナオミである。

　高校生の息子がいるとは思えない若々しさと美び貌ぼうは、真っ白い塩の柱になってますます美しく、神聖さすら感じさせた。

　ヘロデ王は、手を伸ばした。ナオミの白い頬ほおに、手が届いた。

「そうか。サロメが作っていった『塩の柱』からの『気』……だな」

　ナオミの頬にふれると、微弱な「気」が自分に流れこんでくるのがわかった。

　ジガバチというハチは、自分の子のために、土の中に穴を掘る。そこに、毒針で麻酔をかけたイモ虫を入れ、卵を産みつける。もしイモ虫を殺してしまったら、卵がかえる前に腐って、食用にならないだろう。ジガバチの子は、「新鮮な生きた弁当」を食べながら、土の中で育つのだ。

　サロメもまた、考古学者たちを塩の柱に変えた。彼らはまだ生きているが、麻酔をかけられたイモ虫と同じ状態になっている。ヘロデ王の復活のためには気が必要であるが、復活したばかりのヘロデ王は、一度に大量の気を吸収することはできない。長いあいだ絶食していた人間が再び食事をはじめるときは、薄いおかゆから始めなくてはならないのと同じである。さもなければ、腹をこわして逆に弱ってしまう。

　シエラたち魔神の強大な気を吸収するほどには、まだ復活していない。けれども、長年にわたって塩の柱とされた人々が電池のように、棺の中のヘロデ王に気を供給しつづけた。その「電池」は、だいたい一ヶ月ぐらいで尽きてしまい、崩れてしまう。すなわち、全すべての生命を吸い取られて、完全に死んでしまうのだ。

　長年にわたり盗掘者の命を吸ってゆっくりと回復しつづけたヘロデ王は、ナオミら探検隊の命を吸い取りながら、ついに棺から身を起こせるまでになったのである。

「『気』を吸えば回復する、回復すればより多くの気が吸える、すなわち等比級数的にわたしの体はもとの力を取りもどしていく。さて……もしかすると、もう人間一人分ぐらいならぺろりと食えるようになっているかもしれんな」

　ヘロデ王はナオミの頬から首へと指をすべらせる。塩の柱となった人間はまだ生きているが、塩の柱が崩されればその時点で死んでしまう。つまり、まだ弱いヘロデ王の力でも、少し押せばナオミを殺し、その生命を全て吸い取ることができる。

　ナオミの細い首は、たやすく崩せそうに見えた。しかし、生命力に満ちた血液が流れる頚けい動どう脈みやくの近くに指がふれたとき、そこからヘロデ王の指にどっと気が流れこんだ。

「つっ！」

　ヘロデ王はうめいて手を引き、棺ひつぎの中に倒れた。ナオミにふれた指が、黒くこげて火傷やけどになっている。その傷に気を消費されて、身を起こす力を失ってしまったのだ。

「くそっ……まだきついか。この手の治ち癒ゆにまた時間がかかってしまう……焦りすぎたな」

　気とは、「父と子と精霊」と呼ばれる三さん位み一いつ体たいのもののうち「精霊」のことだ。それは、電気のようなエネルギーにたとえられる。大きな電気を流すには、太い電線が必要だ。細い電線に大きな電気を流すと、電線が焼け切れてしまう。

　今のヘロデ王は、まさにその状態だ。「大きな電力を使うには、電線が細すぎてすぐにブレーカーが落ちてしまうから、少しずつしか電力を消費できない」というわけである。

　ヘロデ王が焼けた手をいまいましそうに見ていると、かさかさ、と音がした。ネズミだ。「肉の匂におい」を嗅かぎつけて、ヘロデ王の棺の中に入ってきた。

　死体だと思って安心しているのか、ネズミはヘロデ王の足もとをちょろちょろと走る。体がローブに包まれ、歯を立てる場所が無いので、皮膚が露出しているところを探して胸の上のほうまでやってきた。

　そのとき、ヘロデ王が焼けた手でネズミをつかんだ。

「ギイィーッ！」

　ネズミは恐怖に引きつった悲鳴を上げたが、ヘロデ王の手の中でみるみる干からびミイラと化した。かわりに、焼けたヘロデ王の手からぽろりと皮がむけ、少しだけ治癒する。

「ふん……まだ、これぐらいしか食えないのか。腹の足しにもならんな」

　力を取りもどすには、よく食べよく眠ること。人間もアークダイモンも同じである。

「まあ、もう一眠りするとしよう。偉大な大王であるこのわたしが、せかせかと焦る必要など全くないのだ」

　ヘロデ王はネズミのミイラを棺の外にポイッと投げ捨て、つまらなそうにあくびをした。

　塩の柱になった人々から、ごくわずかな気がゆっくりと、ヘロデ王に吸い取られていく。ぬるい風ふ呂ろに入っているような、心地良さがあった。

　ヘロデ王はまぶたを閉じると、棺の中にゆったりと身を横たえて、再び眠りはじめた。





《完》



    

  
    
      


　　あとがき



　末広がりの八巻を迎えた『ぷいぷい！』です。読者の皆様、いつもご愛読ありがとうございます。作中では夏休みになったので、シエラたちが旅行に出発しました。いいなー。

　兵へい馬ば俑ようのナガシュは、高校のころすごく絵のうまい先輩がいたのですが、その先輩が描かいたイラストにわたしが短編小説を書いてつけたことがあって、その話の中に出てきた主人公の名前です。砂漠の城の魔王に捕らわれた歌姫を助けに行く話だったような。

　ナガシュはもちろん、神しん聖せい皇こう帝ていや南なん海かい不ふ敗はいといった歴史上の人物っぽい人たちは、全すべて架空の人物です。世界史のテストで書いたらペケにされるので、注意してください。

　今回、大人二人は酒飲んで寝てたりカジノに遊びに行ったり、思いっきり非協力的でしたが……知人がアメリカのフロリダに行ったとき、帰りの旅費が無くなってしまい、現地の友人に相談したところ「じゃあ、ギャンブルで増やしなよ！」と誘われ、何とかお金を増やして日本に帰ってきたそうです。ハイアライというスポーツで、フロリダでは日本の競馬のような、公営のギャンブルです。

　ハイアライは、鎌かまのようなグローブを使って、選手がスカッシュのように壁にボールを打ちあいます。ボールのスピードは時速三百キロを超え、最速の球技だと言われています。

　今回、恐竜も出てきました。『の○ぴ太の恐竜』は劇場版ドラえ○ぴんの記念すべき第一作ですが、最新作『の○ぴ太と緑の巨人伝』の公式ファンブックで、わたしのＭＦ文庫Ｊの第一作『葉緑宇宙艦テラリウム』が植物ＳＦとして紹介されました。どうもありがとうございます。『ぷいぷい！』読者の皆様、もしよろしければ『テラリウム』はじめ他ほかの小説も読んでみてくださいませ。

　ところで説せつ子この抱き枕まくらではありませんが、年に二回「ワンダーフェスティバル」という模型のイベントがあります。この二月のワンフェスではトーレムの模型二種が販売されました。ちょうど携帯電話につけられるサイズで、どちらもすごく可愛かわいかったです。材質は陶トーレムではなく、俑ヨーレムでもなく、レジンキャストです。

　シエラは宿題に苦しんでいるようですが、少し前まで夏休みの宿題といえば貯金箱を作らされてた気がします。でも今はありません。「私のアイデア貯金箱コンクール」を主催していた郵便局が民営化して中止になったそうです。いっしょうけんめい貯金箱を作るシエラ様を、少し見たかった気がします。どっちにしても高校の宿題に貯金箱は無いですが。

　なもり先生、今回も素敵なイラストありがとうございました。コミックアライブで連載中のマンガ版『ぷいぷい！』も、なもり先生が作画をされています。シエラがくるくる動いてとても可愛いです。

　それでは読者の皆様、次巻もよろしくお付き合いくださいませ。

　　二〇〇八年四月

　　夏なつ緑みどり＠携帯電話を持つトーレム？　ぷ９－｜



    

  
    
      

　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　小説『風水学園』（ＭＦ文庫Ｊ）、『くろかの』（ＨＪ文庫）、『ヒカルとヒカリ』（ポプラ社）、漫画原作『獣医ドリトル』（小学館）など、花粉症と戦いながら書いてます。



　　ワンフェスに出品されたトーレムのフィギュア二種、とても可愛かったです。私は立体造形が激しく苦手。技術工作の時間に作ったマガジンラックとか、閤に葬りたいです。



　イラスト

　なもり

　　名古屋在住。

　　毎回プロフィール欄に書くことが思いつかなくてモニターの前で頭抱えてたら一時間たってた！とかそんな自分をそろそろなんとかしたい……！

　　公式ＨＰ「ELEGY SYNDROME」

　　http://www.geocities.jp/elegy_syndrome/
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